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は じ め に

昨 今 の貿 易 問題 、 エ ネ ル ギー問題 の展 開 にみ られ る如 く、 わが 国 を と り巻 く

国際 環 境 は益 々多 様化 、複 雑 化 の様 相 を呈 して きて い ます 。 この よ うな状 況 の

中で技 術 移 転 の 問題 も経 済 ・技 術 協 力 、 資源 エネ ル ギー戦略 、 あ るい は 国 内 に

おげ る産業 政 策 等 と密 接 に関連 しあ うよ うに な って きて お りま す。

それ に ともなって技術移転 を とりま く情 報は多種多様 とな り、今後の技術移

転 が より実効的 となるにはそ の情報 の組織的 な利用が まさに必要 になって きた

と思 われ ます。その問題へ のア プローチ と してはまず もって技術移転 を とりま

く課題 を整理 する とともに、技術移転 に係 る情報 とそ の役割 を調査 ・分析す る

ことが必要 と考 えます。 この ような観 点か ら、当 ソサエティでは野 口照雄委員

長 の もとに 「技術移転情報 システム委員会」 を開催 し、 この課題 に取 り組ん で

まい りま した。

ここに発表 いた します 「実効的技術移転 のための情報 システ ムの諸問題 の研

究報 告書 一 技術移転 をと りま く課題 一 」は、 日本 自転車振興会か ら補助金

の交付 を受け、財 団法人 日本情報処理開発協会情 報処理研修 セ ンター よりの委

託 として実施 した昭和54年 度の研究成果 で あります。本研究成果が私 どもの

期待 に沿 って、何 らかの意味において新 た な曲面 での情報処理技術の発 展に役

立 ち得 れば幸に存ずる次第 で あ ります。

昭和55年3月

シ ス テ ム ズ ・ ア ナ リ ス ト ・ ソ サ エ テ ィ

匡 目 曾
戴団法人躰情報K理開発協会情報処理研修センター蔵

妻 エ.印
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ま え が き

国 際 情勢 は近年 、一 層 、 各 国 間 の相互 依 存性 が 高 ま ってお り、 国 内 も し くは

地 域 の問題 が、 た ちま ち世 界 問題 へ と波 及 す る例 が 多 い。 一方 では 、 南北 問 題

等 の国 際較 差 は か え って拡 大 して い る面 もある。 そ の解 決策 の1つ と して"技

術 移 転"は 現 在 ま でに様 々な評価 ・分 析 が行 わ れ て きた。 しか し、 主 な もの は 、

方法 論 や体制 論 につ い て で あ った と言 え る。我 々は 、 近年 の情 勢 か ら、 技術 移

転 の実 施 に あた っ ては 、情 報 及 び情 報 シス テ ムの果 す 役割 は 大 きい と考 え て、

調査 ・討 議 を進 め た。

以 下 は本 報告 書 の概 要 で あ る。

序章 で は技術 移 転 を異 な る文 化 の接 触 と と らえ 、技 術移 転 の評 価 は そ の社 会

・文化 へ の影響 に お いて な さ れ る事 を述 べ てい る。

第1章 は"技 術 移 転 を と りま く課題"と して2つ の問題 を と りあげ て い る 。

そ の1つ は、 特定 技 術 は 関連 技 術 と体 系 を形 成 してk・ り、技 術 移 転 では この考

慮 が 必 要 とい う問 題 で あ る(1.1)。 他 は 、移 転 技術 を定 着 す るた め には移 転 の対

象 が個 人 でな く組 織 と して技 術 が蓄 積 され る必 要 が ある とい う問題 で あ る(1.2)。

第2章 では技術 移 転 のい くつ か の事 例 を と りあげ て い る。 農 業 分 野 で は 、

"緑 の革 命"と 呼 ば れ た小麦 ・稲 等 の高収 量 新 品種 の技術 移 転 を例 に と り、農

業 特 有 の技 術 移転 の問題 と(2.1)、 これ らを支 え る国 際 的 農 業 研 究 協 力 の 状 況

(2.2)に つ い て述 べ て い る。 建 設 ・土 木 分 野 で は リビア の ダ ム建 設 を例 に 、技 術

コ ンサ ル タ ン トの 問題 につ い て述 べ て い る(2.3)。 製 造工 業 分野 と しては 、 ガ ラ

ス ビン製 造工 場 の 場合 を と りあげ 、設 備 や そ の操 業 等 の部 分 では な く経 営 や 保

守 ま で含 めた全 体 の移 転 が必 要 で あ り、 そ の た め には組 織 の常識 が重 要 な要 素'

とな る事 を述 べ てい る(2.4)。 又 、最 後 に、 マ レ ー シア の マ ラヤ ワ タ 製 鉄 所 を

例 に、 プ ロ ジェク トを推進 す る のに必 要 な情 報 の開 発 問題 を述 べ て い る(25)。

第3章 は技 術 情 報 の流 通 の問 題 につ い て と りあげ てい る。 まず技 術 情 報 の 流

通 状 況 を 、 刊 行 物 等 の 一 般 情 報(3.1)、 規 格 ・特 許 情 報(3.2)、 海 外 を 対 象

一1一



と した 英 文 情 報(3.3)に つ い て述 べ 、技 術 移転 に際 しての技 術 情報 の重 要性 を

述べている(3.4)。 しか しなが ら、技 術移 転 プロジェク トの企 画 ・安 定 に有 効 な情 報

は、 我 国 に入 手 さ れ てい なが ら情報 シス テ ム未 整 備 の た めの利 用 困難 な状 況 に

あ り、 情 報 シス テ ムの必 要性 を述 べ て い る(3.5)。

第4章 はtt今 後 の課 題"と して、 国際 環 境下 にk・け る技術 移 転 の評 価 と、 そ

の実 施 方 法 と して情 報 シス テ ムの有効 性 につ い て述 べ てい る。
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序 章

2つ の 文 化 が接 触す る と き、そ の双 方 の 文 化 に おい て変 成 が 起 る。 そ の 双 方 の

文化 が 、そ の 発 展 の 系列 にお い て 、 或 い はそ の発 展の 段 階 に お いて 甚 だ しい隔 り

が ない と き、 そ して 双方 の 文 化 を 担 う民 族 の 間 で経済 力 、 或 いは 政 治 的 な 力 にお

いて 均衡 して い る とき、そ の 双 互 の 変 成 は ゆ るやか に起 る。 す なわ ち 、一 方 の文

化 は 他 方 の 文化 の 中に 混乱 の 起 る程 度 にお い て 、或 い はそ の 受 容 に 際 して 感ぜ ら

れ る異 和 感 を最 少 に止 め る よ うに変 型 され た 上 で 受容 され る。 そ して 、 そ れ らが

互 に融 合 す る とす る時 間 の 中 で 、 新 た なる文 化 が 熟成 さ れ るの で あ る。 しか しそ

うで な い とき、 一 方の 文 化 に お い て破 壊 が起 る。 それ は 政 治的 、 軍 事 的 破 壊 が あ

るか、 或 いは 一 方 の文 化 の 他 方 の 文 化 に よる侵 略 に よって もた らされ る もの で あ

る。 新大 陸 に侵 入 した ス ペ イ ン人 達 に よる イ ン カ文 明の 徹 底 的破 壊 は 前者 の例 で

あ り、 中世 に おけ る キ リス ト教 文 化 に よる欧 州 諸民 族の 土 着 の 文化 の 圧 迫 は 、両

者 の 混 合 で あ る。

新 しい 技 術 を生 み 出す とい う こ とは 、長 い 間 積 み重 ね られ て 来 た 人 間 の 活 動 の

一 つ で あ るが 故 に、 文 化 の一 つ の形 態 で ある。 或 る所 で確 立 され た 技 術 が他 の 所

に お いて 受 容 さ れ て有 効 に機 能 す る とい うこ とは 、そ れ が 文化 圏 を越 え て起 る と

き、文 化 の 接 触 とみ なす こ とが で き る。技 術は 、 他 の人 間 の諸 活 動 とは 異 な る性

質 を い くつか もって い る。 よ り良い 政 治 を行 うこと、 財 を よ り良 く運 営 して富 を

得 る こ と、 よ り美 しい もの を造 る こ と等 の 活動 は 、そ れ 自身 が人 間行 動 の 目的 で

あ り得 る。 そ して 、 それ らを重 ね て 、 よ り よき社 会 の建 設 で あ る とか 、 よ り豊 か

な る国 民 の生 活 を築 くとい う よ り大 きい 目標 を達 成 す るの で あ る。 しか し、新 し

い技 術 を 生み 出す とい う活動 は、 そ れ 自身が 目的 では あ り得 ない 。何 らか の もの

を造 るに 当 って、 そ れ を よ り短 時間 に行 うた め で あ るか 、 よ り少 い コス トで行 う

た め で あ るか、 よ り高 い精 度 が それ を造 る ため の手 段 で あ るの で あ る。

技 術 が 、そ れ 自身 で 目的 で は あ り得 な い とい う認識 は、 技 術 の 発 生 の 歴 史 の 中

です で に あ った の で あ る。 諸 民 族 の 神 話 は、 自然 のそ して人 間 の持 つ 諸 力 を神 と

して表 現 す る。 そ の神 々の パ ンテ オ ンの 中 で、 支配 力、 武 力、 生 殖 ・生 産 の 力 、
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通商 ・通 信 の 力、 芸 術 ・技芸 の 力 を象 徴 す る神 々は、 主 神 と しての 地位 を与 え ら

れ る。 そ れ に対 し、 技 術 の 力は 、 ギ リシ ャ神 話 に お いて は 、 エ トナ山 の 下で金 属

を加工 す る小 人 達 で あ り、 神 々の 道具 を造 る鍛 治屋 で あ るヘ ーバ イ トス ス と して

表 わ され る。 ゲル マ ンの神 話 に お い ては 、 主 神 ウオ ーダ ンの 持 つ、 何 者 もそ れ を

避 け る こ との で きぬ グ ング ニ ール の槍 を鍛 え た もの は地 下 の 小人 で あ る。 また 北

欧 の 民 話 に お い て 鳥 の よ うに 飛ぶ こ との で きる翼 を造 った鍛 治 の ヴ ェール ン ドは 、

王 宮 に捕 われ 、 脚 の腱 を 切 られ た不 具 で あ った 。

自然 が長 い時 間 を か け て行 うこ とを一 瞬 の 中 に 縮 め 、或 いは 自然 の 諸 力 の 中か

ら必要 な一 部 の み を と り出 し、或 い は人 間 の もつ 力 の一 部 を極 端 に拡 大 し、 自分

の 思 うま ま に 働 ら く奴 隷 を造 り、 私 達 の生 命 を得 る な ど多 くの 人 間 の持 つ 願望 を

技 術 は 可能 に す る。 人 間 が激 しい 願 い を もつ と き、.そ れ は人 間の 深 い悲 しみ と無

縁 では ない 。 か くあれ ば よか った もの を 、何 故か くあ り得 ぬ のか とい う願 い が、

身 も よ じれ る思 い の 中で 願 われ る とき、 そ れ がそ うあ り得 ぬ こ とに よる人 間 の 悲

惨 がそ の 背 景 と して あ る。 この 悲 しみ を 背景 と して技 術 は 発生 す るの で あ る。 そ

れ 故に 、 多 くの 神 話 や 民 族 の伝 話 をお い て、 技 術 を担 う もの は不 具者 で あ り、値

債 で あ り、 小 人 で あ る。 す なわ ち、 自己 の 身体 の 不 自由 さか ら生 ま れ る願 望 が 、

技術 の 発 生 と結 びつ け られ て い るの で あ る。

そ して 、 技 術 が そ れ 自 身 で 目 的 とな り得 ず 手 段 で しか あ り得 る性 質 の故 に、

正 しい 目的 の た め に も邪 悪 な 目的 の た め に も用 い られ 得 る。 この無 節 操 の 故に 、

技 術の 神 は 主 神 た り得 な いの で あ る。 しか し、 ま た そ の持 つ 力の 故に 、 神 の業 と

もま た魔 の 業 と もされ たの で ある。 そ して 現 代 に お い て も尚、 人類 の 破滅 に さえ

も奉仕 しか ね な い恐 怖 を も内蔵 して い るの で あ る。

しか し、 技 術 の 適 用 目的 が正 しい意 図の もの で あ った と して も、そ の 周辺 に影

響 を与 え 、 社 会 的 環 境 を変 化 させ 、そ して そ の 地域 の 文化 を も変 化 させ 得 るの で

あ る。 ナ イル河 上 流 に建 設 され た ダ ムは 、 ナ イル の 流 れ を変 化 させ、 流 域 に お け

る 自然 の季 節 に よる 周期 的 変 化 を変 え 、 住民 の 生 活 条 件 を変 え 、 そ して そ れ は社

会 の 構造 を も変 え る 可 能 性 を持 って い る の で あ る6

す で に 高度 の技 術 が社 会 の根 底 を 支 え て い る よ うな社 会 では 、 技 術 の発 展 は社
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会 その もの の 発 展 の 仕 組み の 中に組 み 込 まれ て お り、技 術 の 移転 は 技 術 の 発 展 の

一 形 態 で あ る
。 そ して技 術 の伝 達 は社 会 の 中の コ ミュニ ケー シ ョンの 一 つ の 形 と

の 導 入 は 、 激 しい 技 術移 転 の 例 で あ る。 この 場 合 は、 社 会 の技 術 レベ ル に お い て

較差 が な く、 同 質 な社会 の 中で の技 術 移 転 で あ った。 この 技 術移 転 に よって 、 日

本 の 経 営 復興 が あ り、 そ して そ の延 長 と して 奇 跡 と も言 われ て経 済 成 長 を な し遂

げ得 た 。 しか し、 この 技術 の 移 転 に よ って社 会 構造 や文 化 の変 革 が起 った とは み

なす べ きで は ない 。 この経 済 成 長 の 中 で、 或 いは 結果 と して 起 った 自然 破壊 や 環

境 の変 化 は 、 日本 自身 の工 業 化 そ の もの の結 果 なの で あ る。

この こ とは 工 業 的 に開発 され た 国 々に お い て も、社 会 発 展の メ カニ ズ ムを超 え

た激 しい技 術 の 発 展 は 社会 の 中 での 生 活環 境 に歪 を与 え 、 これ は更 に社 会 の 歪 を

起 しか ね ない こ とを示 してい る。 技 術 はそ の持 つ 力 の 中 に、 先 ず そ の果 す機 能 を

通 して 直接 の適 用 目的 を達 成 し、 そ して これ を通 して 周 囲の 社 会環 境 を変 化 させ 、

更 にそ の 社 会 の 文 化 に影 響 を与 え るの で あ る。 故 に 、技 術 較 差 の大 きい文 化 圏 の

間 で行 われ る技 術 移 転 は、 三 重 の 構造 に お い て問題 を把 えなけ れ ば な らな い。 先

ず 、技 術 の な い所 に 技 術 を移 す 、 直接 目的 の達 成 で あ る。次いで、その技 術 か らそ

の地 域 に発 生 した こ とに よ って 起 る社会 的 影 響で あ る。 そ して 最 後 に文 化 の 一 形

態 と しての 技 術 に お け る較 差の 大 きい二 つ の文 化 圏 の 接触 に よって 生 まれ る文 化

的侵 略 の 可 能 性 で あ る。

技 術 較 差 の 大 きい 文 化 圏 の間 での 技術 の移 転 は 、以 上述 べ た理 由に よ り計 画 的

に行 われるべ きであ り、自然 発 生 的 に 起 る こ とは危 険 で あ る。 計 画 的 に行 われ るた

め には 、 先 ず2つ の 問題 が あ る。1つ は、 そ の技 術 を 受 入れ る明 確 な理 由が あ る

こ とで あ り、 そ の 社 会 的 必然 性 の あ る こ とで あ る。 これ が技 術 移 転 の 究極 的 目的

を形 成 す る。 しか しこれは 社 会 的 要 求 と して 必ず し も最 初 か ら顕 在 的 で あ る こ と

は ない 。 社 会 の 指 導 者 に お いてMissionと して 意 図 さ れ て い るに す ぎぬ こ との

方 が 多い の で あ る。

社 会 的 要 求 が 潜 在 的 で あ る段 階vak・ い ては 技 術 の 受容 は起 り得 ぬ。 故 に、第2

の問題 はそ の顕 在 化 で あ る。 これ が技 術 移 転 の 直接 的 目的 を 形成 す る。 この顕 在
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化 の た め に は 住民 の 意識 の 中 に 、 そ の 目的 の理 解 は 別 と して 、 そ め 技 術 を 受け 入

れ る に 必要 な素 地 を造 る こ とが 、 社 会 の 指 導層 の課題 とな る。 これ は2つ の方 向

vatoい て 行 われ なけ れ ば な らない 。 そ の 第1は 、 住民 の 技術 的 な教 育 と、 訓練 で

あ る。 これは 住 民 の 資 質 と、 文 明的 レベ ルに 大 き く影 響 され る。 明治 に お い て 日

本 人 に よ る西 欧 文 明 の急速 な吸 収 が可 能 で あ った のは 、 発 展の 系 統 が全 く異 質 な

文 明 圏 で は な った け れ ども、 西 欧 と 日本 の 文 化 の発 展 レベ ル に お い て較 差 が な か

った こ と と、 日本 人 の 文化 の 吸 収 力 と理 解 力 と勤 勉 な資 料 に よる もの で あ った。

も う1つ の問 題 は 、 社会 の保 守 的 な性 格 の 問 題 で あ る。企 業 で あれ 国 営 で あれ、

永 年 の 生 活 習 慣や 環 境 を変 え る こ とには 強 い 抵 抗 を示 す 。 そ の抵 抗 に打 ち克 つ た

めに技 術 を直接 担 う人 材 を 養成 す る技 術 教育 と並行 して 、 社会 教 育 が必 要 なの で

あ る。

この 社会 的 基 盤 の 上 に 、 コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ム と、 予 測 と計 画 と制 御

の シス テ ムが築 か れ ねば な らな い。

1950年 代 の 終 りに 、SpaceActに 基 づ い てNASAを ス ター トさせ た ア メ

リカに お い て、 そ れ を契機 と して研 究 開発 活 動 に各省 庁 が尾 大 な研 究 費の 支 出を

開始 す るに 当 って 、 そ の 開発 成 果 の 民 間 へ の移 転 を 義務 づ け た。 そ の移 転 の シス

テ ムは 、 技 術 情報 の 収 集 、蓄 積 、 流通 の シス テ ムで あ った。 す なわ ち、文 献 や デ

ータ とい う形 の 記録 され た 情報 の 伝 送 シス テ ムで あ った
。 そ れ か ら約20年 を経

た1979年 秋 に米 国 産 業 の再 建 を 目指 して カー一夕 ー大 統 領 の 議 会 に 送 った教 書

に お いて は 、文 献 に よる コ ミュニ ケ ー シ ョンに加 え て、 公 的 な資金 に よ って 開始

され た 技 術 の、 民 間 に よる よ り有 効 な利 用 を促 進 す るた めの シス テ ムの 必要 性 と、

外 国 経 験 者 の知 識 を 吸収 す る組 織 的 な方 法 に よって 、外 国 の 技 術 の動 向 を知 る こ

との 重 要 性 を説 い て い る。 この こ とは 、技 術移 転 に お け る コ ミ ュニ ケ ー シ ョン ・

シス テ ムの基 本 形 の あ り方 を示 して い る。 す な わ ち、文 献 ・諸 記録 の 流通 と、 知

識 を持 つ 人 を 通 して の 知 識 の 伝達 と、技 術 的 指 導 ・訓 練 の シス テ ムで あ る。

技 術 は 、 それ 自身 が 目的 で は な い。 そ の適 用が正 しいか 否 か は、 そ の社 会 的 必

然性 、 直接 の適 用 目的 、 受 容す る社 会 の技 術 的 資 質 、そ して 文化 的 ・歴 史 的 資 質

に よ って 定 ま る もの で あ る。 そ して 、 そ の 受容 の 結果 は 、 そ の 直接 目的 に おい て 、
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ま たそ の 周 辺 の社 会 に与 え る影 響 に お いて 、 更 にそ の 社会 に与 え る文 化 的 ・歴 史

的 影 響に お い て評 価 され なけ れ ば な らな い。 そ してそ の いつ れ か に お い て悪 い結

果 の 予想 され る とき、 この コ ミュニ ケー シ ョン ・シス テ ムは 修正 さ れ なけ れ ば な

らな い。す な わ ち、 この コ ミ ュニ ケー シ ョン ・シス テ ムの設 計 ・運 営 に は 、 そ の

社会 の発 展 の歴 史 とそ れ に 基 づ く将来 展望 に支 え られ て 、予 測 ・計 画 ・制 御 の シ

ス テ ムが確立 さ れ なけ れ ば な らない 。

人 間は 、 所詮 は 自然 の 中の 存 在 で あ る。そ して 、.そ の 持 つ諸 力 も自然 の 中 の諸

方の 一部 にす ぎ ぬ。技 術 は 空 間 を、 そ して 時 間 を、 そ して 力 を 縮 少 し拡 大 し逆転

し歪 ませ る。 そ れ は 自然 の諸 力の 一 部 を掠 め る もの で ある。 しか し、そ れ は 自然

の掟 の 下 で制 御 され ね ば な らぬ。 そ の制 御 か ら外 れ る とき、そ の 報 い はそ の 誤 ま

れ る適 用 者 に理 る の で あ る。 或 る所 に お い て正 常に機 能 す る技 術 は 、 他 の 場 所 に

お いて 必 ず し も正 常 では な り得 ない 。技 術 の 持 つ、 ラプ リスの 斧 な る ア ン ビバ レ

ン ツ故 に、人 間 はそ の 自然 か ら掠 め た る 力 をす てて は な らぬ の で あ る。
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技 術 移 転 を と りま く課題第1章
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第1章 技術移転 を と りま く課題

1.1技 術 体 系 の 移 転 に つ い ての 課 題

(1)技 術 移 転 と社会 的機 能

技 術 は 、 直接 目に 見 え る形 を持 た ない ソフ トウ ェア で ある 。 ソ フ トウ ェア は 、

我 国 では 多 くの場 合 、 入 か ら入 へ と経 験 と して伝 え られ る と考 え られ てい る。

技 術者 の 卵 は、 経 験 を積 ん だ技 術者 の も とで修 業 を しなが ら技 術 を身 につ け る

とい う伝統 的 な考 え方 が あ る。 か って、 伝 統的 な工 芸 品 を コ ツ コ ツ と家 内 工 業 で

作 ってい た 時 の技 術 継 承 の シ ス テ ムが、 大 量生 産 の時 代 とな った今 も生 き続 け て

い る ので あ る。 だ か ら、 経 験 を積ん で も技 術的 進 歩 の な い者 は無 能 力 とみ な され

る し、 能 力 が あ って も経 験 を積 ん でい な い者 は役 に立 た ない と考 え られ る。技 術

が経 験 年数 で評 価 され た り、 全 くの素 人 を早成 の 使 い捨 て技 術者 と して有 効利 用

す る必要性 を感 じた り しな い社 会 にあ っては、 技 術 移 転 の思 想 は、 社 会 的機 能 と

は 全 く無 縁 な もの とな ら ざる を え ない。

(2)技 術 の マ ニ ュア ル化

しか し、 こ う した社 会 環 境 に あ る我 国 で も、 技 術 移 転 の好 例 を見 出す ことは で

き る。 明 治以 降 の工 業 化 の過 程 で、数 多 くの先 く 達 は欧 米 の技 術 を学 び とろ うと

した。彼 等 は、 我 国 を早 急 に 工業 化 す る必 要 に迫 られ て お り、 欧 米 で学 ん だ技 術

を伝 え る に あた って、 自分 と同 じ よ うに欧 米 で修 業 を して来 い と同胞 に言 って い

る ような余裕 は な か った。 そ こで、彼 等 は 自分 の学 ん だ こ とを数 多 くの 入 に伝 え

るた め に詳細 な技 術 書 を著 わ してい る。 今 か ら見 る と、 あ ま りに も当 然 と思 わ れ

る こ と も微 に い り細 に い り彼 等 は観 察 し、 文 書 の形 で伝 え よ うと した意欲 が伝 わ

って くる。

そ して、 近 年 に な って 同 じよ うな技 術 書 に 出会 って シ ・ック を受 け た産 業 が あ

る。 米国 か ら進 出 して きた外 食 産業 が、 笑顔 の うか べ 方 まで指 示 した詳 細 なマ ニ

ュアル を持 ち こん だか らで あ る。 その 結 果、 つ い最 近 ま で経 験 を積 ん だ料 理 く の
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独 壇 場 と思 わ れ てい た産 業 に、 全 くの素 人 が 次 々に参 入 で き る よ うに な った。

(3)ソ フ トウ ェア の マ ニ ュアル の軽 視

この マニ ュア ル化 に技 術移 転 の ポ イ ン トが あ る。 だが 、技 術移 転 は、 技 術 の 向

上 とは別 の視 点 か ら と らえ られ なけ れ ば な らない の で、 単 な る専 門技 術書 作成 を

意 味す る もの では な い。 即 ち、技 術 の 向上 とは、 既 存 技 術 が あ る所 へ 改良 を加 え

るの で あ るか ら、 伝 え手 と受 け手 との 間 には技 術的 ギ ャ ップが あ るにす ぎない。

しか し、 技 術移 転 とい う視 点 に立 つ な らば、 受 け手 は 技 術 者 だけ では な く、 社会

シス テ ムそ の もの とな って くる。 如何 に して、 全 く技 術 的 素 養 の ない者 で も、 あ

たか も経 験 を ある程 度 積 ん だ技 術 者 と同 じよ うに機 能 させ る か、 そ の プ ロセ スの

中 で技 術 的 基 盤 を如 何 に形 成 して ゆ くか 、 社会 矛 盾 を ひ きお こさ な い よ うな基盤

形 成 の 方法 が あ るか等 々が 問題 に な る。

又 、技 術 移 転 は、 技 術 の マニ ュア ル化 で ある と結論 づ け る こ とは容 易 で あ った

と して も、 これ では、 一 見理解 さ れ た よ うで、 多 くの 誤解 を ひ きお こす こ とだ ろ

う。 なぜ な らば、我 国 に は、 詳 細 に、 又 、 もの に よっ ては 実 に わ か りやす く書 か

れ たハ ー ドウ ェアの マ ニ ュ アル が数 多 くあ り、 ほ とん どの 入 が これ らを ソフ トウ

ェア の マニ ュア ル と同 一 視 してい るか らで あ る。 ハ ー ドウ ェア マニ ュア ル では、

物 の名 前や形 状 が わか れ ば良 いが 、 ソ フ トウ ェア マ ニ ュア ル では、 使 い方 や トラ

ブルへ の対 応 な どが 、 あ らゆ る受 け 手 や状 況 を想定 して準 備 され てい なけれ ば な

らな い。 さ らに、 ソ フ トウ ェア は、 ハ ー ドウ ェア の よ うに、 目で 見え る形 を もっ

てい な い の で、 ど こま で を含 め る か とい う範 囲 が大 きな問 題 とな る。特 に、 技 術

移 転 の よ うな 目的 に対 して は、 狭 い範 囲 を カバー す るだ け で は、 全 く無 意 味 な努

力 に な って しま う場 合 も あ り うる。

身 近 か な例 では、 家庭 用 電化 製 品 の操 作 マ ニ ュア ル を開 い て みれ ば良 い 。各 部

の 名称 や位 置 、 機 能 な どは 非 常 に詳 しいが、 利 用 上 の 細 か な扱 い方 、 トラブル は

ど うい う時 に お こるか等 と な る と、 全 くの予備 知識 の ない者 が 読 ん だ の では わ か

らな い とい った 部 分が 多 々 あ る。 ま して や、 家 の 中 の ど こに 置 くか、 どん な時 に

使 うか とい った環 境 との 対 応 な ど、 ど こ に も書 かれ て い な い。 一 般 家 庭 を対 象 に
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した マ ニ ュアル で す ら、 い わ ゆ る常 識 に相 当程度 期 待 した状態 で あ る か ら、 製 造

機 械 の操 作 マ ニ ュア ル、 メン テナ ンス マ ニ ュアル な ど素 人 には判 読 不 能 に近 い。

こ う した マ ニ ュア ル で も、 充 分 に機 能 し うる よ うな 素地 を も って い る社 会 で は、

経 験 に よって得 られ た 自分 な りの方 法 な ど、 考 慮 に だ に値 しない些 事 と して無 視

さ れ て しま うこ とだ ろ う。

(4)関 連技 術 へ の波 及

だ が、技 術 の マ ニ ュア ル化 が可 能 だ と して も(別 に文 書化 しな くと も、 情報 の

体 系 化 が なさ れ て いれ ば 良 い の だ が)、 も う1つ 別 の問題 が残 って い る。 そ れ は、

受 け手 の社 会 シス テ ム の 問題 で あ る。

新 しい産 業 の 立地 を考 え る場 合、 そ の産 業 の 波及 効 果 を調 べ るた め に産 業 連 関

表 が利 用 され る。 われ わ れは 、 産 業 連 関表 に よ り、 他 の産 業へ の影 響 度 の み な ら

ず 、 家計 消費 や 財政 とい った面 ま で検 討 す る こ とが で きる。 と ころが 技 術 に 関 し

ては 、技 術的 な連 関 は ほ とん ど無 視 され、 家庭 や 政府 へ の影 響 な どにつ い て は、

考 慮 され る こ と もない。 確 か に、 先 進 工 業国 の場 合 は、 航 空宇 宙 産 業 の よ うな巨

大 な シス テ ム産 業 にな らな い 限 り目 に 見え る波 及 は少 ないか も しれ な い 。 しか し、

こ う した シス テ ム産業 に つ い て は、 技 術 的 連 関 が他 分野 や 日常生 活 に波 及 す る こ

とは よ く認知 さ れ てい る。 に もか か わ らず1我 々に とっ て 日常化 して しま った技

術 につ い ては、 容 易 に社 会 に受 け い れ られ る とい う常識 が障 害 とな って 、技 術 の

波 及 、 あ るい は社 会 シ ステ ム に よる制 約 につ い て研 究 され る こ とが ない 。

例 え ば、 自動 車 を製 造 し よ う とす るな らば、 エ ン ジ ンを設 計 した り、 車 体 を組

み 立 て た りす る以 前 の問 題 と して、 鋳 造 技 術、鍛 造 技 術、 プ レス技 術 等 々 の基 礎

的 な技 術 が必 要 で あ る。 こ う した基礎 技 術 の 分野 で こそ技術 移 転 の波 及 効 果 が大

きい と して も、 自動 車 産 業 の波 及 が 検 討 さ れ るの は 部 品生 産 ま で で、 基礎 技 術 の

応 用 は 自然 発 生的 と考 え られが ちで あ る。 と ころが 、 近年 の 製造 業 につ い て言 え

ば 、 大量 生産 を 支 え て い る の は、 技 術 を も った人 間 の層 の厚 さ で あ り、 そ れ故 に

他 の 分野 へ も人 的 な厚 み を も って 自然 に技 術が 波 及 す るの で あ る。 そ れ に 反 して、

発 展 途上 国 にお い ては、 優 秀 な技 術 者 は い て も、 そ の下 の層 がほ とん ど皆無 に近
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い。 そ の結 果 、 一 部 の優 秀 な技 術 者 へ の技 術移 転 が進 め られ た ど して も、 ほ とん

ど社 会 的 波 及 を ひ きお こさず 、 実 際 には 移 転 され なか っ たの と同 じ結果 とな って

しま う。

そ れ な らば、 も っ と個 々の技 術 に、 よ り詳 し く着 目 して、個 別 に層 の拡 大 を は

か って ゆ くこ とが 重 要 か と考 え る と、 必 ず し もそ う とは 言 い きれ な い。 あ る機 械

を作 ろ うとす る、 部 品 に歯 車 が 必 要 に な る、 歯 車 の 歯 の切 り方 が 問題 とな る、 工

作 機 械 の メ ンテ ナ ンス も重 要 だ、 とい うよ うに追 い か け て ゆ くと、 最 初 に要求 さ

れ た機 械 を作 る とい う目的達 成 は、 相 当 の年 月 を要 す る大 事 業 に な って しま う。

実 際 には そ うで あ っ て も、 移 転 さ れた技 術 が、 当面 の需 要 に対応 す る とい う目的

か ら離 れ て しま っ ては無 意 味 で あ る。

玉 ネ ギ の カ ワ をむ く よ うに、 目標 達 成 の た め の個 々の技 術 を 分解 しつ づ け る と、

最 後 に はバ ラバ ラに され た技 術 の 断片 だけ が残 り、 玉 ネ ギ と しての 用 をな さ な く

な って しま う。 カワ が集 ま っ て玉 ネ ギ に な っ て い る よ うに、 個 々の技 術 も重 要 だ

が、 そ れ らが集 って で きてい る全体 の、 目標 とな る形 は さ らに重 要 で ある。

(5)技 術移 転 の社 会 的 影 響

逆 に、 も う少 しマ ク ロに な が め る な らば、 プ ラ ン トを建 設 す る よ うな場 合、 あ

るい は新 しい 農業 を育成 し よ うとす る よ うな場 合 な どに は、 技 術 の 直接 的 波及 で

は な い と して も、 就 業 者 が集 り、 町 や村 が拡 大 し、 そ の周 辺 の 地 域社 会 を変 化 さ

せ る こ とに な る。 地 域 社会 の変 化 は、 原 材料 の供 給 や物 価 、 流 通 経路 な どを変 化

さ せ て、 プ ラン トや 農 場 に直接 は ねか え っ て くるの み な らず、 そ の技 術 の伝 え手

に対 す る住 民 の評 価 を も決 定 づ け るの で、 技 術 移転 とは切 り離 せ ない 問題 で あ る。

例 え、 短 期 的 に 見 て、 社 会 的影 響 が顕 著 で な い と して も、 技 術移 転 を伝 え手 と受

け 手 の相 互 利 益 に な る よ うな企 業 戦 略 と して、 あ る いは 国 際 的展 望 を もった事 業

と して と らえ る な らば、 充 分 な考 慮 が払 われ て しか るべ き問 題 と言 え よ う。

特 に、 製 品 の 輸 出 だ け で は、 国 際 的 な摩 擦 を ひ きお こす こ とが 多 くな っ て きた

近 年 の 情勢 を考 え る な らば、 我 国 経 済 の安 定的 成 長 を維 持 す る上 で も、 技 術 が も

って い る マ ク ロな社 会 的波 及 は重 要 な課題 で ある。 と ころが 、 これ ま で の プ ラン
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ト輸 出 では 、 地 域 計 画 ま で含 め た トー タル な社 会 シ ス テ ムを考慮 して、 技 術 移 転

が進 め られ る こ とは ほ とん どなか った。 そ の結 果 、 輸 出先 の民度 が高 ま れ ば、何

故 貴重 な観 光 資源 を破 壊 して ま で ここに プ ラン トが 建 設 され たの だ ろ うか とか 、

市場 規 模 を無 視 した施 設 が何 故 導 入 され た の だ ろ うか 、 とい った疑 問 が お こ って

きそ うな事 例 を 見 出す こ とが ある。

(6)技 術 体 系 の移 転

以一上の よ うな視 点 か ら、 技 術移 転 に あた って 留意 され なけ れ ば な らな い課題 を

整理 して み よ う。

まず最 初 に、 技 術 は他 の技 術 と相 互 にか らみ合 って一 つの体 系 を構 成 してい る。

この技 術 の 体系 は、 社 会 的 な要請 に も とつ い た 目的 の もとに構成 され て お り、 個

々の技 術 は この体 系 の 中 で位 置 づ け られ る ことで 意 味 を もっ てい る。 だ か ら、 個

別技 術 の移 転 よ り も、 あ る体 系 で の移 転 が 重 要 で あ る。 次に、 こ うした技 術 が社

会 的 要 請 の も とに体 系 化 さ れ てい る か らには、 そ れ の置 かれ た社 会 シス テ ム とは

無 縁 では あ りえ ない。 社 会 システ ム と技 術 との 間 に は、技 術 的 なギ ャ ップ を うめ

る以上 の 問題 が ある。 だ か ら、 技 術移 転 を単 に 技 術 向 上 の問 題 と考 え る の で は な

くて、異 な る社会 シス テ ム の 中 に技 術 体 系 を根 づ か せ る問題 と して と らえ るべ き

で あ る。 そ の た め には、 技 術 体 系 が 社会 システ ム に よ って変 質 し うる こ と も充 分

考 慮 す べ きで あ る し、 逆 に社 会 シス テ ムが変 化 す る こ と も考 慮 す べ きで あ る。

さ らに、 こ う した技 術移 転 は、 〈 か ら入 へ の経 験 の伝 達 に よ っての み可 能 だ とい

う伝 統 工芸 的 思 考 か ら脱 却 す る必 要 が ある。 現 在 要 求 され て い るの は、 大 量 かつ

迅 速 な技 術 移 転 で あ り、 そ れ は ソ フ トウ ェアの 体 系 的 認 識 に よ って実 現 しうる も

の で あ る。 ソ フ トウ ェア の体 系 化 は、 一 つ には マ ニ ュア ル化 で あ り、 又 、 一 つ に

は情 報 の体 系 的整 理 を意 味 して い る。

(7)情 報 評 価 の国 内 と国外 の ギ ャ ップ

しか し、 こ う した課 題 を解 決 す るた め に あ た って 直面 す る障 害 が 多 々 ある。 そ

れ らの 中 で、 我 国 の諸 事 情 か らお こって きて い る例 を考 えて み る。
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我 国 で は 、個 々の 労働 者 の 質 が均 質的 に高 い。 そ の ため、 上 が らの こ と細 か な

指 示 が な くと も、 そ れ ぞ れ の レベ ル で 問題 が 解決 され て生 産活 動 が営 まれ てい る。

しか しそ の反 面(あ るい は、 そ れ故 に)、 あま りに も細 か い指 示 は 受 け つ け に く

い体 質 とな ってい る。 だ か ら、 細 か な作 業 指示 の よ うな もの を 出す た め に必 要 と

な る情報 の収 集、 体 系 的 整 理 、 応 用 とい った ソフ トウ ェア技 術 が未 発 達 であ る。

そ れぞ れ の職 能集 団 が、 ヒエ ラル キー構 造 に組 み込 まれ な く と も(例 え組 織図 で

はそ うな っ てい て も、 実 際 は ゆ るや か で ある)、 充 分 に効 率 的 に機 能 す る とい う

社 会 構 造 では、 技 術 移 転 に要求 さ れ る よ うな情 報 は個 々人 の 問題 で あ り、 収 集 の

必 要 性 す らない。 そ の結 果、 プ ロ ジ ェク トマ ネー ジ ャー と呼 ば れ る入 も、 プ ロジ

ェク トを マ ネー ジす るの で は な く、 プ ロ ジ ェク ト ・メ ンバー をマ ネ ー ジす る こと

を重 要 な任 務 と考 え る よ うに な る 。 い くらプ ロジ ェク ト ・メ ンバ ー を 管理 してい

た と して も、 個 々の メ ンバ ー が 直面 し解 決 を迫 られ た問 題 を、 そ れ ぞ れ の専 門 領

域 に ま で立 ちい って 相 互 に体 系 化 す るの で なけ れ ば、 い く ら経 験 を積 ん で も、 情

報 が 他 へ伝 達 され る こ とは な い。 だ か ら、 同 種 の新 た な プ ロジ ェク トが 発 生 す る

と、 同 じ構成 員 とプ ロ ジ ェク ト ・マ ネ ー ジ ャーが 問題 解 決 に当 らな け れ ば な らな

くな る。

こ う した傾 向 は、 国 内 に あ って は何 ら問 題 を生 じない 。 しか し、 国 外 へ の技 術

移 転 とな る と別 で あ る。 国 内 で充 分 に機 能 す る前記 の よ うな体 制 で、 国 外 の問 題

を解決 す るた めに は、 国 内 の終 身顧 用制 に似 た形 で、 国 外専 門集 団 と して メ ンバ

ー を固 定化 せ ざ るを え な い
。 さ もな い と、 新 し く組 織 化 され た プ ロ ジ ェク トグル

ー プは、 人 か ら入 へ の伝 達 と して しか 前の 経験 を入 手 で きな い た め、 以 前 の プ ロ

ジ ェク トグル ー プが た ど った道 を も う一度 た ど りな おす 必 要 が あ り、 あま りに も

非 効 率 的 だか らで あ る。

そ れ な らば、 固 定化 され た国 外 専 門 の グル ー プが 情 報 の伝達 を怠 って い る こ と

に 問題 が あ るか と言 う と必 ず しもそ うでは ない。 多 くの派遣 技 術 者 達 が、 せ っせ

と国 内 に向 け て 自分 の経 験 を報 告 し続 け てい る。 と ころが、 こ う した報 告 に接 し

て有 効 と感 ず るの は、 同 じ よ うに国 外 専 門 に固 定 され た 人 々だけ で あ る。 なぜ な

ら、 報 告 は、国 内へ の応 用 を示 唆 す る もの で は な く、(国 外 の)現 地 へ の応 用 を
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示 唆 す るだけ で ある か ら、 幸 い に して(多 くの 場合 、 そ う思 われ て い る)国 外 専

門 にな らな くて 済ん だ 人 々に とって、 全 く興 味 が わ か ない の は 当然 か も しれ な い。

例 え興 味 を もつ入 が あ った と して も、 た ま に視 察 に でか け る位 で国 内 か らほ とん

ど出 な い人 で あ った な らば 、 異 った 国 とい う印 象 は受 け て も、 各 国 の特 殊 な技 術

事 情、 社会 との か か わ り方 な どは さ さい な一 部 分 に しかす ぎず、 技 術 に 関 す る限

り、 世 界 は単 純 な色 分 け だ け で理 解 され て しま う。 技 術 レベ ル の高 い国 か低 い国

か、 労働 者 の 質 が高 い 国 か 低 い国 か とい っ た程度 の色 分け で見れ ば、 ア ジア は1

つ とか 、 世 界 は同 じ とい っ た考 え 方 に お ち い りや す く、 そ こか らは 、 技 術 移 転 の

た め の情報 を引 き出そ うとす る努 力 な ど生 まれ て くるは ず が な い。

(8)技 術体 系 ギ ャ ップの伝 達 の 問題

だが 、 た とえ興味 を もつ 入 が 少 な い報告 で あ った と して も、 技 術 移 転 やそ れ に

関連 す る業 務 に携 わ る人 々の 間 だけ で も目に触 れ る体 制 が完 備 してい れ ば 問 題 は

ない。 ところが 、 国 外 の業 務 に 専属 とな った人 々は、帰 国 して もす ぐに再 び 次の

業 務 が待 って お り、 各 国 の技 術事 情 を と りま とめ る余裕 な どほ とん ど持 ち え な い。

他 のく が、 報 告 を読 ん だ り、 話 しを聞 いた り して情 報 の集 約化 を はか ろ う と して

も、 そ れそ の情 報 は 、 現 地 の社 会 シス テ ムの 中 で位 置 づ け られ なけ れ ば 体 系 的 把

握 な どで きな いの で、 日本 との比 較 あ るい は 自分が 多 少 知 って い る国 との 比較 で

しか と りま とめ る こ とが で き ない。

これ で は、 日本 の 社会 か らなが め た技 術 的修 正 以 .上の もの は期 待 しえ な い で あ

ろ う。技 術 的 修正 は、 技 術 の ギ ャ ップを うめ る とい う形 で は機 能 す るが 、技 術移

転 の困 難 さは 、技 術 の 向上 とい う形 では 解決 さ れ な い所 に あ る とい うのは 前 に論

じた通 りで あ る。 各 国、 各 国 で技 術 と社会 との かか わ り合 い方 が 異 っ て お り、 そ

の影 響度 も異 って い る。 一 見、 同 じ目的 の た め に構 成 さ れ た技 術 体 系 と しての共

通 点 が 見 出せ た と して も、 社会 や他 の技 術 との関 係 は 全 く異 って お り、 どの技 術

が 、何 故 現在 の よ うな形 に な った の かは、 各 国 の特殊 な事 情 を知 らなけ れ ば 理 解

で きな い。 逆 に、 そ れ らが理 解 で きた な らば、 技 術体 系 の 中 で どの 部 分が 重 要 か

は お のず と明 らか に な って くる。 ま さ に、 この 点 が 、技 術 の 体系 的 移 転 の最 大 の
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障 害 に な って い る よ うに思 われ る。

即 ち、 技 術 を各 国 の社 会 シ ステ ムの 中 で体系 的 に把 握 した人 々が 、 そ の情 報 を

伝達 しえ な い所 に問 題 が あ る。

(9)技 術移 転 情 報 の評 価 基 準 の認 知

この よ うな障 害 は、 直接 利 益 を生 ま ない技 術移 転 の ソフ トウェア に対 す る評 価

が低 い た め に、 ます ま す解 決 困 難 な もの とな っ て い る。 技 術 の波 及 や、 社会 的 役

割 りの 各 国 別 情報 は 、 お そ ら く世 界 の観 光案 内 よ り も評 価 が 低 い の で は なか ろ う

か。

評 価 が 低 く、 む くわ れ る こ との な い作業 を、 業 務 に追 われ る人 々に 要求 す る こ

とは酷 で あ る。 だ か ら、 ほ とん どの人 が試 み よ う と しな い か、 全 く考 慮 も払 わ な

い。 た か だか無 料 の経 験 談 と して伝 え られ る程 度 で あ る。 そ の結 果、 如 何 に した

ら情報 が 体 系 的 に整 理 で き るか とい う研 究 は 全 く進 展 しな い。 範 例 が な い か ら改

良 の き っかけ もない 。 悪 循 環 で あ る。

この 悪循 環 を断 つ 鍵 は、技 術移 転 情報 の と りま とめ 方 と、 と りま とめ る動 機 づ

け の2つ に ある よ うに思 わ れ る。 情 報 に対 す る評 価 基 準 が 社会 的 に認 知 され た な

らば、 情報 の入 手 困 難 さ に今 ま で悩 ん で い た人 は 自 ら情 報 の体 系化 をは じめ るで

あろ う し、 そ の と りま とめ方 が例 示 され た な らば、 次第 に研 究 改 良 が進 め られ る

こ とで あろ う。

に ごでは 、以 上 、 最 後 の2点 を強 調 して、 技 術 の体 系 的移 転 につ い て の課 題 の

しめ く くりと した い。
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1.2組 織 へ の技 術移 転 につ い て の課 題

1.21日 本 の経 験

(1)明 治 時 代 の技 術移 転

日本 は世 界 で も数 少 い途 上 国 か らテ イ ク ・オ フ(離 陸)し た先進 国 の一 つ で

あ る。 しか し、 明 治 維 新 ま で は、 西 欧 か らの文 化 ・技 術 の イ ンチ イク ・パ イ プ

(取 入 口)は 極 め て細 く、 た とえば 江 戸後 期 の マ ニ ュ フ ァク チ ャーの 時期 に お

い て も、 主 体 は 国 産 固 有 の稚 拙 な技 術 で あ り、 本 格 的 な技 術移 転 が 行 わ れ るに

は 、 明治 に 年 号 が 変 わ る の を待 た ね ば な らなか っ た。 一

しか し維 新 以 後 の近 代化 へ の歩 み は 目覚 ま し く、 各 分野 に'お 雇 い 外 人"と'

称 す る西 欧 人 が招 か れ 、現 在 で い う技 術移 転 の主 役 とな った。 この時期 が 日本

の経 済発 展 の画 期 に な った ことは、 多 くの研 究 で も明 らか で あ るが 、 こ こで特

筆 す べ きは、 これ だけ の先 進 技 術 を 消化 不 良 な く吸収 で きた 日本側 の体 質 で あ

る。 現在 な お、 多 くの途上 国 で 同 じ試 み が な さ れ、 外 国入 の指 導 の下 、 国造 り

に励 ん で い る に もかか わ らず 、 な か なか テ イク ・オ フに到 達 で きない主 な理 由

が、 技 術移 転 の 受 け入 れ 側 に存 す る とされ るの は、 日本 の経 験 で 明 らか な よ う

に、彼 我 の受 け手 の差 が 、 極 めて重 要な決 め手 に な る ことの証左 の よ うに思 わ

れ る。

しか し、 個 人単 位 では な く組 織単 位 での移 転 指 向 が あった こ と、 秀 れ た 中 間

技 術者 が い た こ とな どの 好条 件 に もかか わ らず、 日本 にお い て さ え、技 術移 転

が定 着 す るま で に、 多 くの年 月 を要 して いる こ と に も注 目す る必 要が あ ろ う。

(2)鉄 道技 術移 転 と技 術 者

た とえ ば、 日本 に鉄 道 技 術 が 定 着 す る まで、 そ の 指導 に あた って いた英 国 入

は10年 以 上 滞 在 しなけ れ ば な らな か った。 これ は東 大 ・八 十 島義之 助教 授 の

指 摘 で ある が、 これ を以 っ て して も、 なま な か の こ とでは技 術 移 転 は成 立 しえ

な い こ とが 理解 さ れ る。 しか しこの結果 、 日本 の鉄 道技術 の礎 は確 固 た る もの

に な り、 日本国 内 の鉄 道整 備 だ け に留 ま らず、 満 鉄 や画期 的 な新 幹 線 、 そ して

リニア ・モ ー ター カー と い う技 術的 系 譜 につ な が る こ とに な る。
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しか も、 日本 の場 合 、 帝 大 出の優 秀 な技 術 者 が鉄 道 に集 った ご とで、 英 国 入 か

らの技 術移 転 が 彼 らに よっ て咀 噛 され、 さ らに鉄 道 建 設 に気概 を感 じてい た 中

間 技 術 者 が最 前線 で、 ひお雇 い外 人"や 高 級技 術者 の意 を よ く体 して、 指 揮 に

あ た っ てい た こ と も成 功 の 一 因 で あ った。 この 中 間技 術者 、 つ ま り現 場 で直 接

労 務 者 を使 った り、 車 両 や 施 設 の整 備 に 当 っ てい た技 術者 の層 の薄 さが 、 途上

国 で の技 術移 転 の ボ トル ・ネ ック にな って い る とい う実 情 を見 る と、 日本 の場

合 は、 極 め て 恵 まれ た状況 に あ っ た と もい え る。

(3)中 間 技 術者 の養 成

秀 れ た中 間 技 術者 を養 成 す る た め には、3つ の条 件 が あ る。1つ は エ ス タブ

リ ッシ ュメ ン トの 確 立、 つ ま りそ こに雇 用 さ れ た人 間 の生 活 的 基 盤 と社 会 的地

位 が ある程 度 保 証 され て い る こ とが 、動 機 づ け に重 要 な要 因 とな る。2つ 目は

初 等 教 育 に続 く中 等教 育 と職 業 教 育 の 普 及。3番 目は、 初 等 教 育 しか 受 け て こ

ない 人 間 に対 して も、 組 織 が必 要 とす るく 間 の養 成 が可 能 な組 織 内 教 育 の充 実

で あ る。 我 が国 に おい て さ え、 これ らの3つ の条 件 が全 て充 足 され て いた訳 で

は ない 。鉄 道 建 設 が国 策事 業 で あ り、 組 織 的 な確 立 がか な り早 い時 点 か ら成 さ

れ て いた こ とは、 優 秀 な中 間技 術者 を集 め る のに、 相 応 に プ ラス して い た こ と

は 否 定で きな い。.

1.22技 術移 転 の た めの 組 織 づ く りの重 要 性

(1}フ ィリ ッピ ンの鉄 道 とイ ン ドネ シア の パス

で は、 翻 って 発 展途 上 国 での 技 術移 転 の現 況 は如何 な もの で あ ろ うか。

「フ ィリ ピンで は鉄 道 が 動 か な い でバ ス が動 き、'イ ン ドネ シ ア では 、逆 に、

バ ス が動 かず に鉄 道 が動 く」 とい われ て い る。

日本 は フ ィリ ソピン国鉄 に対 して、 メ トロ ・〔 ニ ラ地域 の通 勤 旅 客 輸送 用 に、

円借 で65両 の デ ィー ゼ ル ・カー を供 与 した。 この経 済協 力 は、 一 次 と二 次 に

分か れ、 一 次 分 と しては30両 の デ ィー ゼ ル ・カー が供与 さ れ た が、 この うち

約 半 数 が1年 後 に は動 か な くな っ て しま った。第2次 の35両 の 円借 を実 施 す
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るに あた り、 事 態 を重 視 した 日本 側 は、 なぜ動 か な くな った か の原 因 を調 査 し、

た結果 、 フ ィ リピン国 鉄 に車 両 の保 守 の ため の必 要 な体 制 が で きて い な い こと

が 判 明 した。 そ こで二 次 円借 の一 部 で、 コンサ ル タ ン トを派遣 し、 保 守 態勢 を

改 善 す べ き指 針 を 出 させ 、 そ れ に基 づ い て、国 際協 力事業 団(JICA)の 専門

家 を フ ィリ'ピン国鉄 に派 遣 す る とい う、技 術移 転 の た めの技 術協 力 が 必 要 とな

った。

他 方 、 イ ン ドネ シア の 国 鉄 は 、 東南 ア ジア で もか な り高 い技 術水 準 を持 って

お り、 車 両、 信号 施 設、 軌 道 の老 朽化 な どの問 題 は あ るが保 守 は よ く必 要 な機

能 は確 保 され て お り、 フ ィリ ピンの よ うに、 初 歩 的 な レベ ル で み すみ す 大事 な

資産 を遊 ばせ て い る とい う こ とは起 って い ない。 ま た、 イ ン ドネ シア の場 合、

戦 前 の オ ランダ植 民 地 時 代 か ら、 ジ ャカル タ市 内 と一 部近 郊 区 間 は電 化 され て

い た り、 ジ ャボ タベ ック地 域(ジ ャカル タ市 とそ の近 郊 区域)唯 一 の車 両 工場

が あ る市 内 の マ ン ガ ライ駅 の近 くには 、国 鉄 職員 の た めの官 舎 の一 群 が、 他 の

ス ラム とは際 立 って落 ち着 い た住 宅 街 を形 成 して い る。

この よ うに一 般 的 に言 っ て、 イ ン ドネ シアの国 鉄 は組 織 も しっか り して お り、

更 に職 員 の士 気 も高 い とい え る。 と ころが、 イ ン ドネ シア の場 合 、 バ スの メ イ

ンテ ナ ンスが悪 い た め、 稼 動 してい な い車両 も多 い。 そ して、 フ ィ リピンで は

この辺 の状況 が 全 く逆 の た め、 前述 の言 葉 とな る。

(2)組 織 へ の技 術蓄 積

これ らの背 景 に あ るの は 、 フ ィ リピン人 とイ ン ドネ シア人 の 民 族 的 能 力 の差

な どの 問題 で ない こ とは、 双 方 で鉄 道 、 バ ス の一 方 が機 能 し、 他 方 が 機 能 して

い な い ことか ら も明 らか で あ る。 む しろ、 こ こで 重 要 な のは 、 技 術 を受 け入 れ

るた め の組 織 的 な下 地 で あ ろ う。途 上 国 では、 折 角 あ る技 術 を学 ん で も、学 ん

だ入 間 は、 そ の結 果 と して昇 進 し、 直接 技 術 とは縁 の ない セ ク シ ・ンに移 って

しま った り、 或 い は、 そ の技 術 を も とに別 の も っ と条 件 の よい所 に再 就 職 して

しま うな どとい うケ ース が非 常 に多 い。 このた め い っ こ うに技 術 が 定着 せ ず、

移 転側 で は、 又、 別 の入 間 に い ちか ら教 え込 ま ね ば な らない とい う悪 循 環 に 陥
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入 る こ とに な る。 これ は技 術 が個 人 に移転 さ れ るた め に起 る悪 しき例 では ある

が 、 この悪 循 環 を避 け る た めの条 件 は 、移 転 さ れ る技 術 を組 織 で受 け 入 れ る こ

とで ある。 具 体 的 には 、 学 ん だ技 術 が 確 実 に組 織 に蓄 積 され、 更 に、 そ れ を波

及的 に伝 播 させ る こ とに あ る。 要す るに技 術 が ある特 定 の個 人に 占有 され な い

ことが絶 対条 件 で あ る。

この た め には 、 技 術 を情 報 と して蓄積 し、 体 系 的 に整 備 ・メ ンテナ ンス を行

う体 制 を作 り、 関 係 者 が これ を利 用 して有 効 に伝 播 しうる環 境 の形成 が課 題 で

あろ う。

(3)技 術移 転 と組 織 造 り

日本 の技 術協 力 の 当事 者 も、 この よ うな組 織 に対 す る移 転 の重 要 性 を認 識 し

は じめ てk・ り、 最 近 の 例 では、JICAが ス エ ズ運 河 庁 の7'ラ ンニ ン グ ・ユ ニ

ッ トに対 して、 組 織 づ く りか ら協 力 してい る。 この例 な どは、 単 に技 術 を教 え

れ ば よい とい う考 え 方 か ら脱 皮 を はか り、 まず技 術 を受 け 入 れ る相手 側 の 基盤

づ くりか らは じめ、 次 に必 要 な技 術 を移 転 しよ う とい う姿勢 の現 われ で ある。

この よ うな体 制 づ く りな しには 、 技 術 の 定着 化 は望 め ない よ うに思 わ れ る。

ま た別 の例 で あ るが 、 バ ン グ ラデ シ ュで は道 路 の メ イ ン テナ ンスの た め の プ

・ジ ェク トが世 界銀 行 の手 で進 捗 中 で あ る。 この プ ロジ ェク トは、 これ ま で世

銀 をは じめ各 国 の協 力 で道 路 建 設 が行 わ れ て きた が、 そ の 後 の メイ ン テナ ンス

が悪 いた め、 路 肩 が 崩 れ た り、 穴 が あい た り とい う トラブル が随 所 に発生 し、

そ れ に起 因 す る事 故 な ど も多 発 してい る。 従 って、 新 た に道路 建 設 をす るな ら

ば、 そ の 前 に既 存 の 道 路 を充 分 メイ ンテ ナ ン スす る体 制 の確 立 が条 件 で ある と

の こ とで、 この よ うな プ ロジ ェク トが起 って きた の で あ るが 、 これ に 参 加 した

日本の コ ンサ ル タ ン トは、 まず 日本 での経 験 が殆 ん ど役 に立 た な い とい う壁 に

ぶ つ か っ て しま った 。 つ ま層り、 日本 の よ うに一定 区 間 毎 に国道 事 務 所 が あ って

計 画 的 に道 路 整 備 が 行 われ てお り、 必 要 な機 械 の供 与 等 で事 が済 む の な ら、 比

較 的簡 単 な プ ロジ ェク トとい え るが 、 そ もそ も、 国 道事 務 所 の よ うな組 織 や体

制 が で きて い ない所 で、機 械 力 を駆 使 した整 備 体 制 の確 立 な ど不可 能 で あ り、
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や は り機 械 へ の依 存 を極 力小 さ く した メイ ンテナ ンス の た め の体 制 づ く りが課

題 とな った。 つ ま り、 途上 国 の有 す る中 間技 術者 が 対応 で きる レベ ル で の適 正

な技 術 に よって、 そ の体 制 を組 み 立 てね ば な らない とい うこ とで あ る。 も しも、

機 械 を多 用 した場 合、 必 らず 今度 は機 械 そ の もの の メ イ ンテ ナ ン スの 問題 が発

生 し、 そ の た め の体 制 づ く りで壁 にぶ つ か るのは 必 定 で ある。 従 って、 安 価 で

豊 富 な、 しか し技 能 レベ ル と して は低位 な労 働 力 を うま く使 っ て、道 路 を メイ

ンテ ナ ン スす る体 制 づ く りが ポ イ ン トにな る。

以 上 、 技 術移 転 の効 率化 の た め に、 留 意 すべ き必 要 な条 件 を、 特 に、組 織 へ

の技 術 移 転 の重 要 性 とい う論 点 に的 を絞 って進 め て きたが、 最 近 の技 術協 力 の

方 向 も、 この趨 勢 を認 識 す る よ うな風潮 が 出 は じめ て お り、 そ の 意 味 では喜 ば

しい 傾 向 とい え よ う。
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第2章 技術 移転 の事 例調査

2.1農 業 技 術 移 転 の 実例 一 緑 の 革 命

2.1.1.縁 の革 命

「縁 の革命 」 とは発 展途 上 国 にお け る農 業 問題 の解 決 を 目的 と した、 小 麦 お よ

び稲 の新 高収 品 種 の 開 発 ・普 及 活動 を い う。 そ の1つ は ロ ック フ ェ ラー 財 団 に よ

り1944年 に メ キ シ コで 始 め られ た技 術 援 助 が発 展 した国 際 トウモ ロコ シ ・小

麦 改 良 セ ン ター(CIMMYT)で 育成 され た メ キ シ コ小麦 で あ り、 他 は ロ ック

フ ェ ラー お よび フ ォー ド財 団 に よ リフ ィッ ピンに1960年 設 立 され た 国 際稲 研

究所(IRRI)に よ り育 成 され た稲 の高収 品種 群 で ある。

(1)小 麦 の 高 収 品種

ロ ック フ ェ ラー 財 団 の メキ シ コでの技 術援 助 が 開始 され た 当時 、 メ キ シ コの

小 麦 は黒 誘 病 に弱 く、 低 収 量 で あ った 。 このた め 、 この メ キ シ コ在来 品 種 に黒

銃 病抵 抗 性 を導 入 す るた め、 ケニ ア で育成 され た 黒錺 病抵 抗 性 品種 と交配 が行

なわ れ た。 この 新 品種 は メ キ シ コにお け る小 麦 生 産増 大 に大 い に貢 献 した。 つ

ま り、1945年 か ら1957年 にか け メキ シ コの小 麦生 産 は4倍 に増 加 した

が、 そ の要 因 は作 付 面 積 が2倍 に増 え た事 と、面 積 当 た り収 量 が2倍 に な った

事 に よる。

しか し、 そ の後 の面 積 当 た り収 量 は停 滞 した。 これは収 量 増 の た め 肥料 を多

くす る と実 が重 くな り茎 が耐 え られ な くな り倒 れ て しま うか らで あ った。 この

問題 の解決 の た め 用 い られ た のが 、我 国 の農林10号 に由 来 す る短 桿 改 良 品 種

で あ った。

農 林10号 は我 国 で育 成 さ れ た短 桿(茎 が短 い)で 倒 れ に くい 品種 で あ った

が、第 二 次大 戦 後 ア メ リカ に持 ち帰 られ、北 西 部 の小麦 改 良 に 用 い られ た。 こ

の短 桿 改良 品種 が メ キ シ コ春 小 麦 に交配 され、 短 桿 高収 品 種 が い くつ か生 まれ、

これ ら一 連 の小 麦 品 種 を"メ キ シ コ小麦"と 呼 ん で い る。(図2.1.1参 照)
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下 線 が メ キ シ コ 小 麦
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Chrisは ミ ネ ソ タ種

TPPは ア ル ゼ ン チ ン 種

図2.1.1メ キ シ コ小 麦 の 交 配 図

メ キ シ コ小 麦 の 品 種改 良はその後 も続け られ可 能収 量(理 想 収 量)が3.5～

4tンhaか ら最 近 の 品 種 で は7.5～8t/haと な り、 背丈 も1m以 下 に な っ

て い る。(表2.1.1参 照)
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表21.1CI㎜Tで 育成 され た メ キ シ コ/」・麦 品種

公表年 系 統 名 交配年
可 能
収 量

草 丈

1950 Yaqui50 1945 3500 115

1960 Nainari60 1958 4000 110

1962 Pitic62 1956 5870 105

1962 Penjamo62 1956 5870 100

1964 Sonora64 1957 5580 85

1964 LermaRojo64 1958 6000 100

1966 1NIA66 1962 7000 100

1966 SieteCerros66 1957 7000 100

1970 Yecora70 1966 7500 75

1971 Cajcme71 1966 7000 75

1971 Tanori71 1968 7000 90

1973
.Jupat…73

1969 7500
A

95

1973 Torim73 1967 7000 75

1975 Cocoraque75 1969 7000 90

1975 Salamanca75 1967 7000 90

1975 Zaragoza75 1964 8000 90

1976 Nacozari76 1969 7500 90

1976 Pavon76 1970 7500 100

1977 Pima77 1964 7500 90

1977 Hermosillo77 1972 7500 85

1977 Jauhara77 1969 75.00 90

メキ シ コの小 麦 は この新高 収 品種 及 び栽培 技 術 の・普及 に よ り、1960年 か

ら1967年 の 間 に 収量 は1.4t/haか ら2.8t/haへ と2倍 に な り、 この 期

間 の作 付 面積 の 変 化 が なV>vcも かか わ らず生 産 は約2倍 とな った。

メキ シ コ小 麦 の 品 種 は1965年 頃 よ り、 ア ジア、 ア メ リカ、 ア フ リカ等 に

転 出さ れ、 各 国 の 生 産 量 増 大 に寄 与 して い る。

(2)稲 の高 収 品 種

ア ジア で栽 培 さ れ て い る稲 は主 に熱帯 で栽 培 さ れ て い る イ ンデ ィカ(indica)
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と主 に温 帯 で栽 培 され て い る ジ ャポ ニ カ(Japonica)に 大 別 され る。 イ ンデ

ィカ在 来 種 は草 丈 が 高 く、葉 が 長 く、 発芽 後 の生 長 も早 く、雑 草 との競 合 力 が

強 く、 粗放 な稲 作 栽 培 に 向 い てい た 。 しか し、 収量 増 を 目的 と して ち っそ 肥料

を与 え て も、 肥 料 吸 収 力 が あ ま り強 くな く、 又 、 肥料 の効果 が 実 で は な く草 葉

に現 われ つ い には 倒 れ て しま う。 つ ま り、 肥料 を与 え て も増 収 は期 待 で き ない

とい う性 質 を有 してい た。

我 国 では 明治 以 来 の 改 良 に より、 草 丈 が低 く、 葉 が直立 し、 ち っ素 肥 料 に対

し収量 が増 加 す る ジ ャポ ニ カ品種 が 交配 育成 さ れ て いた。

そ こで、 イ ンデ ィカ と ジ ャポ ニ カを交 配 し肥料 の有 効性 の高 い品 種 の 開 発 が

討 み られ たが、 そ の成 果 は少 な か った。

一 方
、 台 湾vak・ い て第 二 次大 戦 後 、 在来 イ ンデ ィカ種 の改 良 か ら台 中 在来1

号 とい う高 収 品種 が1956年 に現 われ 、 イ ンデ ィカに お い て も改 良 に よ り肥

料 の有効 性 を高 め高 収 量 が 可 能 で あ る事 が実 証 され た。

発 展 途 上国 に お け る稲 生 産 力 の向上va貢 献 す る事 を目的 に1960年va設 立

され、1962年 よ り研 究 活 動 を開 始 した、 国 際 稲研 究所 で は、 前述 の台 中1

号 を手 が か りと して イ ン デ ィカの 高 収 品種 の 開発 をめ ざ した。 この ため、 日本

稲 の高収 性 の生 理 的 解 明 を行 い、 そ の結果 を イ ン デ ィカの 交配 に応 用 し、 研 究

開始 後 の1966年 にはIR8と い う品種 が生 まれ た。 このIR8は イ ン ドネ

シ ア と台 湾 の種 を交 配 した もの で、 この他 に も様 々 な高 収 品種 が 育成 され た。

(図21.2参 照)
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IR26

図21.21RRI稲 品 種 の交 配 図

IR8は 試 験 農場 にお い て乾 期 に は約9t/haの 収量 を あげ うる肥 料 に対 す

る有 効性 の高 い品 種 で あ った。IRRIの 改 良 は続 け られ、 後 の 品種 では通 常

の かん が い農 場 で の収 量vateい て も8t/haが 可 能 とな って い.る。

(表21.2参 照)
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表2.1.21RRIの 稲 品 種 改 良

乾 期 雨 期

収 量(t/ha) 収 量(t/ha)

品 種 系 統 成熟 ち っ そ 施 量 成熟 ち っ そ 施 量

期間 0㎏ 60㎏ go㎏ 120K9 1501汐 期間 o㎏ 30㎏ 60㎏ 90K9 120㎏

N/ha N/ha N/ha N/ha N/ha N/ha N/ha N乃a N/ha N/ha

IR8 133 23 39 48 47 48 136 05 05 α6 06 06

1R20 119 a8 ▲6 47 α0 55 120 1.2 1.0 1.0 1.5 1.0

lR26 133 4.0 60 60 60 60 130 1.3 1.2 LO 07 α8

IR34 126 ag 57 6.2 58 66 128 23 24 23 24 1.6

IR36 102 35 45 53 58 61 113 28 a4 42 49 52

IR38 126 33 54 5.9 64 τ3 128 29 4.0 4.5 44 4.8

IR40 112 39 5.5 61 60 61 124 27 33 a2 ao 28

1R42 143 5.1 67 6.7 75 &0 140 48 ▲8 57 52 57

IR2307-247-2-2-3 116 42 52 67 68 72 120 34 42 44 5.1 54

lR2797-1ゴ5二3-2-2-2 126 47 73 τ6 76 &1 124 a8 4.4 40 50 50

IR2863-38-1' 129 37 56 仕0 67 τ5 128 a5 4.7 44 4.9 53

1R4、432-52-6-4 129 48 67 68 τ4 &0 130 38 52 51 55 45

1R4432-103-6-4 126 4.5 65 65 ・75 &4 一 一 一 一 一 一

1R2071-588-6-2-6-4 143 50 68 τ2 7.1 76 140 a7 45 45 52 58

IR4570-83-3-3-2 一 一 一 一 一 一 140 41 4.5 47 50 50

IR4570-117-2-1-2
一 一 一 一 一 一 140 42 44 58 52 5.2

IR4613-54-5 126 41 60 61 72 τ3 130 L6 28 21 1.9 20

IR5853-162-1-2 一 一 一 一 一 一 124 40 54 51 55 54

Peta 148 28 40 35 45 43 148 07 1.0 α8 07 α9

.



(3)新 高 収 品 種 の効 果

発 展 途 上 国 へ の新 高収 品種 の効 果 を み るた め、 農 業 生産 の変 化 を まず表2.1.

3で み てみ る。

表2.1.3発 展 途 上 国vak・ け る農 業 生 産 の変 化 とそ の 要因

作 付 面 積 収 量 生 産

1961-65 1972-74
1961 1972

1961-65 1972-74

Cerea1
(million

蜴

(million

ha)

Change

%

一65

(Ki琉a

一74

※K繊

Change
%
(器Won 〔忠 ～ion Change

%

Rice 85 92 8 1626 1866 15 138 172 25

Wheat 50 62 24 973 1198 23 49 74 49

Maize 45 54 20 1136 1264 11 51 69 35

Sorgh㎜ 33 35 6 643 759 18 21 26 24

Barley 17 16 6 937 1057 13 16 17 6

Tota1 230 259 13 一 一 一 275 358 30

資 料:FAOProductionYearbook1974

1961年 か ら1965年 の平 均 と1972年 か ら1974年 の平 均 を比 較

す る と、 米 に つ い ては作 付 面 積 が8%増 加 し、 収 量 が15%増 加 し、 そ の結 果

生 産 は25%増 加 した。 一 方、 小 麦 で は作付 面 積 が24%増 加 し、 収 量 は23

%増 加 し、 そ の結 果 生産 は49%増 とな った。 この収量 増 の 全 てが 高収 品種 に

よる もの では な い が、 そ の貢 献 は大 で あ った と考 え られ る。

東 南 ア ジア各 国vataけ る高収 品種 普 及 状 況 を示 したの が表2.1.4で ある。 こ

れ に よる と小 麦 の場 合 は 生 産 して い る各 国 共70%以 上 の高 率 で普 及 して い る

が、 米 の場 合 は各 国vaよ り状 況 が異 な り、 フ ィリッ ピン ・ス リ ラン カで は60

%を 越 え て い るが、 韓 国 ・イ ン ドネ シ ア ・パ キス タ ン ・マ レー シ ア ・イ ン ドで

は40%前 後 で あ り、 ネパ ール ・タイ ・ビル マで は20%以 下 で あ る。
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表21.4東 南 アジアにおける高収 品種 の作付面積及 び全作付面積 に対す る割合

(1976/77年)

小 麦 米 合 計

国 作 付 面 積 (Percent) 作 付 面 積 (Percent) 作付 面 積

(1) (2) (3) (4) (5)

Bangladsh 116,600 (729) 1,329,800 (1a5) 1,446,400

Burma 一 一 349,000 (7.o) 349,000

lndia 14,696,000 (71.8) 13,731,000 (35.6) 28,427,000

Indonesia 一 一 3428,900 (41.0) a428,900

K。rea(S) 一 一 533,000 (43,9) 533,000

Malaysia(W) 一 一 222,300 (37.4) 222,300

Nepal 254,200 (73.0) 220,300 (17.6) 474,500

Pakistan 4,605,500 (75.4) 677,900 (39.8) 5,283,400

Philippines 一 一 2,416,700 (68.1) 2,416,700

SriLanka 一 一 331,000 (68.0) 331,000

A

Thailand 一 一 960,000 (11.3) 960,000

Total 19,672,300 (724) 24,199,900 (30.4) 43,872,200

σ

資料:ダ ーリンプル,注:マ レーシア,ス リランカは1975/76年

しか し全体 と しての 高収 品種 作付 面 積 は表21.5で 示 す様 に増 大 の一 途 を た

ど って お り、 高 収 品 種 が農 民 に受 け 入 れ られ た状 況 が うか がえ る。
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表21.5東 南 ア ジア に 設 け る高収 品種 作 付面 積 の変 化

作物年 小 麦 米 合 計

1965/66 9,300 49,400 58,700

1966/67 648,700 1,034,000 1,682,700

1967/68 3,913,900 2,651,800 6,565,700

1968/69 7,242,600 4,665,500 11,908,100

1969/70 7,771,000 7,558,300 15,329,300

1970/71 9,782,500 9,416,500 19,199,000

1971/72 11,275,200 12,348,900 23,624,100

1972/73 13573,950 14,854,900 28,428,850

1973/74 14,619,700 18,755,400 33,375,100

1974/75 15,218,700 20,323,800 35,542,500

1975/76 17,809,800 21,857,300 39,667,100

1976/77 19,672,300 24,199,900 43,872,200

資 料:ダ ー リ ン プ ル

注1)小 麦 は バ ン グ ラ デ シ ュ,イ ン ド,ネ パ ー ル,パ キ ス タ ン

2)米 は バ ン グ ラデ シ ュ,ビ ル マ,イ ン ド,イ ン ドネ シ ア 、

韓 国 、 マ レ ー シ ア,ネ パ ー ル,パ キ ス タ ン,フ ィ リ ピ ン

ス リ ラ ン カ,タ イ

各 国 別 に 小麦 と米 の生 産増 大 の 要 因 を示 した のが 表2.1.6で ある。 これ に よ

る と、 小 麦 で は高 収 品 種(HYV)の 普及 率 は76/77年 時 点 では70%程

度 で 同様 で あ るが、 パ キ ス タ ン、 バ ン グ ラデ シ ュ、 イ ン ドでは 収 量 増 に ょる貢

献 が 大 で あ った。 一 方 米 では普 及 率 は35～70%と 様 々 で あ り、 生 産 増加 率

は 小 麦 に較 べ低 い が、 収 量 増 に よる貢 献 度 は マ レー シア を除 き非 常 に大 きい こ

とが わか る。
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表2.1.6 東南 アジア における小麦及び米 の生産増 に対す る

面積及 び収量 の貢献度

HYV普 及率 生 産増 加率 貢 献 度

国 1976/77 1960-64to1974-78 面積 収量

(1) (2) (3) (4)

"HEAT

Pakistan 75.4 106.2 31 69

Nepal 73.0 151.2 89 11

Bangladesh 729 6528 50 50

1ndia 71.8 150.0 43 57

RICE

Philippines 68.1 68.7 21.5 78.5

SriLanka 63.0 53.3 鳴 100←)

Korea(S) 43.9 56.0 13 87

1ndonesia 41.0 61.9 38 62

Pakistan 39.8 131.5 39.5 60.5

Malaysia(W) 37.4 85.0' 70 30

1ndia 35.6 31.7 40 60

資 料:ダ ー リ ン プ ル

注)ス リ ラ ン カは 収 量 が55.6%増 で あ る の に 面 積 は5.9%減 少 した 。

ス リ ラ ン カ、 マ レ ー シ ア は1975/76年 。

米 に関 し、 よ り くわ し く示 した のが 表2.1.7で 、 これvaよ れ ば、年 平 均 の生

産成 長率 が高 い国 は収 量 の貢 献 が大(マ レー シ アが 例外)で あ り、 収量 の貢 献

が大 の国程 、 そ れ に対 す る品種 、 肥料 の 貢献 が大 で あ る事 が わか る。
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表21.7東 南 ア ジア各 国 の米生 産 に 対 す る各 要 素 の貢 献度

年平均生産 貢献度 収量増に対する貢献度

国 期 間 増 加 率 面積 収量 品種,肥 料 その他

(1) (2) (3) (4) (5)

Pakistan 1965-73 7.9 17.7 823 21.5 608

Malaysia 1965-73 57 667 333 245 &8

SriLanka 1965-72 56 1α7 893 625 268

Indonesia 1965-72 48 396 6α4 229 375

PhilipPines 1965-73 a4 2a5 7a5 441 2{14

lndia 1965-70 32 25.0 75.0 469 2&1

Thailand 1965-72 21 9α5 ⑨5 143 一48

資 料:1RRIResearchHighlightfor1977

21.2農 村 社 会 へ の影 響 の一 例

緑 の革 命 の一 般 既 況 を 前節 で述 べ たが、 具 体 的 な事 例 と して、 フ ィ リ ッピ ンの

一 農村 へ の稲 の 高 収 品 種 導入 に よる農 村 社 会 へ の影 響 をみ てみ る
。 以下 は ア ジ ア

経 済 研 究 所梅 原 弘光 氏 の 行 な わ れ た実 態調 査 に 基 づ くもの で ある。

(1)フ ィ リ ッ ピン にお け る稲 の高収 品 種 導 入 の効 果

稲 の 高収 品 種 の 開 発 を行 った国 際 イ ネ研 究所 が 誘 致 され て い る事 もあ り、 そ

の普 及 は ア ジア で 一番 であ る。 前掲 の表21.4に よれ ば、 普 及 率 は6&1%で

総 作付 面積350万haの うち240万haが 導 入 され てい る。'

導 入 に よる平 均 収 量 へ の効 果 はめ ざま しい もの で、1960年 代 中頃 では

1.3t/haで あ った の が、10年 後 には1.8t/haと40%増 とな った。我 国

では 現 在6.1t/haで ある が、 明治 初 期 の2.5t/haか ら40%増 の3.6t/

haに な るの に約40年 を要 して い る。

つ ま り、 我 国 で40年 を要 した収 量 増 産 率 を10年 で成 しとげ た訳 で あ る。

この 結果 と して、 入 口増 に食料 生産 が 追 い つ か ず米 の 輸入 国 で あ ったフィリッピ
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ンが 、 ほ ぼ需 給 バ ラ ンスが とれ る状 態 とな っ てい る。

農 耕 方式 へ の影 響 も大 で あ り、肥 料 消費 は1960年 代 前半 の9万t/年 か

ら24万t/年 に増 大 して い る。 この9万t/年 とい う肥料 は 当時 全ん どが サ

トウキ ビva用 い られ てteり 従 って米 作 のみ では7～8倍 と推 定 さ れ る。

又 、 機械 化 も進 展 して お り、 耕 運機 の年 間販 売台数 が 同期 間 に251台 か ら

3,700台 と15倍 に な って お り、 小 型 脱穀 機 とか ん が い 用 ポ ン プ も普 及 して

きた。

国 全 体 の数 字 では 絶大 な貢 献 を高 収 品 種 は した事 に なる。

(2)事 例 調査 の 地域 に お け る影 響

事 例 とな った 地域 は マ ニ ラの北160㎞ で ル ソン島 の重 要農 業 地 域 で あ り、

そ の主 作物 は米 で ある。 村 落 は125戸 で農 家が98戸 、 土 地 を持 た ない農 業

労 働 者 が20戸 、 そ の他7戸 とい う構成 で あ る。 農 地 の平 均 面 積 は2町3反 と

小 規 模 で あ るが、 これ は 全国 平 均 なみ で あ る。 かん が い は行 なわ れ てお らず、

雨期 が 稲 作 の主 要作 付 期 とな る。

この地 域 で1970年 と1977年 の8年 間vak・ け る変 化 は 表2.1.&に 示 す

様 で あ った。

表21.&調 査村 落 の8年 間 の変化

高収品種の普及 。面積の10%か ら100%へ

機械への依存増 ・機械耕 と手耕の比率が2:8か ら7:3と 逆転 した。その大

部分は業者 による賃耕

栽培方法の変化 。乱密植か ら正条植へ

。無徐草だったのが農薬徐草へ

。肥料も45袋/ha使 用される様になる(50Kg/袋)
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収 量 改 善 。1.8t/haか ら22t/haへ25%増

農家手間取(総

収入一諸経費)

比の減

。35%か ら11%へ と減少 し、実額で も半減 した

政府融資への依

存増

。普及は政府の助成金により行なわれ、資金の大部分が

これに依存 している
、

農 家手 間取 つ ま り可 処 分所得 減 少 の理 由は 高収 品種 の生 産 には① 肥 料 ・賃 耕 ・

賃 脱 穀等 の生 産経 費 がか か るが 、② そ の割 に収 量 改 善 が 十 分 では ない事 に よる。

高 収 品種 の導 入 に伴 って 、① 農 薬 の大 量 使 用 に よる 自然 界 のバ ラ ンス の くず れ、

あるい は② 稲 の単 作 下 では 休 耕 期 に死 滅 して い た病 原 菌 害 虫 が二 期 作 で生 残 る

とか い った原 因 で病 虫 害 の 発生 が頻 発 した り、③ 高 収 品 種 の生 育期 間 が在 来 種

の150～180日VaWtべ100～120日 と短 く、 生 育 の重 要 な時 期 に台 風

洪 水等 自然 災害 に合 い や す い等 の欠 点 が 次 々 と表 面 化 した た め で あ った。

政府 の 普及 策 は、1973年 食料 増 産計 画 マ サ ガナ99と 称 し、 農 耕 技 術 ・

農 薬 ・融 資等 が パ ッケー ジ され た もの で あ った。 農 民 は これ に より高 収 品 種 を

導入 したが 、 前述 の様 に収 量 増 力1十分 では な い た め、 彼 らの手 間 取 分 はか え っ

て減 少 す る とい う事 態 に 直面 、 多 くの農 民 の 小作 料 支払 、 政府 融 資返 済 等 が 滞

って農 民負 債 の著 しい累 積 を招 い た。1978年1月 末 現在 に お け る調 査村 の

農 民負 債 は、 延 滞 小 作 料 分 と政府 融 資未 返 済 分だ け です で に村 全体 の 年 間総 籾

米生 産 量 に匹 敵 す る とい う彪大 な もの で あ った。(こ の村 落 の政 府 融 資返 済率

は40%で あ ったが 、 全国 平均 も36%で あ る)

高収 品種 は 自家 採 種 に よって栽 培 を繰 返 す と収量 低下 が 目立 っ とい われ るが、

た め に一 定年 数 毎 に 種 子 栽 培 業 者 よ り新 品 種 を購 入 す る必要 が あ り、 さ らに 肥

料 、農 薬 を必 要 とす る た め 資金 を要 す る。 このた あ 前述 の政府 融 資が あ るが、

農 民 の 中 に は資金 が な い た め作 付 が 出来 ず 農 耕 を放 棄 す る例'も あ る。 叉、 農薬

に よ り田 の魚 ・蛙 が 死 滅 し、 そ れ が た め に農 民食 生 活 に 於 け る タ ン パ ク 質 撲
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取 量 が減 少 し栄 養 レ・ベ ル が 低下 す る とい う現 実 も起 きて い る。'

こ こで村 の生産 物(粉 米)分 配 構 造 の変 化 を示 した の が、 表21.9で あ る。

表2L9村 の生産物分配構造の変化

農業生産要素 担 い 手 分配率の変化

経

労

土

資

:Z;働1
地 地 主

商人 ・業者本＼
金融機関

39→16%

13→15%

30→15%

15→42%

3→12%

農 民 の 分配 率 減 少 は 前述 の 手間 取 減 に よる もの で あ る。 地主 は 農 地改 革 が 進

行 中 の た め小 作 料 が 凍結 中 で あ り、 水 利 ・脱 穀 等 の小 作農 へ の サ ー ビス を止 め

た事 に よる収 入 減 の た め で あ る。 これ に対 し、 ガ ソ リン ・肥料 ・農 薬 ・機 械 等

を販 売 す る商 人 、 賃 耕 ・賃 脱 穀 等 の農 作業 請 負 業者 、農 民 へ 政府 資金 を貸 付 し

てい る金 融機 関 の割 合 が著 し く増 大 してい る。 これ らを仮 りに商 業 エ リー トと

呼 ぶ とす る と、 高 収 量 品 種普 及 の最 大 の受益 者 が この階 層 で あ る こ とが 知 れ る。

この商 業 エ リー ト層 は 系 譜 的 には地 主 と結 び つ い て い る。 例 えば、 調 査 地 域 の

農村 銀 行(地 主 資 本)の ケ ー ス をみ て み よ う。 同銀 行 の頭 取 りは最 大 の 出資者

で事 実 上 の銀行 所 有 者 で あ る が、 同 氏 は この 地 方 に か な りの農 地 を もつ地 主 で

あ る。 しか も最 近 で は銀 行 とは 別 に新 し く会社 を興 し、 肥 料 ・農 薬 を販 売 し、

トラク タ を賃 貸 して お り、 資金 を借 りる農 民 に この会 社 の利 用 を促 した りす る。

(3)調 査 結 果 の ま とめ

以上 の事 を ま とめ れ ば 、稲 の 高収 品 種 の普 及 に よる生 産 量増 大 とい う点 で は

成 功 してい る と言 え るが 、 農 民 の所 得 向上 、農 村 の所 得平 均 化 とい う点 で は逆

効果 とな って い る。
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つ ま り、 富 め る者 は ま す ま す富 み 、 貧 しき者 は ま す ます 貧 し くな り格 差 は 拡

大 して い る。

一方
、 富 め る商 業 エ リー トに お いて もそ の収 入 の大 半 は資 材供 給 企業 に支 払

われ るが、 そ の 企業 は外 国 資本 が多 い。(日 本 との合 弁 企業 が数 多 くある)農

村 の総 収 入 は 政府 融 資 の 分増 加 して い るが、 そ れ は結 局外 国 資 本 に 流 れ る結 果

を生 ん で お り、農 村 へ 蓄 積 され る割 合 は少 な い と言 え よ う。

社会 構 造 と して 資本 を 要 す る高 収 品 種 の受 入 体 制 が未 熟 で あ り、 この まま進

展 す れ ば農 民 は貧 困化'し、 土 地 所 有 が 不 可 とな り、 大地 主 が 広 大 な土 地 で 管理

農 業 を行 い、 マ ク ロ と して収 量 は増 大 す るが、 一 般 農 民 との格 差 は ます ます拡

大 して ゆ く危 険 をは らん で い る とい え る。

/

∠/

図21.3資 金 ・資 材 の流通 構 造
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事 態 の改 善 の た め に は図21.3で み られ る資金 ・資材 の流 通 構造 の うち、金

融 機 関 ・商 人 ・業 者 の 部 分 を農協 組 織 と し利益 を農 民 に 還元 す る機 構 を作 った

り、 農 地改 革 を徹 底 し農 民 の小 作料 負 担 を な く した り、 品種 改 良 をさ らに進 め

て 自然環 境 ・地 域 特 性 に 合 致 す る品種 の 開 発 を行 う事 が有 効 で あろ う。

21.3農 業技 術 移 転 の課 題

技 術 移 転 の 課題 は 「必要 とされ る適 正 な技 術 」 が 「そ の技 術の担 い手 」 に 「正

確 に伝 達 され 利 用 され る」 事 で あろ う。 農業 を対 象 とす る技 術移 転 で は農 業 とい

う特 質 に よる課 題 が 存 在 す るが、 これ は 次の もの で ある。

ま ず、 「適 正 な技 術 」 の 把 握 の 困難 な事 で あ る。 つ ま り、 農 業 は 自然 が 相手 で

あ り、 その 地 域 の 特性 を決 め る要 因 が、 気候 ・土 壌 ・病 虫害 等 多 数 あ り、 か つ複

雑 に か らみ あ っ てお り、 そ の 特 定化 が困 難 で あ る。 従 って あ る地域 で非 常 に よい

結 果 を生 ん だ技 術 が 他 の地 域 で も好 結 果 を生 む とい う保 障 が ない 。(こ の事 は第

二 次 大戦 後 に 日本 の 稲 作技 術 をそ の ま まイ ン ドへ 持 って い ったが あま り好成 績 を

収 め な か った 例 が証 明 して い る。)さ らに、 自然 は 時間 と共 に動 い て お り、極 端

にい えぱ 、 同 一 の 自然 環 境 とい うもの は2度 と あ り得 な い。 一 時 的 に適 合 した か
,

らと言 っ て、将 来 も適 合 す る保障 は な いの で あ る。 ま た、 技 術 の適 応 対 象 とな る

畑 は面 積 的 拡 が りを もち、成 果 の 確認 や環 境 の変 化 を把握 す るの に便 利 とは言 え

ない。 この様 に、技 術 の 対 象 の特 性 を把 握 す るの が困 難 で あ り、 か つ 時間 的 に変

化 す るの で、 これ を 追 い かけ なけ れ ば な らない。

次 に 「担 い手 」 で あ る農 民 に と って農 業 は生 活 そ の もの で あ り、技 術 のみ を切

離 す事 は不 可 で あ る。 又 、 農村 は一 般 に貧 し く、 宗 教 的 ・保 守 的 で閉鎖 性 が 強 く、

新 しい もの を外 部 か ら移 入 す るの は容 易 では な い。 さ らに、 新 しい良 品種 の導入

は 資本 を要 す る様 に な って お り富 豊 で な い と導 入 が 困難 で あ り、 導 入 す れ ば所得

が 向上 し貧農 との 転差 は拡 大 す る とい う農村 社会 に と って は好 ま し くな い現 象 が

み られ る。

最 後 の 「技 術 の 伝 達 」 では 社会 組 織 が未 発達 で あ るため 普 及 ・指 導機 構 が不 十

分な 例 が 多 い。 研 究 機 関 等 で開 発 され た技 術 は 、 これ に 習 熟 した技 術普 及員 に よ
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り、何 段 階 か経 て最終 的実 施 者 で ある農 民 に伝 え られ る訳 で あ るが、 問 題 とな

るの は技 術 普 及 員 の質、 お よび国 家 に よ るサ ポ ー トで ある。 技 術普 及 員 は 公務

員 の場 合 が 多 い が、 公務 員 と しては一 般 に行 政 職指 向 で技 術 軽 視 の 傾 向 が あ り、

質 の よい入 が集 ま りに くい。 又、 農 民 の 間 の新 た な経 済 ・社 会 情勢 に対 応 す る

た めの組 織化(農 協 の様 な)も 遅 れ て お り、 新 品種 導 入 とい う様 な事 態 に 結果

的 には各 農 民 が ふ りまわ さ れ て い る場合 も多 い と考 え られ る。

また、 東 南 ア ジア の場 合 は かん が い 等 の農 業基 盤未 整備 な地 域 が 多 くが 、 そ

の 整備 に は河 川 が ダ ム等 の コ ン トロー ル が ない 自然河 川 で あ り、 大 河 で各 国 に

わ た って流 れ、 そ の勾 配 が なだ らか で水 の動 きが 少 な い等 管 理 が困 難 なた め国

家 的 も し くは国 際 的 資本 投下 が 必要 で あ る。・

しか し、LDCに おい て は 入 口増 に よる食 料 問題 の解決 が大 きな課題 、とな っ

てお り、農 業 生産 の 増 大 は 必 要 で あ る。 作付 面 積 の拡 大 には 時 間 を要'す る し、

か つ 限 界 が あ る。 従 って必 然 的 に収 量 増 に期 待 せ ざ るを得 ない とい うの が 実 状

で あ る。
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2.2国 際 農業 研 究 協 力

221国 際 的 な農 業 研究 機 構

農 業 は 各 国 ・各 地 域 に よる伝 統 的 で か つ地 域 的 特性 を有 す る ため 、 そ の技 術 的

研 究 が国 際 的 展 開 を見せ たの は そ う古 い事 では なか った。 第2次 大 戦 後 、熱 帯 ・

亜 熱 帯 に おけ る衛 生 状 態 が 良 くな り、 このた め この 地域 つ ま りLDC各 国 の入 口

増 加 が 著 し くな った。 年 率5%を こえ る年 もあ り、 最 近 で も1.8%で あ る。 この

ま ま では40年 で人 口が倍 に な る とい う高 率 で あ る。 そ こで 問題 とな っ たの が食

料 危機 で あ った。

(1)食 料 増 産 の ため の研 究 助 成

現 在 ・世 界 で 食料 の 実 質 輸 出国 、 つ ま り食料 の 輸 出が 輸 入 より多 い国 は6カ

国 の み で ある。 つ ま り、 ア メ リカ、 カナ ダ 、 オ ー ス トラ リア 、 ア ル ゼ ン チ ン、

南 ア フ リカ連 邦 、 タ イ で あ る。 この他 の国 は 実 質 輸入 国 で あ るが、LDCの 場

合 は 現 在2000万t/年 の食 料 輸入 を行 ってteb、85年 には5500万t

へ と増 大 す る と予 測 され て い る。LDCで は 社会 開 発 が急 務 で あ るが 、 前述 の

入 口増 の た め食 料 輸入 が 必 要 と な り資金 を さか なけ れ ば な らず 、 そ の 分 の社 会

開発 が 遅 れ て しま うとい うジ レ ンマ の 状態 に あ る。

この問 題 の 解決 策 の1つ は農 業 の 生 産効 率 を高 め食料 自給 可 能 な状 態 にす る

事 で あ る。

この様 なLDcvafoけ る食 料 増 産 の ため の 国 際 的研 究体 制 が1960年 代 に

ア メ リ カ国 際 開 発 局 、 ロ ック フ ェ ラー財 団 、 フ ォー ド財 団 が 中心 とな り、 つ く

り始 め られ た 。

当 時 、 ロ ック フ ェラー 財 団 は既 に メキ シ コ にお ㊤ て トウモ ・コ シ開発 計 画 を

メ キ シ コ政 府 と協 同 で行 って い た が 、 これ を変 更 して後 の国 際 トウモ ロ コ シ ・

小 麦 改 良 セ ン ター を設 立 した。 この 他表221、 の各 研 究所 が 順 次設 立 され て い

る。
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表221国 際農業研究機関 と研究 分野

国 際 農 業 研 究 組 織 設立年 研 究 分 野 と 研 修

国 際 稲 研 究 所 、lnternationalRice

Researchlnstitute(1RRI)』os

・Banos,PhilipPines 1962

稲に関す る遺伝、育種、生理、栽培、病

虫害、土壌肥料、土壌微生物、米品質、

農機具、経済、 水田多毛作の研究 と遺伝

子収集、保存 と利用、IR-8な ど緑の

革命で有名。各 レベルの研修 など。

国 際 ト ウ モ ロ コ シ 、 小 麦 改 良 セ ン タ ー、

CentrolnternationaldeMejo

ramentodeMaizvyTrigo(CIM

MYT).MexicoCity,Mexico

1966

トウモ ロコシ、小麦、大麦、 ライ小麦の

育種、ア ジア トウモロコシプログラムな

ど世界に多 くの地域協力 プログラムを持

つ。 メキ シコ 生小麦の育種 に より、 ノ

ーベル平和賞 を受けた。各 レベルの研修。

国 際 熱 帯 農 業 研 究 所 、International

lnstituteofTropicalAgricul

ture(11TA).1badan,Nigeria

1967

湿潤熱帯(雨 量800～1500卿)ア

フリカの焼畑農 業に代 るべ き農法の確立

を目的 とし、稲、 トウモ ロコシ、大豆、

ヵウビニ キャツサバ、 ヤム類 の改良のほ

か、地力維持増進、侵蝕 防止病虫害対策、

作付体系、経営の研究。 カウ ビー研究の

中心 としての責任 をもつ。研修実施。

国 際 熱 帯 農 業 研 究 セ ン タ ー 、Centro

lnternationaldeAgricultule

(CITA),Cali,Colombia 1968

牛肉生 産体 系(草 生 産は テキサス大学 と

協同研究)、 キャッサバ、 インゲン豆に

ついては研究 中心 としての責任を もつ。

その他稲、 トウモ ロコシ、豚 の研究、研

修実施。

国 際 パ イ レ シ ョ研 究 セ ン タ ー 、Centro

lnternationaldelaPapa(CIP)

Lima,Peru 1971

野生種、近縁種の収集、分類、利用を含

めて栽培種の改良。病虫害抵抗性、耐寒

性品種の育成(1部 は ミネソタ大学の協

力による)。 世界7地 域に地域協力組織

をもつ。

WestAtricariceDevelopment

Association(WARDA)

西 ア フ リ カ稲 作 開 発 組 合

1971 西アフリカ15ケ 国共同の稲作に関する

品種耕作法、病虫害防除法の改良
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国 際 農 .業 研 究 組 織 設立年 研 究 分 野 と 研 修

半 乾 燥 熱 帯 作 物 研 究 所 、Internat ,ional ソ ル ガ ム 、 ヒ エ(Millets)、 ヒ ヨ'ッ コ

Crop 恥searchInstituteforthe 豆(Chick)、 樹 豆(Pigeon)、 落 花 生

Semi-AridTropics(1CRISAT). 1972 の育種、栽培、病虫害、土壌肥料 などの

Ilyderabad 1ndia 研究と半乾燥熱帯地域(赤 道周辺で雨量

800卿 以 下)に おける水の有効利用

(旭terharvcsting侵 蝕 防 止 ご 灌 慨

法などの水管理)の 研究。

"

国 際 獣 疫 研 究 室 、-InternationalLa一

,

サハラ以南のアフリカにおける家畜の主
、

boratoryforResearchonAnimal 要 病 害 、Eastcoastfeuer(ダ ニ 類

Diseases(IUAD)・NirobiI～enya 1973 に よって伝播)とTrypanosomiasis

"
' (有 名 なTsetseflyに よ り伝播)の

防除対策研究。

翻 「 呼

'

ア フ リ カ畜 産 国 際 研 究 セ ン タ ー、1nter-
.一 ・

サハ ラ以南のアフ リカ人的お よび 自然資

nati・nalUvest・ ・kC・ntref・r 源を最大限に活用 した畜産体系の確立の
,'

Af,fc三(11X)A),Addi,仙 。b。,Ethi一 1974'売 めめ綜 合研究 を行いそのたあに必要な

・
OPla

、
A

社会経済的研究(市 場流通、加工などを

く,
. ご,』 ・ ・Lべ ・ 戸

含む)や 、人 と家畜と環境に関する生物

学研究など。ぺAF'A . ■

、r吟`

国際乾燥地農業研究 センター、lnternat一 近東およびアフリカの乾燥地(雨 量が

ional C・頑 ・f・r㎏ ・i・叫t頑1 3
、00.㎜ 以 下でかつ冬 に降 る)を 対象に「

bA)

ResearChin ..theDryAre『s(ICAR
↓ '

作物改良、土壌および水管理、畜産の研

究を行レ≦、遊牧に代る近代的農業の確立
▼

♪

を目標 とする。
1

1

・

『
.

w

1」

国際作物遺伝 子機構Internati・nal
・
作物遺伝子を集め貯蔵し情報を整理 提

Boad ofPlantGeneticResauces 供する。種は各研究所で分散収集 ・蓄積

イタリアローマ(1BPGR) して お り、情報は各研究所の他アメリカ

コ ロ ラ ドの コ ン ピ ュ → タ ・セ ン タ ー に 蓄
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国 際 農 業 研 究 組 織 設立年 研 究 分 野 と 研 修

積 されている。

国際食料政策研究所 食料需給、各国農業政策、農業生産障害

1nternationalFood 要因の解明等、経済的研究

PolicyResearch

Institute

ア メ リカ ワシントン(1FPRI)

各国農業研究国際サービス機構 各国農業研究の企画実施のコンサルタン

1nternationalServicefor ト

NationalAgricultureResearch

オ ランダ(ISNAR)

資料:山 田登:国 際的農業研究の組織(農 林水産技術研究ジャーナル)及 び他

(2)CGIAR

順 次設立 さ れ る研 究所 の運 営 方 針 につ い て検 討 す るた め 、1968年 に関 連

国 際機 関 、 財 団 、先 進国 が 集 ま り、 そ の結 果 、FAO、 世 銀 、uSAID(ア

メ リカ国 際 開 発局)、UNDP等 が 中心 とな り、CGIAR(Consultative

GrouponInternationalAgricultureResearch)が 設 立 さ れ 、各 国

政府 、 財 団 よ り資金 を集 め各 研 究所 に 提供 す る体制 を確 立 した。

CGIARの 目的 は農 業 生 産 を高 め るた め の農 業技 術 の開発 ・移 転 で あ り、

前述 の 資金 援 助 の 他 、以 下 の事 を行 っ てい る。

①LDCの 各 国 の農 業 研 究 所 、 地域 的農 業 研 究所 、国 際農 業研 究 所 の研 究

内容 を レ ビ ュー し、現 研 究 体 制 では 対 応 が 困 難 な分 野 に つ いて 組 織 を作 って

ゆ く(CGIAR発 足 当時 は5研 究 所 で あ ったが 、 現在 で は表2.2.1の 通 り

13機 関 に増 加 して い る。)

② 各 研 究 活 動 の 相 互補 完 性 の た めの 情報 交換
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③ 各 研 究 所 へ の ガイ ドライ ン提示 の た めの研 究 課題 に対 ず る プ ラ イオ リテ

ィ評 価

④ 国 際 農業 ニー ズ の変 化 に対応 した 研 究課 題 の提 示

⑤ 今 後取 組 む べ き分野 の フ ィー ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィ

(3)研 究 活 動 の 規模

表2.22は 各 研 究所 の専 任 ス タ ッフの数 を示 して い るが、 ス タ ップは1研 究

テー マ を受 け もつ の で、1980年 で 約600`の テー マにつ い て研 究 が行 な わ

れ る事 に な る。 職 員 と しては 、 この他 に 補 助職 員 が7000名 程 お り、合 計

8,000名 程 が 活動 に従 事 してい る事 に な る。

表2.22各 セ ン タ ー の シ ニ ア ・ス タ ッフ の数

1978 1979 1980

Center Actua1 Revised Budget

CIAT 61 61 65

CIMMYT 69 77 88

CIP. 29 29 30

1CARDA 22 28 33

ICRISAT 44 57 66

11TA 94 95 95

ILCA 48 52 61

ILRAD 31 46 51

IRRI 57 58 59

IFPRI 24 25 25

Tota1'479 528、 573
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活 動 資金 は設 立 当初 よ り、 ア メ リカ25%、 世 銀10%、 残 り65%を25

カ国11機 関 が供 出す る事 と され て い る が、表2.2.3が 、主 な供 出国 及 び機 関

と供 出額 で あ る。CGIARは 協 定、 条 約 に基 づ か な い イ ン フ ォー マル な国 際

機 関 で ある に もかか わ らず 、 各 国 ・機 関 よ り高 い 関 心 を よせ られ て い る事 が う

か が え る。

表2.23国 際農業研究機関 に対す る拠 出額
(千 ドル)

拠 出 元 1972 1973 1974 1975 1976 1977

西 ド イ .ツ
一 1,805 3,040 3,936 4,474 5,756

フ ラ ン ス 一 一 130 411 511 535

イ ギ リ ス 690 1,110 1,920 a411 2,889 3,330

ア メ リ カ 3,770 5,390 6,805 10,756 14,870 18,350

オ ー ス ト ラ リア 一 5 1,015 1,214 1,747 1,705

カ ナ ダ 1,160 1,780 4,677 4,340 5,392 7,367

日 本 105 230 265 675 1,200 2500

その他(11カ 国) 1,840 2000 a380 6,158 11,751 13,589

フ ォ ー ド財 団 5,315 3,675 aoOO 2800 2000 1,500

ロックフェラー財 団 3,990 4,545 3,500 2885 a165 1,600

世 界 銀 行 1,260 a780 2375 a226 6,625 8,000

米州 開発銀行 『 一 20.30 4,122 5,000 5,700

その他(7機 関) 1930 1,635 a390 a744 4,348 9,315

合 計 20,060 24,955 34,525 47,578 62972 79,247

'

1

備 考:農 林 水 産技 術 会 議 資 料 に よ る 。1977年 の 日本 の 拠 出 は 、IRRI'1,800、

ICRISAT250、CIAT150、CIMMYT150、WARDA150

千 ドル で あ る。
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表2.2.4は1980年 の・各綱 の予 算 で あ る。CI㎜T、IRRI、IITA、

CIAT、ICRISATの 順 に規模 が 大 き く、 最 近 設 立 され た研 究所 は施 設 拡 充

の予 算 が大 き い。

予 算 の60%程 が研 究 活動 に、7～8%が トレ ー ニ ング ・会 議 に、5%が 情

報 に 、残 りが そ の他 管 理 に 使 用 され て い る。

表2.2.41980年 の 各 セ ン タ ー の 予 算

セ ン タ ー 名 運 営 施 設 計

CIAT 14,364 634 14,998

CIMMYT 16,768 267 17,035

CIP 7,687 361 8,048

ICARDA. 8,725 3,100 ll,825

ICRISAT 10,133 2,229 12,362

11TA 14,326 780 15,106

ILCA 7,843. 1,143 8,986

1LRAD 8,7.97 1,64.6 10,443

》

IRRI 15,503 . 374 15,877

.WARDA 2526 242 a768

1BPGR 3,124. ,0 a124 、

IEPR1 2400 0 a400

lSNAR 1,199 0 1,199

TOTAL 113,395 10,776 124,171

(4)研 究活動 の国際化

CGIAR傘 下 の各研究所の活動 の うち国際化の著 る しいのは作物遺 伝子の

収集 と、交配品種の国際試験 である。

作物の品種改良 とは遺伝子 の組合せ(伝 統 的方法 は交配)に よって入間に有
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用な品種をつ くり出す事 である。 このためには多種 ・多様 な遺伝 資源 を保有す

る事 が必要 となる。

この有 用な遺伝 資源 は原始的栽培種や野 生種 と して存在 している事 が多い。

近代農業 では良 く管理 された栽培条 件下で高収 をあげ る事 をめざ しているが、

この事は同時に作物 品種 の もつ遺 伝子 の多様性 を失 う結果 とな っている。原始

的栽培種や野生種は生産性 は低いが、作物 として有 用 な性 質、病害虫抵抗性 、

耐 かんばつ性 とかい った性 質を もってお り、 これ を有効に活用す る事 が出来 れ

ば悪環境下 の農業 も可 能 となるので ある。

植物遺伝子銀行 とは、各種植物の野性種、原始的栽培種を収集 ・保存 し将来

の作物改良に役だて ようとす るものである。 このため次の機 能を もつ事 が必要

となる。

①収集 地理的、生態的条件 を異 にす る地方か らできる限 り多数の種類 を

収 集 す る。

② 保 存 収 集 した種 子 の発芽 性 を失 わ ない よ うに、 適 切 な条 件 で保存 し、

必 要 な間 隔 で種 子 の再 生 産 をす る。

③ 遺 伝 的 特 性 の 評 価 収集 した種 子 の作 物 と して の有 用 性 、 つ ま り病 害

虫抵 抗性 、 多収 性 、短 桿 性 等 を実 際 に栽 培 し評 価 す る。

④ 記 録 の 整 理 ・分 類 収 集 ・評 価 され た種 の記 録 を整 理 ・分類 し、 カ タ

・グ と して 出版 す るか 、 コン ピ ュー タ に登録 し、 利 用者 が 目的 とす る種 を容

易 にみつ け られ る様 に す る。

⑤ 種子 の 提供 利 用者 に種 子 を提供 す る。

(吉 田 昌一:植 物遺 伝 子 銀 行:科 学46:1976)よ り

このた め の遺 伝 子 収 集 はIBPGRの 下 に各 研 究 所 で行 な われ 、表2.2.5に 示

す数 の種 が 収集 され て い る 。
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表225各 セ ン ター の遺 伝 子 収 集
■

作 物 収 集 数 収 集 セ ン タ ー

Maize 13,000 CIMMYT

PearlMillet 5,500 ICRISAT

Rice 37,000 IRR1

Rice 4,500 11TA

Sorghum 15,000 ICRISAT

Cassava 2,500 CIAT

Cassava 350 11TA
〆

Potato 12000 CIP

Cowpea 8,000 11TA

Chick-Pea 11,300 1CRISAT

LimaBean・ 1,200 IITA

Phaseoleussp 21,000 CIAT

PigeonPea 6,000 1CRISAT

Soybean 800 IITA

Groundnut 7,000 1CRISAT

Forages 哉500 ClAT

次 に交 配 品種 の国 際 試 験 で あ るが 、各 研 究所 で育種 した優 良 品種 を各 国 に送

り、 各 国 の 育種 事 業 につ な ぎ、 各 地 域 で の特 性 評 価 を通 じて、 各 地域 に適応 す

る優 良 系 統 や広 域 適 応 品種 の選抜 に役立 て よ う とす る もの で あ る。

表2.26が その規模を示 して い るが 、稲 の場 合 約5,000品 種 が、41カ 国

577ヵ 所 に送 られ テ ス ト・さ れ て い る。 、
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表2.26各 セ ン ター に よる国際 品種 実 験(1978)

作 物 交配/授粉数 試験地数 試験国数

Riea 5,000 577 41

BreadWheat
'

10,000 595 95怜
.

DurumWheat 5,000 352 56瀞

Triticale 4,000 400 77静

Maize 17,000借 券 3,470 80静

Barley 2500 258 74静

Cassava(CIAT) 500 30 20

Chick-Pea 1,200 327 28

PigeonPea 500 39 20

,Cowpea 100,000静 静 39 20

Bean 1,500 250 30
†

.

Groundnut 50,000鋳 停

"LDCを 含 む

静静授粉

これ らの試験 を行 うためには試験地 において適切 な研究者 が必要であ り、

各研究所 熾 初期 研耀 成 を行 りている。その1例 と してCI㎜

の1966年 か ら78年 にかけての各国別の養成者数 を表227に 示す。
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,

表2.2.7 CIMMYTの 研 究 者 養成 数(1966～7"8)

1息tinAmarlca

へ.1gentlna

正ヒlize

Bolvia

Brazil

Chile

Colombia

CostaRica

Dominica

DominicanRepublic

Ecuador

ElSalvador

Grenada

Guatemala

Guyana・

Haiti

Honduras

Mcxlco

Nicaragua

Pallama .

Paraguay

Peru

Uruguay.

Venezuela

NorthAfrica&Near

Algeria

Cyprus

Egypt

lran

lraq

Jordan

Lebanon

Libya

Mbrocco

SaudiArabia

.Sudan

Syria

Tunisia

Turkey

Yemen

AfricaSouthofthe

Botswana

Cameroon

トウモロコシ 小 麦

187

11

5

8

3

2

8

3

6

3

108

4

31

4

5

1

2

8

5

5

4

4

8

1

3

6

4

5

3

6

7

4

1

1

2

3

5

1

Chad

Ethiopia

Ghana

lvoryCoast

Kenya

MalagasyRepub1'ic

Malawi

Mali

.Nigeria

Rwanda

Senegal

Somalia

Tanzania

Uganda

Zaire

Zambia

AslaandPacific

Afghanistan

Bangladesh

lndia

lndonesia

.Nepal

Pakistan

Papua

PhilipPines

SouthKorea

Thailand

OtherCountries

France

Hungary

ltaly

Japan

Poland

Portugal

Romania

Spain

USA

USSR

TotぼlTrainees

Countries

6

1

2

4

2

4

2

6

3

8

1

1

7

2

0

4

2

8

1

2

1

1

6

411

53

小麦

3

一

2

5

3

3

0

2

一

1

6

9

1

2

1

1

3

6

1

2

1

475

56
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㈲ 研 究 活動 の情 報 化

CGIAR傘 下 の機 関 の 活 動 で 最近 著 る しい も う1つ の傾 向 は 情報 活 動 の強

化 で ある。

情報 活 動 はCGIARの 柱 の1つ とな って お り、 各機 関 に おい て も設立 当初

か ら文献 の収 集 等 の 活動 に は 力 を いれ て い るが、 近 年 は 前述 の 国 際 化 に伴 い 、

一 層 情報 活 動 は 強化 さ れ て い る。 例 え ば 、植 物 遺 伝 子 の収 集 ではIBPGRの

'企 画 の下 に各 研 究 所 が 種 の収 集 ・保存 ・整 理 を行 い↓ そ の整 備 され た 遺 伝 子情

報 は 農業 研 究者 に と り貴 重 な もの とな っ てい る。 この情 報 は、 ア メ リカ の コ ロ

ラ ドに あ る コ ン ピ ュー タ ・セ ン ター に も各 研 究所 よ り送 られ て お り、 各 種 の 遺

伝 子 情報 が集 中管 理 され てい る。

IFPRIは 社 会 経 済 的側 面 の研 究 を担 当す るが 、最 近CGIAR傘 下 に組

入 れ られ た もの で、 以 前は ア メ リカの私 的 研 究所 で あ った。農…業 研 究 の重 点 が、

品種 改 良 等 の技 術的 側 面 中 心 か ら、 社会 経 済 的 側 面 の 比重 が 増 して きた近 年 の

傾 向 か ら、 直接傘 下 に組 み 入 れ た もの と考 え られ る。IFPRIの 情 報 源 は ア

メ リカ政府ForeignAgricaltureBuraau、FAO、 世銀 等 で あ る。

ISNARは 設 立 さ れ た ば か りで あ るが 、 そ の 目的 は、 各 国 政府 へ の 農業 研

究 企 画 ・コ ンサル タ ン トを通 じた国 際 的 農 業研 究 の調 整 で あ る。 国 際 的農 業 開

発 はCGIARの 他FAO、UNDP及 び各 国政 府 で行 な わ れ て い る。FAO、

UNDPに つ い てはCGIARの ス ポ ンサ と してCGIARで の検 討 に参 加 し

て お り、 活 動 の調 整 が行 なわ れ て い る が、 問題 は各 国 政府 に よ る2国 間 協 定 等

の活 動 で あ る。現 在 は各 研 究所 が各 国政府 と調整 を行 った り して い るが 、 バ ラ

バ ラに行 なわ れ て お り、 複雑 で あ る。ISNARで は 、 コ ンサ ル タン トと して

活 動 す る事 に よ り、 これ ら2国 間協 定等 の 情 報 が集 ま り、 調整 が可 能.と な る事

を 目指 して い る。

222`国 際 イ ネ研 究 所 の 活 動

国 際 イ ネ 研 究 所(IRRI:InternationalRiceResearch

Institute)はLDCvcisけ る 米 生 産 力 の 向 上 に 資 す る事 を 目 的 と して
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1960年va創 設 され 、2年 後 に 開所 され た 。

稲 を研 究 の対 象 とす る国 際研 究 セ ン ター はCIAT、IITA、WARDAが あ

るがIRRIは 稲 の 研 究 に関 して 中心 と な って これ らの機 関 と連 帯 して い る。

(1)機 構 と予 算 規 模

理 事 会 が最 高 決 定 機 関 で あ り、 設 立 時 の 資金 を提 供 した フ ォー ド財 団、 ロ ッ

ク フ ェ ラー財 団 よ り1入 つ つ、'IRRI所 長(現 在 はDr.Brady)、 地 元'フ

ィリ ピン よ り3ノ ＼、FAOよ り3入 、 イ ギ リス 、 イ ン ドネ シア、 イ ン ド、 ビル

マ、 日本 よ り各1入 の合 計14入 よ り構成 され て い る。

研 究 所 の運 営 は所 長 の下VC、 副所 長、3入 のデ ィレク タ ー(研 究 、研 修 ・教

育 お よび総 務)、40名 余 の研 究員(9カ 国)、10～20名 の客 員研 究 員 に

よ り行 な われ て い る 。 この 他 補 助作 業者 等 が お り、総 勢1,200入 を越 え て い

る。 さ らに在外 ス タ ッフ と して20入 程 が、 バ ン グ ラデ シ ュ、 イ ン ド、 イ ン ド

ネ シア 、 パ キス タ ン、 フ ィリ ピン、 ス リラン カ、 タ イ等 に滞 在 し各 国 政府 と共

同 で研 究 活 動 を行 っ てい る。

IRRIに 対 す る資金 提供 は表228の 通bで あ る。

表2281RRIへ の 出 資額 の構成(1977年)

出 資 機 関 出 資 額 (千 ドル)

フ オニ ド財 団 497

ロ ック フ エ ラ財 団 310

米国 ・国際開発庁(USAID) 3,501

英国:海 外開発省(MOD) 780

カナダ ・国際開発研究 センター(IDRC) 1,012

日本政府 、 1,800

西 ドイツ政府 594

オ ース トラ リア政府 682
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カナダ国際開発庁(IDA)

イ ラ ン政府

サ ウジア ラビア政府

ベルギー政府

UNDP

IDA.

そ の 他

1,038

25

25

49

536

1,175

1,777

(資 料:IRRIResearchHighlights1977)

(2)研 究活動の経 緯

1960年 代 は、まず在来 の肥料反応 の弱い低収性品種 に較べ画期 的多収 品

種 の 育成 とそ の多収 性 の 理論 的解 明 、 そ の栽 培技 術 確 立 に力 が そそ が れ た。,開

所後4年 に して発表 した新 品種IR-8は ミラク ル ・ライ ス と呼 ば れ た多恨 品

種 で、 熱 帯 に おい て も温 帯 に劣 らない収 量 を あげ うる事 を実 証 した。 後 期 に は、

この多 収 品 種 の市 場 価 値 の 向上(質 ・味等)と 耐 病 虫 性 の付 与 に 力が 注 が れ た。

1970年 代初 期 までva、 この多収 品種 普 及効 果 の解析 、 広域普 及 の阻害 要

因 の 分析 が進 め られ 、病 虫 害 や不 良 環 境条 件 に対 す る抵 抗 性付 与 に よる適応 地

域 の拡 大 を図 る試 み が 続 け られ た。

一 方 では 、 灌 が い の制 御 不可 能 面積 が 多 い現実 か ら、 畑 作物 との組 合 せ に よ

り土 地 生 産 性 を 高 め よ うとす る作 付体 系 研 究 が1960年 代 末 か ら、 しだい に

活発 に な り、 これ が早 熟 品 種 の開 発 を刺激 した。 近年 では 収穫 ま で115日 と

い う品種 も開発 さ れ て い る。

1973～74年 頃 に は 、従 来 の 多収 品種 とは タ イ プの 異 な る品種 が 公表 さ

れ る様 に な った。 これ は 、 多収 品 種 の普 及 面積 が、 自然 的 ・社会 経 済 的 諸条 件

に よ り限 界 をみせ 始 め 、単 な る抵 抗性 付 与 では導 入 が 困 難 な地域 が余 りに広 い
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事 が認 識 され た か らで あ る。

1975年 頃 に は 、一 層 この傾 向 が強 ま り、 広域 適 応 型 をめ ざ したIRRI

品 種 の配 布 は終 結 し(1975年 のIR34以 降 、IRRIは 品 種 の 公表 を停

止 した)、 選抜 途 上 の育 成 系 統 や雑 種 集 団 を各 国 に配 布 して、 現 地 に適応 す る

もの を各国独 自に選抜 す る事 に改 め た。 この動 き と一 体 化 して企 画 され、 現 在

のIRRIの 活動 の 中 核 とな った の が、 後述 す るGEUとIRTPで あ る。

表2291RRIの 育成 品 種

品 種 命名年次 特 長 、 主 な改 良点 欠点、残された問題点

IR8 1966 耐倒伏性の画期的改良で、ごく多収性実現 品質食味、耐病虫性、少肥や水利

多収栽培技術の成立を可能に した。 不良の条件では少収

IR5 1967 IR8と 在 来型の中間型。IR8¢ 次 点カバー 品質 ・食味 と耐病虫性

1R20 1969 良質化。白葉枯病、 ツングロ等の抵抗性 耐倒伏性の低下、低温抵抗性

IR22 〃 良質化 耐病虫性

IR24 1971 食味の改良、多収性 同上

IR26 1973 初 の ト ビ イ ロ ウ ン カ耐 虫 性 、 ヨ コバ イ、 ツ ウイルス耐病性

ング ロに も強い。

1R28 1974 ごく早生、広汎な耐病虫性 耐倒伏性不十分

1R29 〃 初の嬬品種、早生、広汎な耐病虫性 同上

■

1R30 〃 ごく早生、広汎な耐病虫性 同上、.いもち病に も

1R32 1975 晩生。熟期の面で在来型に歩み寄り、天水

田、多雨地帯な どへの適応を図る。

初 のシン トメタマバエ耐虫性品種、

1R34 〃 他のIR品 種 より20～30㎝ 長桿 でやせ

地、少肥の稲 作への適応 を図る。

出典:金 田忠吉:国 際稲研究所
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(3)GEUとIRTP

GEU(GeneticEvaluationandUtilization:遺 伝 資 源 の評価 、

利 用)は 前述 の作 物 遺 伝子 の収 集 の1つ で ある。IRRIで は稲 品 種系 統 を約

5万 種 につ い て収集 ・保 存 してfoり 、耐 病 虫害性 、 耐 干性 、 不 良 土 壌適 応 性 、

深 水 抵 抗性 、品 質 、蛋 白 含量 な どの特性 を調べ てい る。1977年 現 在 で、2

万6千 種 につ い て38の 形 態 的特 質 と、3万4千 種 につ いて37のGEU諸 特

性 が コ ン ピ ュー ター に入 力 され て い る。

IRTP(InternationalRieaTestingProgram:国 際 イ ネ検 定計

画)は14種 類 の検 定試 験 を参 加 各 国 の ネ ッ トワー ク に よ り実 施 して い る。 テ

ス トす る種子 はIRRIで 増 殖 され た もの で、毎年4～5月 頃 に各 国 に送 られ
■

る。一 定 の国 際判 定 基準 に基 づ い た評価 をIRRIに 返 送 す る と、 コ ン ピ ュー

ター に より処 理 され報 告 書 と して作 成 さ れ る。4月 中旬 、IRRIで 検 討 会議

が開 か れ 、成 績 と新 年 度 計 画 が討 議 され る。 参 加国 は、 提供 さ れ る種子 の 中か

ら 自由 に 自国 の育 種 材料vaと り入 れ る事 が 出来 、 自国 の系統 をIRTPの 材料

と して他 地域 での検 定 に供 す る 事 も出来 る。

表22.101RTPの 各 種検 定 試験 の内 訳(1976年)

参 加 供 試
供試材料 の内容

試験の種類 検 定 す る 特 性 場所数 系統数
IRRI

各国育成 品種系統 品 保

1RYN-E 水稲生産力(早 生群) 64 19
'118－

IRYN-M 〃(中 生鮮) 52 31 238－

IURYN 陸稲生産力 43 24 1212一

1RON 水稲農業形質一般 91 330 195135一

1URON 陸稲 〃 〃 62 185 788720

IRBN いもち病抵抗性 49 478 15623488

IRSHBN 紋枯病 〃 22 196 498661

IRTN ツ ン グ ロ 〃 18 219 1454331

IRBPHN ト ビ イ ロ ウ ン カ 〃 20 97 65428

IRGMN シ ン トメ タ マバ エ 〃 23 106 61441

1RSBN メ イ チ ュ ウ 〃 21 68 36302

1RSATON 耐 塩性、 アル カリ抵抗性 39 71 28394

IRCTN 低温抵抗性 51 135 7215013

IRDWON 深水への適応性 18 50 4712

(資 料、IRRIAnnualRept.1976)
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(4)そ の 他 の研 究活動

病 虫害 の 管理:病 虫害 及 び防除 法 の研 究 、小 規模 農 家 の ため の雑 草 防除 シス

テ ムの 開発

肥料 農 薬 の 使 用 効率 の増 大:高 騰 す る肥料 農 薬 を効 果 的 に施 す た め、 地 中 の

根 の付 近 に 施 す方 法 と機 器 の開発

国 際 農学 経 済 学 ネ ッ トワー ク:農 家 が 新技 術 を 効 果 的 に 利 用 出 来 なか った

り、導 入 を阻 ん で い る生物 学 的 ・社会 的 要 因 の 解 明

作 付 シ ス テ ム:イ ネ を基幹 と し、他 の作 物 を も栽 培 した り して土 地 の生産 性

を高 め る た め、 小 規 模 農 家 を対 象 に も っ と集 約 な営 農 設計 を 開発 、

機 器開 発 計 画:小 規 模 農 家 向 の簡 単 で 費 用 の か か らない 機 器 を 開発

訓練:イ ネ の生 産 国 よ り科 学者 と普及 担 当者 が滞 在 し、 イ ネの生 産 技 術 ・作

付 け シス テ ムの技 術 を勉 強

参 考 資料(2.1及 び22)

1.国 際 イネ 研 究 所 の概 要(IRRI東 京 事 務 所)

2国 際稲 研 究所(飯 田俊 武 、 自然20(1):1965)

3.緑 の革 命 一そ の生 い立 ち と現 状 一(吉 田 昌一:科 学46:1976)

4.国 際稲 研 究 所(明 峯 英 夫:農 業 技 術32:1977)

5.国 際稲 研 究 所 にお け る稲 育 種(池 橋 宏:農 業技 術33:1978)

6.国 際稲 研 究 所(金 田忠 吉)

7.IRRIResearchHighlightsfor1977

&植 物 遺伝 子銀 行(吉 田 昌一:科 学46:1976)
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2.5ワ ジ ・カ ーム ダ ム ー リビァ の 建設 技 術 移 転事 例

(1}背 景

リビア の首 都、 トリポ リ市 か ら地 中海 沿 い に東 へ170km進 み 、 そ こか ら内陸

へ20kmほ ど入 った半 砂漠 の 中 に、 ワ ジ ・カ ー ムダ ム建設 現 場 が あ る。(図2-

3-1)

逢

NEOlrERRAトIEA～SEA

拙 万 物 γ

＼
限R}GA了tONzetlεS

I200h∂

似τ日せ

sξ麹 ● .

図2-3-1プ ロジ ェ ク ト位 置 図(1/300,000)

雨期 の み水 流 の発 生 す る砂 漠 の ワ ジ(両 側 が垂 直の 堤 と、平 旦 な河 床 を持 つ独

特 の河 川 に対 す る呼 称)に 、 ダ ムを築 造 して 、 洪 水調 整 と、 取 水 に よる半 砂漠 地

帯 の灌 、農 地 化 を あ わせ て 目的 とす る プ ロジ ェク トで あ る。

1969年 の 革命 で王 制 を廃 した、 カダ ア イ議 長 の 提 唱す る"砂 漠 を緑 に"の

ス ロー ガン、 い わ ゆ'る緑 の 革 命 の一 環 と して計 画 され 最 終計 画 は約3,000ha

の農 地 を創 造 す る予定 に な って い る。

コ ン トラク ター は 、 エ ジプ トの ベ ヘ ラ社(SocieteAnonymeduBehere)

で、 日本 側 は㈱ 建 設 企画 コ ンサル タ ン ト社 が 、1972年2月 以 来 、 ベヘ ラ社 の

技 術 顧 問 と して フ ィル式 ダ ムの 施工 指 導 を行 な ってい る もの で あ り、 今 回 の ヒア

リング も、 同 社 の 現地 担 当土 木 技 術 者 よ り得 た もの で あ る。

② プ ロ ジ ェ ク トの 内 容

同 社 の 担 当 は 、 こ の プ ロ ジ ェ ク トの 中 の ワ ジ カ ー ム ダ ム 、 ワ ジ テ ム ー カー ダ ム 、

ワ ジ カ ー ム シ ー ウ ェ ア ー の3ケ 所 で あ るo(表2-3-1)
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表2-3-1ダ ム の 規 模

項 目

名 称
セ ン タ ⊥ コ ア ー 型 ア ー ス フ ィル ダ ム

CaamDam DakarDam TabritDam

1

湛 水 面 積(た 涜) 13 0.37 0.35

満 水 位(ELm) 76.5 65.0 71.5

総 貯 水 量(∠) 111×106 1.62 1.59

ダ ム 高 さ(況) 50 18 20

ダ ム 長 さ(π)

■

629 358 200

ダ ム 体 積(J) 1,770,000 190,000 130,000

ワジ ・カー ム プ ロ ジ ェク トは、 リ ビア共 和 国 農 業 省農 地 改革 局 で計 画 立案 さ れ 、

革 命 を 経 て 具 体 化 し、 当 初 ユ ー ゴ ス ラ ビア のEnerg・P・ ・je・t社Vaよ り ・ フ ィ

ジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィが 開始 され 、1972年6月 に基 本計 画 が 完 成 した。

1973年 に国 際 入 札 が行 な わ れ、 エ ジプ トの国 策建 設 会社 で ある、 前 記 の ペ ヘ

ラ社 が 受 注 し、1976年12月 に完 成 をみ た工 事 で あ る。

気 候 は 地 中海性 気 候 圏 に あ るに もか か わ らず、 夏 は暑 く45℃ ま で あが る。5

月か ら8月 の乾 期 に は 、 降 雨は 全 くな く、9月 か ら翌 年 の4月 の 雨 期 の 降 雨量 は

計190rm程 度 で あ る。

計 画地 域 は 、 ワ ジ と低い 山地 が 浸食 さ れ た洗 浄 斜面 を形 成 して お り・ 植 生 は ・

ま ば らに点 在 す る灌 木 のみ で あ る。 この よ うな地 形 で は、 砂 漠地 帯特 有 の集 中的

な降雨 に よっ て、 閃光 的 な洪 水 をひ き お こ し、 短 時 間 に多 量 の水 を流 失 させ て し

ま う。 この条 件 下 で、 併 せ て、 最 終3,000haの 農 地 を生み 出す には、 以下 の

7つ の周 辺 条件 を整 備す る こ とな く して完 成 とは い え な かった。 これ らは い ずれ

も社会 資 本 の 整 備 で あ る。

① カ ー ム、 デ イ カ ー 、 タ ブ リ ッ トの3つ の ア ー ス 式 ダ ム と カー ム 河 口 堰(表

2-3-2)の 建 設
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② 国道 か ら各 ダ ムva至 る道 路 及 び、 農 業用 地 内 な ど延長40kmの 建設teよ び

舗 装 工 事

③30鰯 の 防風 林 及 び7ケ 所 の 砂防堰 堤 の建 設

④1,400haの(第1期)農 地 造 成 の た めの ポ ン プス テー シ ・ン2ケ 所 及 び

68kmの 灌混 用 パ イ プの敷 設 お よび上下 水道 の 整備

⑤32本 の井 戸 削井

⑥農民用 住宅200戸 と小中学校及 び郵便局、病 院な ど公共物 の建 築

⑦工 事用の送電線工事及 び電話線工事

こ の う ち 同 社 の 行 な っ た技 術 指 導 は ① の3つ の ダ ム建 設 と河 口 堰 建 設 で あ る。

表2-3--2WadiCaamSeaWeir

Caam河 口堰 の諸元は次のとおりであ る

堰有効長:75m

堰 躯 体幅員:8m

ゲー ト形式:フ ラップゲー ト

上流側最 高水位:EL.3.8m

コン ク リー ト量:1,800㎡

(3)ワ ジ'カ ー ムダ ムの 施 工経 過

3つ のダ ムの うちの1例 は 以 下 の 手順 で プ ロジ ェク トが実 施 さ れた。

① カー ム ・ダ ム土木工事計画書 の作成

②PERT/CPMに よる工 事工程表の作成

③土質試験室(ト リポ リ大学 内)作 りと、工事設 備の発注(表2-3-3)

④転庄機械の機種 の選 定 と発注

⑤盛土 材料 の選定

① につ い て は、取 付道 路 の処 理 と掘 削開始 許 可 を うるの に急 を要 した が、 言 語
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問 題 な どで 苦 心 し た 。 ② はIBMの プ ロ グ ラ ムPCSと コ ン ピ ュ ー タ シ ス テ ム
1

370を 使 用 して解 折 した 。③ は、 西 ドイ ツに発 注 済 み の一 部 設 備 を除 き、 すべ

て 日本 製 品 を輸 入 す る こ と と した。(表2-3-3)④ は フ ランス の タイ ヤ ・一

ラ4台 を購入 した。 ⑤ は含 水 比 の調 整 が ポ イ ン ト'であ る こ とか ら、種 々検 討 した

が 、小 松D85Aブ ル ドー ザ ー で適 正量 の水 と土 砂 を混 合 す る方式 を採 用 した。

こ う して1974年2月 末 か ら工 事着 手 し1976年5月 に盛 土 完成 をみ 、 同

年 に ダ ムの竣工 を み た。

表2-3-3主 要 機械 一 覧表

F

NAMEOF TYPE,MAKER AND NOS. OF
』MACHINE SPECIFICATION MACHINE

Bulldozer HD41Allischamer, 41t 2

〃 D85-AKOInatSW 21t 2

〃 D5CAT, 11t 1

Moterscraper 460CAllischarmer 25㎡ 6

.

Tireroller Self-propelledAlbarret 50t 1

〃 Towed
"60t

.
1

Sheepsfootroller TowedBehera 20t 1

Vibratingroller TowedDinapack 6t 1

〃 BW-75SBomag lt 1

Powershovel RussianMade 1.25仇3 2

Tractorshovel
l

D75-SKomatsu, 21㎡ 2

wheelloader g50CAT, 21沈3 1

Dumptruck Volvol6t 1

〃 Deutz16t 2

〃 Fiat10t 6

Motorgrader GD-37Komatsu' 37仇 1

Crawlerdril1 ROc-600At1・ ・一・・P・ 。・ 1

Wagondrill BVB-14〃 1

Crushingplant Parker25抗 シ/hr 1

メ
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④ プ ロ ジェク トに おけ る 日本 側 コ ンサ ル タ ン ト会 社 の 役 割 り と情報 の流 れ

当 ブ ・ ジ ェク トは 前述 の通 り、 エ ジ プ トの国 策会 社 ベ ヘ ラ社 が一 括受 注 した も

の で あ る。 日本 側 は、 土木 工 事 用 機 械 の 商談 にか らん で、 「K製 作所 」 と 「1商

事 」 とが 、 我国 の技 術 導 入 を ベ ヘ ラ社 に持 ち掛 け、 建 設 企 画社 の技 術 力 導入 へ と

進 ん だ。 ベヘ ラ社 の社 長 、 ア ブサベ 博 士 は、1973年 夏 に福 島県 の深 田 ダ ムを

訪 れ、 フィ ル タイ プ ダ ムの 日本 の技 術 力 を評価 したの が 導入 の 背景 とな った。 勿

論 、商 社 の 招請 に よ る訪 日で あ る。

建 設 コ ンサ ル タ ン トの業 務 は、 事業 発 注 者(国)+技 術 省 十請 負人(会 社)の

三 連 関係 の うちの技 術 者部 門 を担 当す る と解 釈す るの が通 例 だが 、 中近 東、 ア フ

リカでは 、 今 回 の如 く、 そ の プ ロ ジ ェク トの施 エ 水 準 が、 落 札業 者 の水 準 を抜 く

もの で あ る場 合 、 請 負 人 サ イ ドで、 技術 コ ンサ ル タ ン トを実 施す る個 人 も し くは

団体 と契 約 し、 発 注 元 や、 そ の技 術 者 との 間 の技 術 的 折 衝 に 当 らせ る のが通 常 で

あ る。 そ れ らの ス ペ ッ シ ャ リス トは、 主 と して イ ギ リス人 、 ドイ ツ人、 フラ ンス

入 で あ っ た。

このた めベ ヘ ラ社 に食 い 込 む には 、相 当の苦 心 が 要 った が 、 なお かつ 問題 な の

は 、 あ くま で も三 連 関 係 の一 請 負会 社 の ア ドバ イ ザ ー で あ って、 す な わ ち、 工 事

管理 の責任 主体 は あ くま で もベヘ ラ社 で あ る こ とを認 識 す るま で が、 最 もむつ か

しか っ た とい う。 中近 東 の しか も社会 主 義 国 で のわ が 国 の技 術 を移 転 す る うえ に

は、 か か る歴史 的 な、 制 度 的 な壁 が あ る ことを まず認 識 せ ね ば な らない。

1年 目の技 術 指 導 契 約 は 、 技 術 上 の失 敗 は全て 日本 側 コ ンサ ル タ ン ト会社 に あ

る とい う片務 的 な、 技 術 力 に疑 問 を示 め した内容 で契 約締 結 せ ざ る を得 なか った

が 、2年 度 目の契 約 更 改 で双 務 的 内 容 に変 更 しえ た。 す なわ ち 「この プロ ジェ ク

トの最 終 責任 は 、 コ ンサ ル タン ト側 には 存 しない 」 の一 条 を附 加 しえ たの で あ る。

又、 発 注 者 と請 負 人 との 間 に、 中立 的 に存 在す る技 術 者集 団 は、 と もす る と技

術 的 欠 如 に無 関 係 に、 過 度 に告 発 者的 態 度 に 出 る場 合 が あ り、 そ の場 合 に弁 護 士

的 技 術 力 が請 負 業 者 側 に立 つ 、 コ ンサ ル タ ン トに必 要 とさ れ る。 単 な る論 争 の為

の技 術 力 が欧 州 系 の技 術 的 影 響 の 濃 い 中近 東 での技 術 活動 に は不 可欠 なの で あ る。
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⑤ プ ロジ ェク トの評 価 と移 転

若 い リビア'は、 そ の豊 富 な石 油 収 益 金 を 使 っ て 、 遊 牧 の 民 ベ ド ウ ィ ン の国

か ら、 農 業立 国 へ の 道 を と りつ つ あ る。 石 油 は有 限 で あ って も、 水 は、 た とえ 少

量 で も尽 き る こ とは ない 。 リ ビア人 は、 他 の産 油 国 とは異 な り農 耕 地 に転換 し う

る土壌 の 土地 を有 す る。 ロー マ時 代 に、 首 都 の農 作 物 産 出の 植 民地 で あっ た地 に

再 び、壮大 な実 験 農 場 をつ く り上 げ よ うと してい るのが 、 現 在 の リ ビア の姿 で あ

る。 ワ ジ'カ ー ムダ ム建 築 の 技 術 に は 、最 もメ ン テナ ンス の容 易 な フィ ル タイ プ

ダ ム技 術 が 導入 さ れ、 オ リー ブ の林 と野 菜 畑 の 緑 を生 も う と して い る。 中近 東 に

おけ る地 域 開 発技 術 移 転 の問 題 点 は 、 メ ンテ ナ ンスの困 難 の 克 服 問題 に尽 きる と

さ れる。

ワジ ・カー ム プ ロ ジ ェ ク トも、 ダ ムが完 成 したば か りで あ って 、 山積 さ れた 問

題 は、 む しろ今後 発 生 す る とい え る。 プ ロ ジ ェク トの評 価 も、 又そ の 時 点 ま で、

明確 に は下 せ ない と も言 え よ う。

しか しこの プ ロジ ェク トの実 現 に際 して 、 日本 の土 木 技 術 の移 転 に伴 な う様 々

な教 訓 が浮 び あが るo

① 民 間 レベ ルの 土 木 技術 の移 転 には 、 情報 が、 二 番 煎 じに なる な ど競 争 力 に

乏 しい こ ど。

②土 木 機 械 な どの ハ ー ドな技 術 力 に も秀 れ た もの が あ る我 国 も、 伝 統 の なさ

か ら、 欧 米諸 国 と比 べ 全 く出遅 れ て お り、 技 術移 転 に ハ ンデ の あ る こ と。

③ 土 木 技 術 に は 、土 壌 学 を基 礎 とす る ソフ トな技 術 分 折 力 が 不 可 欠 で あ り、

当 プ ロジ ェク トの場 合 も、 流 失 し易 い土 壌 を盛 土 と して 利 用 す るた め トリポ リ

大 学 に我 国土 壌学 の 研 究 成 果 を移 転 させ る必要 が あ った こ と。

④ メ ンテ ナ ンス の容 易 さか ら、 フ ィル タイ プ ダ ムを選 定 す る際 の 比較 事例 に

よる論 証 にわが 国 の ダ ム施 工 例 と メ ンテナ ンスの 実 例 を 引 用 した こと。

な どの点 が 指摘 さ れ よ う。
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2.4ガ ラス ピン工 場 一 製 造 技 術 移 転事 例

本 事 例 は ガ ラス ビン製 造 メー カー で あ る東 洋 ガ ラス株 式 会社 の海 外 事 業 活 動 を

通 じて得 られ た技 術移 転 に伴 う諸 問 題 を と りま とめた もの で あ る。

2.4.1東 洋 ガ ラス に於 け る海 外 事 業 活動 の概 要

同社 が 初 め て海外 事業 を行 ったの は 、 我 が国 の フ ィ リ ピンに対 す る戦 時 賠償 金

に よ る 日産40ト ンの製 場 プ ラ ン トを、 下 請 では あ るが、 受 注 した こ とに よる。

昭和40年 代 よ り同社 は本 格 的 に海 外 事 業 に取 り組 み、 プラ ン ト輸 出 と技 術 援 助

を中心 と して、 フ ィ リピン、台 湾 、 韓 国 、 ソ連 、 イ ン ドネ シア、 ナ イ ジ ェ リア の

諸 国 に対 して行 われ て来 た。 そ の 中 で韓 国 とナイ ジ ェ リア の よ うに、 同 社 と技 術

援 助契 約 を結 ん で ライセ ン シー とな る だ け では な く、 同社 よ り資 本 参 加 を受 け て

合 弁 事 業 で行 な われ て い る場 合 もあ る。 た だ同社 では 基本 的 に合 弁 事 業 は 避 け て

い る。 なぜ な らば、 い ず れ発 展途 上 国 で は ナ シ ・ナ リ』ズ ムが台 頭 し、 現 地 資 本 に

なる こ とが予 想 され 、そ の リスク を避 け る ため で あ る。 た だ し、 相 手 側 よ り資本

参 加 の要請 が あれ ば応 じる こ とに して い るが 、そ の場 合 で も10%以 下 の ケ ース

が 多 い。

ま た、 ガ ラス溶 解窯 の数 だ け で見 る と、 国 内 に11基 あ るの に対 し、 海 外 には

13基 あb、 同社 に於 け る海 外 事業 の重 要 性 が窺 え る。 同社 が 技 術 援 助 等 を行 っ

た相 手 の 中 に は、 例 え ば台 湾 の よ うに現 在 で は硝 子 製 品 を東 南 ア ジア諸 国 に輸 出

す る もの や、 韓 国 の韓 国 びん 硝 子株 式 会 社 の よ うに、 同国 で 独 占 に近 い よ うな企

業 さ え 出現 してい る。

同社 の以 上 の海 外 活 動 で画 期 的 で あ った の は、 ナ イ ジ ェ リア に建 設 した製 場 工

場 で あ る。 そ の画 期的 な意 味 はそ れ ま で の韓国 、台 湾 と異 な り、 全 く日本 語 が通

じない こ とで あ る こ と、 また 、 地 理 的 に も非 常 に 遠隔 地 に あ った とい うこ とで あ

る。 そ の他 に 日常生 活 、 あ るい は文 化 の違 い も指 摘 で き よ う。

以 下 ガ ラス工業 につ い て の我 国 よ り発 展途 上 国へ 対 す る技 術移 転 の問 題 を、 東

洋 ガ ラス か らの ナ イ ジェ リア へ の技 術移 転 を参考 に考 察 す る。
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24.2技 術 移 転 に当 って の ガ ラス ビン産 業 の 特 色

(1)受 け 入 れ国 か ら見 た ガ ラス ビン産 業

発展 途上 国 で は 国が 豊 か に なっ て くる と、 外 資系 の ビー ル、清 涼 飲 料 水 会 社

の進 出 が起 きて くるが 、 そ の容 器 で あ る ガ ラス ビ ンを 当初 は輸 入 に頼 ってい る

のが現 状 で ある。 しか し、 そ の うち需 要 が増 え輸 入 だ けで は 間 に合 わ な くな り、

自国 で生 産 す る必 要 性 が 出て きた。 そ の意 味 で ガ ラス ビンは 開発 途上 国 で は生

活必 需品 と して 市場 性 の高 い もの と して位 置 付 け られ る よ うに な って きた。

また、 そ の 主原 料 で あ る珪 砂、 石 灰 等 は 自国 で供 給 出来 るのが通 例 で あるか

ら、 生 産 観 点 か ら して現 地 生 産 に向 く工 業 と言 え る。 さ らに、 日常 の 飲 食 に関

連す る ので 、収 益性 が特 別高 くな くと も経 営 的 に安 定す る産 業 で あ る とい え る。

② ガ ラス産 業 の他 産 業 に対 す る特 色

出来 上 った製 品 が ガ ラス ビ ンとか、 ガ ラス 食器 の よ うに完 全 に最 終 製 品 とな

る。 しか も この最 終 製 品 は、 一 つ の工 場 に おい て原料 を投 入 して か ら数 時 間 で

出来 上 が る。 従 っ て、 出来 た製 品は一 切 修 正 が 出来 ない点 に まず第 一 の 特 色が

あ るo

第2は 、 工 場 は 年 中無 休 で、 しか も毎 日24時 間 フル操 業 を しなけ れ ば な ら

ない点 で あ る。

第3は 高 度 に機 械 化 され て い る反 面 、人 的要 素 も軽 視 で きない点 で あ る。 す

べ て 押 ボ タ ンを押 せ ばい い か とい うと、 そ うで は ない。 優 秀 な機械 さ え あれ ば、

未 熟練 工 だ け で動 くか とい う とそ うで もない。 やは り熟 練 者 は絶 対 に必 要 とさ

れ るの で あ る。 例 え ば、 ビ ンを造 るの に金 型 に 油 を塗 るが 、 そ の塗 り方 は芸 術

とさえ言 わ れ る く らい デ リケー トな もの で あ る。 同社 で は年 間 約500億 の売

り上 げ に対 し、 従 業 員 は 約2,200人 もお り、 石 油、 鉄鋼 産 業 と比較 して人 的

要 素が 重 要 で あ る こ とが わか る。 ガ ラス産 業 は 「人 間半 分、 機 械半 分 」 と言 わ

れ るゆ えん で あ る。 、

24.3移 転すべ き技術 とは何か。

移転すべ き技術 について同社の最高責任 者は経験的 に以 下の ような見方 を して
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い る 。 技 術 を 分 類 す る と、 ソ フ トウ エ ア ー 、 ハ ー ドウ エ ア ー 、 ス キル 、 リー ダ ー

シ ッ プの4項 目 に 分 け られ る 。 これ ら を バ ラバ ラ に 検 討 した だ け で は技 術 移 転 は

成 功 し な い 。 そ こ で 図2-4-1「Transferす べ き技 術 」 の よ う に、 これ

ら を4極 に と り、 ピ ラ ミ ッ ド型 に構 成 し、 そ れ ぞ れ の 関 連 を考 え る こ とが 必 要 で

あ る。

Software

Systemati

zation

Leader-'

ship

Standard

ijation

.∵'二'・'二,

Skill

図2-4-1Transferす ぺ'き 技 術

ま ず 、 ソ フ ト ウ エ ア ー と ス キ ル を 結 び つ け る の は 知 識 で あ る 。 ハ ー ドウ エ ア ー

とス キ ル を つ な ぐ もの は 訓 練 で あ る 。 ソ フ ト ウ エ ア ー とハ ー ドウ エ ア ー を 結 ぶ の

は デ ザ イ ン で あ る 。 ソ フ ト ウ エ ア ー と リー ダ ー シ ッ プ を 結 ぶ の は体 系 化 と言 え る 。

ハ ー ド ウ エ ア ー と リー ダ ー シ ッ プ を結 び つ け るの は 、 ハ ー ドウ エ ア ー に 対 す る メ

ン テ ナ ン ス で あ る 。 ハ ー ドウ エ ア ー を 常 に 良 い 状 態 に 保 つ に は リ ー ダ ー シ ッ プ が

関 係 して く る。 リー ダ ー シ ッ プ とス キ ル を結 ぶ の は 標 準 化 で あ る。 ス キ ル に 対 し
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ては標 準 化 が さ れ な けれ ば な らない。 従 っ て、 実 際 につ なげ てい くと、 デ ザイ ン

が あ って、 そ の デ ザ イ ンに よって で き たハ ー ドウ エア ー の メ ンテ ナ ンスが あ り、

そ れ を使 うた め の トレー ニ ングが あ り、標 準 化 も必 要 とされ る。 そ してそ れ に 全

般 的、 学 術的 な もの を含 め た知 識 が必 要 で あ る。

仮 に この よ うな体 系 を鏡 に映 す ご と く相 手 国 に移 転 で きれ ば、 日本 でや ってい

る ことが そ の ま ま実 現 で きる。 しか し、 、従 前 は、 プ ラン ト輸 出 とか 技術 移転 と

か い って も、 本 当 の意 味 で の テ クノ ロ ジー を 移転 してい なか った。 プ ラ ン トだ け

造 り、 オ ペ レー シ ョ ンの技 術 を教 えた だ け であ る。 つ ま り、 ハー ドを持 って い き、

オペ レー ター の トレー ニ ン グを した だ け に過 ぎない。 従 って、 先 に検 討 したそ の

他 の要 素 の移 転 が欠 け たた め、 一 旦 動 き出す と種 々の問 題 が生 じて くる ことに な

る。

24・4ガ ラス 工 場 を発 展 途 上 国へ 移 転 す る際 の 問題

東洋 ガ ラス が ナ イ ジ ェ リア に対 して技 術移 転 を した と きに発 生 し、 あ るい は 直

面 した諸 問題 を具 体 的 に示 そ う。 以 下 はい ず れ も ヒア リン グの内 容 で あ る。

(1)技 術移 転 の 型

技 術 移 転 の型 を二 つ に分 類 す る と① 品 種 改 良 型 と② 環 境改 良型 に な る。

① の 型 は、 例 え ば欧米 より 日本 が技 術 を導 入 す る場 合 であ る。 日本 では 欧 米

よ り技 術 を 受 け入 れ る場 合 には 、 欧 米 の技 術 をそ の ま ま入 れ るの では な く、 そ

れ を改 善 して 日本 に適 応 さ せ た技 術 に して受 け 入 れ て来 た。 日本 の品 質 水 準 は 、

ア メ リカのそ れ よ り も、 か え って高 い か らで あ る。 ア メ リカで成 功 した技 術 を

100%そ の ま ま持 って来 て も、 日本 では 使 え ない か らで あ る。 た だ、 この よ

うな品種 改 良型 の技 術 移 転 を可 能 とす る には 、 受入 れ側 の技 術 水 準 が 高 くなけ

れば な らない。 ・ 、

これ に対 し、 ② の環 境改 良 型 は、 技 術 を受 け入 れ る側 の国 の環 境 を変 え る こ

とを要 求 す る。 先 進 国か ら発 展途 上 国へ の技 術 移 転 は、 通 常 この型 が取 られ る。

受 け入 れ 国 の技 術 水 準 が 低 い と、① の型 を取 る こ とが 困難 だか らで あ る。
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東 洋 ガ ラスの ナ イ ジ ェ リア に対 す る技 術移 転 の型 も、 ② の 型 で あ る。 ナ イ ジ

ェ リアに於 て要 求 され る ビンの技 術水準 は、 日本 の それ よ りは 低 くて も間 に合

ったの で あ るが、 同 社 と して は、 ナイ ジェ リア が将 来 他 の ア フ リカ諸 国 ヘ ガ ラ

ス ビン等 を輸 出す る とき の競 争 力 を考 え、 基本 的 に 日本 の水 準 を そ の ま ま移 転

す る ことに した。 た だ、 結 果 的 には 種 々の要因 か ら、 日本 での技 術水 準 よ りは

多少落 ち てい る こ とは否 め ない 。

(2)コ モ ンセ ン スの伝 達

伝 え るべ き技 術 には 、法 的 に保 護 さ れ てい る パテ ン トや ノ ウハ ウの他 に、 ア

イ デ ア とか ヒ ン トの よ うに い わ ば改 善技 術 とい うもの もあ る。 さ らに イ ンダ ス

トリアル'コ モ ンセ ンス、 す なわ ち工 業 的 常識 が あ る。 これ らの うち で、 この

コモ ンセ ン ス を どの様 に伝 え るか は重 要 で あ る。 発 展途 上 国 と我 が国 では文 化 、

宗 教、 学 歴 、生 活 水 準 な ど全 く異 な り、工 業 的 常識 が 全 く欠 け てい る場 合 が多

いか らで あ る。 例え ば、 整 理 整 頓 と言 うこ とは 、 日本 の 会 社'工 場 で は 当た り

前 の こ とで あ るが、 ナ イ ジ ェ リア では 日本 での整 理 整 頓 の 観 念 は ない。 工 場 内

で部 品 を整 然 と積 む 、机 の上 を整 理 す る とい う ような習 慣 は 彼 らの生 活 に は な

い。従 って初 めの 頃 は 、部 品倉 庫 は乱 雑 に し放 題 で あ った。 そ れを 手 を取 って

これ は こ う積 め とい うよ うな指導 したの で ある。 整 理 整 頓 は 日本 語 で通 じる程

で ある。

なお 、 同社 で は この コ モ ンセ ンス の向 上 につ いて、 国 内の 工 場 に おい て も

10年 位 前 よ り簡 単 な情 報 紙(1ペ ー ジ1項 目で地 下 鉄 の チ ラ シ程 度 の もの)

を全社 員 に配布 して きた。 執 筆 者は社 内 の あ ら ゆる部 署 の社 員で 、 い わ ば 常 識

的 な事柄 を 取 り上 げ て い る。 この 目的 は、 常 識 的 な事柄 を掲 載 す る こ とに よ り、

全社 員 の常 識 の レベ ル を拘 上 す る こ とに あ り、技 術 移 転 に お い て も この情報 紙

が応 用 で き、 受 け入 れ 国 の工 業 的 常 識 の 向上 に 役立 って い る。 そ の英 語 版 も海

外 で使 用 す る計 画 と聞 い て い る。

(3)メ ン テ ナ ン ス の 問 題
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ガ ラス ビン製 造 技 術 の特 色 は 長 い ライ ン上 で ガ ラス を溶 か し、機 械 で ビンを

吹 き、検 査 を し、 箱 詰 め しなけ れ ば な らない た め、 途 中一箇 所 で も トラ ブルが

起 これば 、 全体 が ス トツ ブ して しま う。 従 って、 す べ て が 同 じレベル で 稼動 し

なけ れ ば な らず、 メ ンテ ナ ンスの 問題 は 非 常 に大 きい 。 我 が 国 では 一 般 的知 識

は どの社 員 も持 って い る の で問 題 に は な らない が、 発 展 途 上 国 で は、 技術 の平

均 レベル が 低い うえ に 、持 ってい る技 術 の バ ラ ツキが 大 きい た め、 国 内では 隠

れ てい る ウ ィー ク ポイ ン トが表 面 化 す る こ とに な る。

例 え ば 、 ナ イ ジ ェ リア で の ガ ラス工 場 の 地下 には潤 滑 油 の タ ン クが あ り、 自

動制 御装 置 が装 備 さ れ て い たが 、 あ いに く壊 わ れ てい て 手 動 で行 なわれ て いた

こ とが あ る。 そ の 日は大 雨 で地 下 に水 が溢 れ、 溢れ た水 の上 に油 が浮 き、機 械

の下 ま で流 れ て きた た め に、 そ こに赤 く焼 け た ガ ラス が落 ちて 、地 下 か ら燃 え

上 が る とい う事故 が発 生 して しま った こ とが あ ったそ うで あ る。 この よ うな事

故 は 日本 で は考 え られ な い こ とで あ る。

(4)訓 練 につ い て

まず ソ フ トウ エアー に つ い て は、 そ れ を担 当 す る者 は現地 の マ ネー ジ ャー ク

ラス とス タ ッ フ ク ラス で あ り、 訓 練 の方 法 は マ ニア ル、 ス ライ ド等 に よ って い

る。 た だ訓 練 は問 題 が起 こ った時 に、 例 えば 窯 が 古 くな った と きに 、 関係 者 を

集 め て行 な って い る。

ハ ー ドウ エア ー につ い て の担 当者 は ス タ ッフ とオ ペ レー ター で、訓 練 は視 覚

的 に ス ライ ドを使 うこ と もある が機 械 の モ デ ル を使 う ことが多 い。 対 象 者は 約

2週 間 日本 で研 修 を受 け 、 自国へ 帰 りオ ペv－ シ ョンが 開 始 され る と、 週 に1

回程 度 の 割 合 で こ ち らか ら講 師 を派 遣 して い る。

スキ ル に つい ては 、 そ の対 象者 は オ ペ レー ター ク ラス を中心 とす るが 、 ス タ

ッ フも多少 は加 わ る。 訓 練 方法 と しては 、 日本 て約3ケ 月 実働 し、3交 替制 に

組 み込 ん で夜 勤 も 日本 人 と同 じよ うに や らせ て い る。 リーダ ー シ ップの担 い手

は幹 部 ク ラス に な るが 、 訓 練 は非 常 に難 しい問 題 とされ て い る。 相 手 国 の工場

長や マ ネー ジ ャー ク ラス と会 食 した り、 デ ィス カ ツ シ ・ンを した り、 旅行 を し
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た り して、適 性 を見 なが ら行 って い る が 、必 ず しも完 成 して い な い。 従 って実

際 には現 地 の工 場 長 は 日本 人 が や って い る場 合 が 多 い。 リー ダ ー シ ップ の トラ

ンス フ ァー は この よ うに ま だ確立 され て お らず、 しか も、 特 に文 化 、 宗 教 な ど

の違 い が、 困難 さ を増 してい る とい え る。

なお 、訓 練 に 際 し、 日本 式 、 植 民 地 式 の ど ち らが 良い か も考 えね ば な らな い。

日本式 とは、 マ ン ツー マ ン方 式 で 、 現 地 人 の 中に入 り、親 密 に接 しな が ら訓 練

を実 施 し、植 民地 方式 は 、 教 え る者 と教 わ る 者 との違 い、 す な わ ち上 下 関係 を

徹 底 して訓 練 す る方法 で あ る。 一概 に は言 え ない が、 現場 の オ ペ レ ー ター等 に

は 日本式 が成 功 し、課 長 以 上 に な る と、 英国 の教 育 を受け てい る場 合 が 多 い の

で 植 民 地 方式 が 成 功 して い る よ うで あ る。

(5)ト ラ ブル'シ ュー テ ィン グ

トラブル ・シュ ーテ ィン グは た とえ ば 戦争 で あ る。 不測 の 事故 が 起 きた場 合 、

そ れ に対す る応 急処 置 を取 らねば な らない か らで ある。 戦 争 を マ ネ ー ジ サ イ ド

か ら見 る と、 図2-4-2の よ うに ピ ラ ミ ッ ド型 に配 置 で き る。 そ の4極 は指

揮 官 ・参謀 前 線 、 武器 と考 え る こ とが で き る。

先 の 図 に対 応 させ る と武 器 はハ ー ドウ エア ー に、 参 謀 は ソ フ トウ エア ー に、

前 線 は ス キル に、 指 揮 は リー ダ ー シ ッ プ に相 当す る こ とに な る。 指 揮 と参 謀 を

つ な ぐの は戦 略 で あ り、 参 謀 と前 線 をつ な ぐのは 作戦 計画 で あ る。 指 揮 官 と前

線 をつ な ぐの は 命 に服 す る とい う関係 で あ り、 ハ ー ド、す な わ ち武器 と前 線 を

つ な ぐのは 平 素 の武 器 に対 す る訓 練 で あ り、 指 揮 官は 武器 を常 に調達 して おか

なけ れ ば な らない。 参 謀 は ど うい う武 器 を どの よ うに配 置 す るか を考 え ねば な

らない。 上 記 の4者 が有 機 的 に働 い て こそ ・ そ の トラブル に対 処 で き る と考 え

られ る。 トラブ ル ・シュ ー テ ィン グに対 して の 戦略 は平 素か らあ り、 トラブ ル

が 生 じた と きには、 指 揮 命 令 す る と と もに、 必 要 なハー ドを揃 え て お く必 要 が

あ る。 トラブ ル ●シ ュテ ィ ングへ の対 応 は、 シ ・一 トター ム だけ で な しに、 ロ

ン グ ター ム での計 画 も必 要 とさ れ る。 長 期 の トラブル シ ュー テ ィン グ に対 す る

計 画 が あっ て こそ 、生 じた トラブル に対 す る 目先 の対 策 も可 能 とな る。
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図2-4-2戦 争 とい うManagement

また 、 ナ イ ジ ェ リアの工場 で は、 コ ン プ レ ッサ ー の シ ャ フ トが折 れ た り、 電

力の 周 波数 が変 更 した りす る ことが あ り、 そ の よ うな事態 が 起 れ ば工場 内 の す

べ てが 狂 っ て しま うこ とに な る。

発 展 途 上 国 に対 す る技 術 援 助 を行 う場 合 には 、 この よ うな トラブル'シ ュー

テ ィン グ の マ ネ ー ジメ ン トは特 に重 要 で あ'るの で、平 素 よ り長 期 で、 仮 想 で あ

ろ うと も計 画 を しボ訓 練 を し、 ハ ー ドの準 備 を してお か なけれ ば な らな い。

トラブ ル'シ ュー テ ィングは 、 トラ ブル を起 こさ ない た め事 前 察 知 す る チ ェ

ック シス テ ム、 トラブル が起 きた とき に シグ ナル を出す シ グナ ル シ ステ ム、 ト

ラブル を防 ぐた め の デ ィフ ェ ンス シ ス テ ム、 さ らに施 し よ うが ない と きの エ ス

ケイ プ シ ステ ム とが あ る。 ナ イ ジ ェ リア で は この よ うな シス テ ムが行 き届 いて

い ない の で 、す ぐに エ ス ケ イ ブ して しま う。 デ ィ フ ェ ンス、 エス ケ イ プの シス

テ ムは あ る程 度 出来 つ つ ある が、 チ ェ ックや シ グナ ル の シス テ ムは まだ まだ未
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確 立 で ある。 も っ と もナ イ ジ ェ リア で も、 ど こか の機 械が 止 った と きに は、 サ

イ レン等 で知 らせ る シグ ナル シス テ ムが 出来 つ つ方 向 には あ る。 トラ ブル ・シ

ュー テ ィング は、 いず れ に して も今 後 の重 要 な課 題 で ある。

(6)技 術 援 助契 約 の 期 間

同 社 で は、 技 術 援助の 契 約期 間 を最 低 で も10年 間 と して、 技 術移 転 の実 効

性 を高 め て い る。 時 には5年 間 の もの もあるが 、そ れ よb短 期 の場 合 に は契 約

しない の を通 常 と して い る。 発展 途上 国 に は、 機 械 を購 入 し、 人 材 が 集 ま れ ば、,

直 ちに 採算 に 乗 る と考 え る 場合 もあ る。 特 に製 造 業 の 受け 入 れ経 験 の な い場 合

には、 理 解 が お そ いた め 、十 分 に時 間 をか け実 情 を映 画、 ス ライ ドを使 って ガ

ラス工 業 に対 す る理 解 を 深 め る こと に して い る。 そ の上 で長 期 の契 約 を締 結 す

る よ うに して い る。 なお 、契 約期 間 が10年 間 の場 合 は ロイ ヤ リテ ィは最 初2、

3%で 次第 に低 減 して い るが、5年 間 の場 合 に は ロイヤ リテ ィも高 い のが 現 状

で あ る。 但 し、5年 後 に契 約 を延 長 す る と きは 、 ロ イヤ リテ ィにつ い て も考慮

して い るo

2.4.5技 術 移 転 の た め の 情報収 集

技術 移 転 を成 功 させ るた め には 相手 国 の気 候 、 風 俗'習 慣 、 政治 情勢 、 金 融 事

情 、国 際 収 支 、 原 料供 給 、燃 料 ・電 力 ・水 事 情 、労 働 ・慣 行 、賃 金 水 準 、 労 働生

産性 、 外 資 導入 法 、 為替 管 理 法 、 出 資 比率 制 限 等 収集 す べ き情報 は非 常 に多 い。

それ ら必 要 な情報 は、 外 務 省 の 情報 を使 用 した り、商 社 や銀 行 の調 査 部 で意 見

を聴取 した り、JETROの 資料 を参 考 に して い る。 さ らに 相手 国 の政 府 ・民 間

の様 々 な レベ ル の人 達 と も会 って い る。 この よ うな情 報 は 分散 し、 制 約 も あ るの

で、 結 局 は担 当者 が 情報 を集 め ね ば な らない とい うこ とが 多 い。

ま た実 際 に現 地 を訪 ず れ、 製 場事 業 と関係 の あ る ビール会 社 ・清 涼 飲料 会 社 、

製 薬会 社 を個 別 的 に訪 問 し、 どの程 度 ビン を購入 して い るか、 ク レー ムは ないか

な どを調 査 してい る。 相 手側 に技 術 の 受 け入 れ能 力 が どの程 度 あ るか を、現 地 の

鉄工 所 を見 学 した り、 街 を歩 い て工 具 屋 が あ るか ない か とい うこ とか ら、 どの よ
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うな機 械 を輸 入 して い るか とい うこ とま で も調査 して情報 を集 あ て い る。 結 局肌

で感 じた情報 が最 終 的 には重 視 せ ね ば な らない の が現 状 とな っ て い る・
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2.5マ ラヤ ワタ製鉄所 一 技術移転 と情報開発の事例

2.5.1物 の流通か ら技術の交流へ

現在 の世界経済 の発展は極 めて高度 なもの とな り、貿易、投 資、金融 な どあ ら

ゆる面 で各国は相互 依存関係 を形成する結果 となって いる。戦 後の国際貿易の 自

由化が分業に よる生産の効率化 と交換に よる消 費の効率化を促進 して きた訳で あ

るが、興味の ある点は、商品貿易の国際化 に伴い、それに関連 した情報 が極めて

広 く、また深 く交 流する ように な った事 である。情報 が交流 してい く経緯 を調べ

てみ ると、初期には商品の交流に必要な属物的情報 がまず交流 する こととなる。

商品の数量 だ とか値段、 メー カー名 などがそれで ある。次には マーケ ッ トの情報

が交流する ように なって、商品 が消 費され る市場の情報、消費者 の好み、現地 で

の経済情報などが交換 され る こととなる。 ここまで くる と貿 易相手 国の経済状況

が常時、身近に感 じられ る ような情報の交 流が行われ ることとな って、経済政策、

貿易政策等の面で、各国政府間 で も意見の交換や協議が行われ るのが普通 である。

さ らに国際経済が進んだ段階 に至って、それぞれの市場の規模 が拡大 した り、市

場の 自律性を求め る政策が強 まる と、国際交流は従来 の貿易 とい う物 の交換か ら

金融面での交流や直接投資 とか、技術援助 と結んだ生産 力の移転 が盛ん になって

くる。 これ を反映 して、情報の交流 も単 なる市場の経済性に関 した ものか ら、そ

の国の生産要素に関係 する情報 が中心 となって くる。例 えば、そ の国の労働慣 習

や労働意欲の情報は 直接投 資を行 な う場合の前提 となる し、教 育や社会福 祉に 関

して も無関心ではい られな くなる。更に技 術の移転に伴 ない、現地 の工場 の運営

に参加する こととなれば、そ こで働 く人 々の生活様式や人生観まで十分 に知 る必

要が生 じて くる。 この段階で初 めて情報の交流は社会的、文化的 な側面 まで含ん

だ もの とな り、相手国の人情 にまで触れる ことがで きる ように なるのである。

この ような情報の深化の過程は、相手の国々 とどの ようなおつ き合 いをす るか

に よって も異 なる し、また文化的地理的 な関係に よって も異 って くる。欧米の よ

うに植民地主義の伝統の長 い国 では統治のための行政を中心 に した情報の交流 が

まず重視され るが、戦 後の わが国 の ように貿易を中心 に経済 発展を行 って来た 国

では市場 を中心 に した情報交換か らスター トす ることとなる。
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情報の交 流は必要 が ない と行われ ない とい う観点か らすれば、'わが国の経済の

国際化は情報の交 流に多大 な影響 を与えて きたはずで ある。 ここではその うちで

も今後ますます重大 な役割 を もつ わが国の発展途上国へ の技 術移転 を例に とって

情報が どの ように開発 され、交流 され ることとなって来 たかを具体例に沿 って説

明 してみたい。

2.5.2マ ラヤ ワタ製鉄 所 の 概 要

,マラ ヤ ワタ製 鉄 所 は 八 幡製 鉄(現 在 の新 日本 製 鉄)と マ レー シア政 府 が 中心 と

なわ て1965年 に 設 立 した合 弁 会 社 で あ り、 小 規模 で は あ るが 東 南 ア ジア にお

.ける唯 一 の一 貫 製 鉄 工 業 と して有 名 な もの で あ る。 設 立 当 時 の 日本 側の 出資比 率

は49%で あ った が 、1975年 に経 営 が 軌道 に乗 った 時 点 で 日本 側の 出資比 率

は28%ま で 引 き下 げ られ て い る。

工場 は 八 幡製 鉄 の 技 術 援 助 に よ って建 設 ざれ 、 年 間 約12万 トンの建 設 用棒 鋼

類 を生産 して い る。 設 計 に あた って は マ レ ー シアの 資源 を有 効 に 利 用す る こ とに

、注意 が は らわれ 、 鉄 鋼 石 や 石 灰 石 は ほぼ マ レー シア産 の もの を使 い 、 さ らに 原 料

炭の か わ りに マ レー シア で廃 物 とさ れ て いた ゴAの 老 木 等 の 木 材 を木 炭 と して有

効 利 用す る設 計 で あ った。 しか し高炉 に木 炭 を使 うこ と以 外 の点 で は で きるだ け

連続 的 な操 業 が で きる よ うに 最 新 の 自動 化 技 術 と新 技 術 を取 り入 れ た もの とな っ

てい る。 従 って 、 製 造 工 程 は 最 新 の 酸 素転 炉 や 圧 延装 置 を も った もの とな り、 日

本 の 製鉄 所 とは 生 産 規 模 が 桁 違 い に 小 さ いだ け とい うもの と な って い る。

マ ラヤ ワ タ製 鉄 所 の 運 営 は 極 め て 好 調 で あ り、特 に1973年 の 石 油危 機以 後

'の 石 油価 格 の上 昇 の 際 に
、 原 料 資 源 の 国 内依 存 度 が 高 か った た め に相 対的 には 逆

に有 利 な立場 に な り、 製 品 の 品 質 も価格 も国 際 競 争 に十 分 立 ち打 ち 出来 る もの と

な って い る。 また 工 場 運 営 の た め に 派遣 され て い た 日本 人 技 術者 もピー ク時の

100人 か ら1976年 には4人 とな って、 全 従 業 員 約1,500人 に比 べ る とほ

ぼ完 全 に 現 地化 が実 現 した こ と とな る。
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2.5.3投 資前の情報開発

マレイシア側か ら合弁企業 設立の 申 し込みを受けた 日本側でまず必要 とされ た

情報は企業化の可 否を検討す るための種 々の事 態であった。

まず第一 に技術的検討のために原材料の調査 が必要 でありそのために 日本か ら

専門家チー ムが派遣 され ることとなった。対象 としては鉄鉱石の埋蔵量 とその 輸

送手段の検討 、木材 資源の推定 と廃木の発生量 の推定 などが 中心で あった。原材

料のサ ンプルは 日本 で詳細な分析 を受け、 ゴムの廃木か らは実 際に木炭 を作 るた

めの研 究開発 までされている。

第二 には合弁企業の経営、財政面の情報が必要 とな りそのために調査 団が派遣

され る こととな った。そ こでは相手側の資本 力や市場の問題、経営能 力な どが貴

重 な情報 となる。 しか し新規 に設立 され る合弁企業の経営能力を事 前に推定す る

ことは極 めて困難 であ り、経営者の個人 的能 力に左右 される場合が多い ことは明

白である。そ こで合弁企業の相手方 となる現地 資本の系列や相手方 の政府組織か

ら行動 の規範 を類推す ることとなる。 マ ラヤ ワタの場合には華商系資本の ビヘ イ

ビア と政府の支援体制 などが重要 な要因 となつ たので ある。政府 が関与す る場合

しば しばエ リー ト層 の把握が必要 となる場 合が多い。それは国の指導者層が形成

され る過程 が極め て選択的に限 られているため特定の家族 とかグループ、特定の

教育過程 を経 る場合が多 く、その過程 で指導者 としての共通の理念 を得 る場合が

多いためである。 マ レーシアでは一般的 には政治や行政面での指導者は マレー系

系の王族 が多 く、それ らの人 々は しば しば英国 で高等教育を受けてい る。技術系

や管理系 では 中国系が多 く、 マ ラヤ大学 で教育 を受けたエ リー トが多 く活躍 して

いる。

第三に必要 な情報は技術 を実際に動かす工場の技術者や労働者に関する もので

あった。製鉄所 で必要 とされ る技術者や労働者はか なりの熟練 を要求され るため

に全 く経験の ない人 々に技術の習得 をさせ るこ とは技術 を与え る側に して も技術

を受け る側に して もなか なか困難で苦労 な事 なのである。 マレーシアでは幸 なこ

とに良質 な中国系の労働力が あったために比較的 困難iは少 なか ったが、 多 くのマ

レー系労働者 ではその生活の場 が農村 地帯で あった ことも関係 して初等教育か ら
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して 自然科学 系の教育は欠 除 してい るの が現状で あり、技術の習得には一層の苦

労が伴 うこ ととなった。 また工場の設備 の保守や修繕 に際 して も、その地域に同

種の工場 が ない場合 には修理技術 も育 っていない場合 が多 く、合弁企業 の内部で

処理で きるだけの修理工場を保 有す る ことが必要 となる。

第 四に必要 な情報は現地で事業を行 う場合 の制度や手続 に関す る ものであ り、

新規の合弁事業に関 して従来のや り方では不適 当で あった り、新た な取扱 いが必

要 とされ る事項に関す る もので ある。例 えば大量の設備の輸入許可を どうす るか、

輸送路の工事 を どうす るか、工事 の入札や支払 いは慣習上 どうなっているか等 々

である。

以上極 めて重要 な情報の必要性についてのみ述べたが、それ以外に も市場 に関

す る情報 とか高習慣 どか数多 くの情報が投資決定のために 日本側企業に よって集

め られ、検討 されたわけである。

25.4工 場の運営に必要 な情報

工場 の生産 に必要 なものは原材料、機械設備 、労働力に大別 され、それ らが技

術的に企業体の 中で結合 されて製品が 出来上がる こととなる。

マ ラヤ ワタの場合、機械設備の設計 と生産、及 び工場の建設 と運転まで を八幡

製鉄が技術協 力に よって責任 を もつ こととなっていたため生産技術の大部分は機

械の製造 と工場の建設に よって移転 され た こととなる。 この ように生産技術が設

備に体化 され て移転 される場合で も、 自動化の程度 に よって労働 に依存す る技 術

の役割は無視 できない。 高炉の管理や製鋼工程の管理、圧延設備の保守 などに必

要 な労働者 を中心 に してマ ラヤ ワタの場合で も約1,500人 の従業員が働 らいて

い るわけである。

従 って労働 に依存す る技術 を移転す るためには専門的 な技能 を習得 させ るため

の手段が必要 となる。通 常 これは教育訓練に よって行 われている。 マ ラヤ ワタの

例では工場の運転 に先立 ち、16人 の技術者 と29人 の技術補助員が1966年

に約半年か ら1年 にわた ってマ レー シアか ら八幡の工場で研 修を受け る こととな

った。 これ に よって、生産現場の知識 が仕事 を通 して習得される こととなった。
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研修期 間中に研修生は 日本の工場や生活様式に関す る多 くの情報 を得て、 マ ラヤ

ワタの 中核 とな ってその後の工場運営 をまかされたの である。

労働 に体化 した技術では あって も教育訓練 だけでは うま く移転 しない ものに保

守 と修理の技術が ある。元来 この技術は過 去におけ る故障の経験の積み重ねの上

に体得 された もの であるため、現在の生産現場では よほどのことがないとなかなか重

大 な故障には会わ ないのが普通である。 マラヤ ワタの場合に も現場で起 きる故障

をひ とつひ とつ 直 してい くことで、初めて保守の大切 さと修理技術が身についた

のであった。

企業経営の技 術 もなか なか移転の困難 な技術で ある。特に企業経営の 目的 が 日

本 の ように"基 幹産業を興 こす こと"に 重点 が置か れていた場 合 と華商系 資本の

場合の ように"資 本 の回収 を早 くす ること"が 重視 され る場 合では経営方法 に大

きな差が生 じるのは当然 である。経営に対す る現地 資本の考え方や労働者の生産

に対する考え方等は生産 を通 じては じめて情報の得 られ る分野 で ある ように思わ

れ る。

工場での従業員 の役割分担の正 しい把握 も工場運営の際極 めて重要 な要因 とな

る。一般に経営者 と従業員の関係はか な り明確 になっているが、技術者の位置 づ

けは明確で なく、生産現場か ら遊離 した技術者が理論 を主張す るのが発展途上 国

に一般的である。 このため生産現場 での問題に理論的分析が加え られる ことが少

な くなって、生産技術の進 が遅れて くる。 しか し日本 の生産管理 の技術 の よう

に労働者の一人一人が、 自分 の行 ってい る作業が全体 に対 して どの ような影響 を

与え るか を考え なが ら判断 をす る方法は グループ単位 の行動原理 の普及 した国で

ない となか なか受入れ られ ない ものである。

2.5.5産 業 開発 の た め の 情 報

マ ラヤ ワ タ製 鉄 の成 功 に よ って マ レー シアは 近 代 的 鉄鋼 技 術 を保 有す る こ と と

なった。 原 材 料 の 主要 部 分 を 国 内 資源 に 依 存す るた め 一貫 生 産 に よる付 加 価値 が

高 く別会 社 で は ある が 、木 炭 キル ンセ ン ター で使 用 され る労 働 者 も800人 の 多

くに わ た って 、 現地 での 雇 用効 果 も大 きい。
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基 幹 産 業 としての 鉄 鋼 業 を持 つ こ とは 関連 産業 の 発 展 に と って 極 め て大 き な影

響 を与 え るは ず で あ る。 しか し現 在 の マ レ イシァ経 済 は 末 だ重 化 学 工 業 の発 展 に

までは 至 って お らず 、軽 工 業 中心 の 輸 出産 業 と耐久 消 費 財 の 輸入 代 替 産業 が散 発

的 に発 展 を逐 げ て い る と ころ で あ る。 マ ラヤ ワタの製 品 が建 築 用の 丸 俸 を 中心 と

して い る ため鉄 鋼 の 産 出高 が 主 と して 最終 需要 に 使 われ て い る現 状 で あ り、産 業

への 波及 効 果 の 大 きい 鋼 板 な どの 中間 製 品 を 国産 化 す るに は ま だ 需要 の 面 で不 十

分 で ある とい う事 情 も影 響 して い る。

今 後 の マ レー シ アの 鉄 鋼 業 を 考 え る場 合 、 マ レー シ アで は 国 として どの ような

長 期 的見 通 しを持 つ の か を決 め る こ とが必 要 な段 階 に達 しつつ あ り、 その た め に

どの よ うな情報 が必 要 とな るの か を最 後 に ま とめ てみ よ う。

現 在 の マ ラヤ ワタの 生 産 規 模 は マ レ ー シアの 資源 の 有 効 利 用 を念 頭 に お いて い

るた め、 そ れ以 上 の規 模 の拡 大 をす るの は廃 木 の供 給 に制 限 が あ るた め 困難 とな

る こ とは 工 場 の 関係 者 に と って 明 白 で あ る。 そ うな る と次 の手 と して は 原材 料 、

特 に 原 料炭 を海 外 に 依 存 し なが ら設 備 の 拡張 を進 め られ るか ど うか を マ レ ー シア

経 済 の実 力 に合 わ せ て 検 討 す る こ とが考 え られ る。

この 段階 では 国 と して の 産 業 政 策 の マ ス ター プ ラン作 りが 最 も大 切 な作 業 に な

り、 工場 の設 計 や 生 産 技 術 を ど う考 え るか は マス ター プ ランが 決 ま った段 階 で考

えれ ば 良 く、・しか も鉄 鋼 技 術 の 現 状 は マ ラヤ ワ タで十 分 評 価 で きる体 制 が確 立 さ

れ て い るの で あ る。

以 上 をま とめ て見 る と、 国 際的 な技 術 の移 転 に は 多 くの段 階 が必 要 で あ り、 そ

の 段階 毎 に 必要 な情 報 の種 類 も変 って い くこ とが理 解 さ れ よう。 長 い 目で産 業 の

発 展を考 え た場 合 、 初 期 の 丸 がか え の 技 術移 転 が 次の 段 階 で は 更 に高 度 な次元 で

の 技術 移 転 に つ なが って い た り、そ の 裾 野 が広 が って い た りす るの で あ る。 ま た、

初 期 には 企 業 間 で の 情 報 の 交換 で あ った もの が、 社 会 や 国 家 レベ ル での 情 報交 換

に広 が って い く場 合 も多 い の で ある。 最 も重要 な こ とは 、 生 産 を実 際 に行 って い

る こ とに よる情 報 の 集 積 を高 く評価 す べ き こ とで あ り、 企 業 が 国 際 的 なつ なが り

を持 って生 産 活 動 を行 って い る こ と自体 が 多種 多様 な情 報 を生 産 し、 消 費 してい

る事 実 を認識 す る こ とで あ る。
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この よ うな観 点 か ら、生 産 技 術 の移 転 を促 進 す る こ とが国 際 的 な情 報 の 交 流 、

ひい て は相 互 理 解 を深 め る ひ とつ の有 効 な手 段 とな り うる もの と思 われ る。
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第5章 技術情報流通 の現状

本 章 では 、 我 国 に お け る技 術情 報 の 流通 体 制 に つ い て の調 査 、 ヒ ア リング の結

果 に つ いて 述 べ る。 こ こで 言 う技 術 情 報 とは公 表 さ れ た 有形 の 即 ち印刷 され た情

報 に 限 られ 、 雑 誌 、 レポ ー ト類 、特 許 、規 格 、 標 準 に 関 す る もの な どを 含 む。 従

って 、 い わ ゆ る ノ ウハ ウ と呼 ばれ る もの に 代表 され る よ うな情 報 は 、企 業 秘 密 と

い うこ とか ら実 態 を つか むの が不 可能 に近 いた め に 、 こ こでは 調査 の対 象 と して

い ない。 そ して 、 流通 体 制 とは、 政 府 ・民間 の 技術 情 報 サ ー ビス 、企 業 ・研 究 所

そ して 出版社 の 刊行 物 な ど、 有 料 ・無 料 にか か わ らず一 般 に ア ク セス可 能 なす べ

て の情 報 流 量 活動 を含 ん で い る。

一 言 で技 術情 報 とい って も様 々 な内容 ・形 式 の もの が あ るで あろ うが
、 ここ で

は便 宜 的 に 、一 般 技 術 情 報 、 規 格 ・特 許 、 そ して英 文 技 術 情 報 の 三 つ に分 け て み

・て ゆ くこ とにす る
。 英 文 の 情 報 を特 に分 けた の は、 そ れ が海 外 へ 向 けて 送 られ て

い る とい う点 で、 国 内 にサ け る 日本 語 情報 の流通 とは 区 別 さ れ る と考 え られ るか

らで あ る。

また最 後の 節 にお いて は 情 報 シス テ ムの 効 用、 最 近 にお け る情 報 シス テ ム化 の

動 向 を とりま とめ た 。

5.1一 般 技 術 情 報

最 近の 科 学 技 術 白書 に よれ ば 、我 国 の科 学技 術 に 関 す る論 文 の 数 は年 間約400

万 件 に も達 してk・ り、 これ は 世 界 で発 表 さ れ る総 論文 数 の10%に あた る と推 定

され て い る。 この よ うな尾 大 な量 の 情 報 が 生産 さ れ て い る に もか か わ らず 、そ の

流 通 にお い て 日本 は 欧 米 に比 べ整 備 が 遅 れ てい る と言 わ ねば な らない。 代 表 的 な

流 通機 関 と して、 日本 科 学 技 術 情 報 セ ン ター(JICST)が あ るが、 他 には 小

規模 な分 野別 の情 報 セ ンタ ・一と政府 レベ ル で計 画 中の もの が い くつか 存 在 す る程

度 で あ る。 こ う した 現 状 は 、 そ の 状 報検 案 シス テ ムの 利 用状 況 に も反 映 され て い

る。 最 近 の オ ン ライ ン文 献 検 索の 利 用者 数 に 関す る統計 で は 、 ア メ リカ約200
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万人 、 西 ヨー ロ ッパ20万 人 に対 して 、 日本 で は 約1万 人 とな つて い る。

オ ン ラ イン文 献検 索 の利 用状 況 か ら、 日本 国 内 に お け る技 術 情 報 流 通 が低 レベ

ル で あ る と判 断す る こ とは 早 計 で あ る。 出版 され た 情報 だ け を と って み て も、 実

に様 々な分 野 ・技 術 に つ い てそ れ ぞ れ の 媒体 が あ り、 む しろ、 こ う した 至 れ り尽

せ りの 出版 活 動 に よ って 需 要 が大 むね 満 た され て い るた め に、 オ ン ライ ン ・シス

テ ムに 対 す る要 望 が そ れ ほ ど高 ま って こない とい うこ とが 言 え る か も知 れ ない。

一 例 と して 、最 近 出版 され た 『雑 誌 新 聞総 か た ろ ぐ 』に よれ ば 、 電気 ・電 子機 械

とい う項 目に つ いて だけ で100を 超 え る 月刊 誌 が リス トされ て い る。 この 数 字

のみ を取 り出 して評 価 を加 え る こ とは で きない が、 少 く と も一 産 業 分 野 に関 して 、

100を 超 え る 月 刊 の情 報 ソー ス が あ る とい う事実 は 驚 くに値 す る。 無論 、 月刊

誌以 外 に 、多数 の 日刊 、週 刊 、 隔 月刊 、 季 刊、 年 鑑 ・要 覧 類 が あ る こ とは言 うま

で もない。

日本 に おけ る技 術 情 報 流 通 は 、 主 と して 政府 主 導 の 情 報 セ ン タ ーの整 備 が進 む

一方
、 現 状 では 通 常 の 出版 物 に よ る ところが大 きい と考 え られ る。 情 報 セ ン タ ー

と出版 物 は、 文 献 検 案 サ ー ビス に見 られ る通 り、本 来 補 完 的 な役 割 を果 す は ず で

あ るが 、 今 の と ころ一 般 的 には そ の よ うな利 用 状況 に は 至 って い ない。 以 下 に 、

主 な情 報 セ ン ターの 概 要 、そ して通 常 出版 物 に つ いて 、 電 気 ・電 子 機 械分 野 を例

に と って行 った分 析 の結 果 に つ いて 述 べ る。

3.1.1情 報 セ ン タ ーの実 情

① 日本 科学 技 術 情 報 セ ン ター(JICST)

日本 科学 技 術 情 報 セ ンタ ー(JICST)は 、 科 学 技 術 庁 の特 殊 法人 と して

1967年 に 設 立 され 、 現 在 約340名 の 職員 を擁 して い る。JICST)は

科学 技 術 全般 に わ た る情 報 を取 り扱 ってお り、 収 集 して い る雑 誌 ・報告 書 の総

数 は 約9,600種 で、 そ の うちの65%に あた る6,300種 は 海 外 か らの もの

で あ る(こ れ らの 雑 誌類 の 国別 ・分 野 別 内訳 を表3-1に 示 す)。
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表3-1日 本科 学 技 術 情 報 セ ン ター:情 報源 の 国別 及 び 内 容

別 内訳

国 別 内 訳 ㈲

国

ア

イ

ド

ソ

フ

オ

イ

ス

カ

そ

メ リ

ギ リ

イ

ン

ン

リ

ラ

ラ

タ

イ

ナ

の

内

カ

ス

ツ

連

ス

ダ

ス

ダ

他

41.2

19.0

9.9

6、9

4.1

34

23

23

1.4

1.3

9.1

内 容 別 内 訳 ㈲

学

学

学

属

学

築

学

理

害

他

工

工

金

科

建

工

公

・

・

力

・

の

械

気

物

学

木

子

境

化

機

電

鉱

経

土

原

物

環

そ

24.7

14.2

11.2

10.6

9.3

8.8

5.1

4.6

28

8.7

総 計 100.0

総 計 100.0
ゾ

JICSTで ば、 これ らの雑 誌 ・報 告 書 類 に掲 載 され て い る論 文 の 抄録 を行

って い る。 そ のた め に 、 約100名 の 情 報 専 門家 がJICST内 部 に 居 るほ か 、

外 部 の研 究所 ・大 学 等 に約5,000名 の 研 究 者 が登 録 され て お り、 そ れぞ れ の

分 野 での抄 録 作 成 を補 助 して い る。 抄 録 は 、平 均300語 にま とめ られ てteり 、

JICSTシ ソー ラス に従 って キ ー ワー ドを付 け られ 、 分類 され る。 そ して 、.

文 献情 報 と して、 分 野毎 に 月刊 叉 は 半 月 刊 と して 出版 され て い る。 そ の他 に、

これ ら文 献情 報の オ・ン ライ ン ・サ ー ビス(JOIS:JICSTOn-Iine

InformationService)を1978年 よ り始 め てk・ り、 国 内の都 市((teい て 端

末 を通 して 情 報 が得 られ る。 オ ン ライ ン ・サ ー ビス に おけ る料 金は 、 公 衆 回 線

端 末 を使 用 した 場 合1分 間180円 で あ り、JICSTの 統 計 に よれ ば 、 一 質

問 平 均10分 程 度 を要 して い る との こ とで あ る。JICSTで は、 こ う した オ

ン ライ ン ・サ ー ビス を今 後 更 に拡 充 し、 ネ ッ トワー クを拡 大 して ゆ く こ とを計

画 して い る。

JICSTシ ソ ー ラスに は 現 在 約36,000の 項 目が あ り、その うち約31,000
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が 内容 記 述 の た め の事 項 で あ り、残 りの 約5,000が 技 術 分野 を 表 示す るた め

の 項 目で ある。 そ の規 模 か ら言 って 、 日本 語 では 唯 一 の 、総 合 シ ソ ー ラス と呼

べ る もの と言 え る。JICSTシ ソ ー ラス は、 毎 年 改 訂版 が 出 され て お り、

JICSTの サ ー ビス を利 用 す る た め だ け では な く、 企 業 にお け る技 術情 報 管

理 な どに お い て も広 く使 われ て ゆ く可 能 性 が あ る。 但 し、 そ うな るた め に は ま

だか な りの 時 間 を要 す る とい うの が実 状 で あ る よ うだ。

② そ の ほ か の 技 術情 報 シス テ ム及 び情 報 源

科 学 技 術 庁 は1969年 以 来 、 大 規模 な科 学 技 術 情 報 シス テ ム構 想(NIST:

NationallnformationSystemforScienceandTechnolbgy)を 持 って い るが 、

今 の と ころ これ とい った進 展 を見 て い な い。 構 想 で は 、JICSTの 活 動 を更

に拡 大 し、最 終 的 には 、農 業 、 通 信 な ど様 々 な分 野 に お け る情 報 セ ン ター とつ

なげ て ゆ くとい う こ とに な って い る。 一 方 、文 部 省 で は 、全 国7つ の都 市 に あ

る国 立 大学 の コ ン ピュー タ ・セ ン タ ーを つ な ぐ情 報 網 を つ くる こ とを計 画 して

お り、1979年 度 に はそ の た め の予 算 と して約3.2億 円 を計 上 して い る。 文

部 省 で は 、 この情 報 網 を5年 以 内に 稼 動 させ る方針 で あ る。その他の情報源 と し,

て は 、 国 会 図 書 館 が 、 日本 と外 国 の 約12,000の 科 学 技 術 関係 の 定 期 出版 物

な らび に ア メ リカの 関係 機 関の ほ とん ど全 が の 報 告 書類 をそ ろ えて い る。

3.1.2通 常 出版 物 の実 情

次 に 日本 に おけ る技 術 情 報 の流 通 に つ い て、 一 般 定 期 刊行 物 に つ い てみ て ゆ き

たい。 日本 に おけ る 出版 件数 は、 諸 外 国 に比 べ てきわめて高い水準 にあ る。 そ の 為 、

今 回 の 調査 は 、電 気 機 械 ・電子 分 野 に お け る定 期 刊行 物 に 限 って 行 った 。

電気 機 械 ・電子 分 野 に含 まれ る の は 、 電 気機 械 一 般 、 電気 設 備 、 家 電 ・弱 電 ・

照 明、 エ レ ク トロニ クス、 コ ン ピュ ー タ ー ・情 報処 理 、 オ ー トメー シ ョン ・電気

計 測 、 電 波 ・電気 通 信 で あ る。
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電 気機 械 ・電子 分 野 にお け る定 期 出版 物

電 気 機 械 ・電 子分 野 に お け る定 期 出版 物 の 件数 は 、表3-2に 示す 通 り、 週

刊 ・隔週 刊5件 、 月 刊102件 、 隔 月 刊17件 、季 刊16件 、 年 刊28件 とな

って い る。 これ らは全 て 何 らか の 形 で 技 術情 報 を掲 載 して い る刊 行 物 で あ る。

発 行機 関 と して は 、 出版 社 、工 業 会 、 協 会、 学会 な どが あ る。 月 刊 誌 に つ いて 、

発 行機 関別 に 分 類 した の が表3-3で あ る。105件 の 月刊 誌 につ い て 、 出版

社 に よる もの が 約60%、 工業 会 ・協 会 な どに よる もの が残 りの40%を 発 行

して い る。 これ は 件数 に よ る割 合 で あ るが、 工業 会 ・協 会 ・学 会 な どの い わ ゆ

る公的 機 関 か らの 刊 行 物 が か な り多 い とい うこ とが分 る。 次 に、 出版 社 とい う

私 的機 関か らの 刊 行 物 と、 工 業会 ・協 会 ・学 会 な ど公 的 機 関か らの もの を、 出

版量 の 面 か ら とらえ よ うと した の が表3-4で ある。 こ こで は、 出版 部数 の 範

囲 毎 に、 出版 社 の 刊 行 物 と工業 会 ・協 会 ・学 会 な どの そ れ とを比 較 して い る。

この表 を見 て 気 が 付 くの'は、 発行 部 数 が 多 い刊 行 物 に なる ほ ど、 出版 社 の もの

が増 え 、工 業 会 ・協 会 ・学 会 の もの が減 って い る とい う点 で ある。

表3-2 電気機械 ・電子分野におけ る定期 出版

物件数

種 類 出版物件数

週 刊/隔 週 刊 5

月 刊 102

隔 月 刊 17

季 刊 16

年 刊 28

注1)雑 誌新聞総かたろ ぐ(1979年 版)よ り作成

2)電 気 機械 ・電子には次の分野が含まれてい る。

電気機械一般/電 気設備/家 電 ・弱電 ・照明/

エ レク トロニクス/コ ン ピュ ーター ・情報処理/

オ ー トメ ーション ・電気計測/電 波 ・電気通信

一93一



表3-3電 気 機 械 ・電 子分 野vak・ け る 月刊 出

版物の発行所別 内訳

種 類 月刊出版物件数

出

協

企

版'社

会 ・ 学 会

業

60

37

5

総 数 102

注1)雑 誌 新聞総かたろ ぐ(1979年 版)よ り作成

2)原 則 と して,社 団ない しは財団法 人は協会 ・学

会に分類 した。企業 による出版物は,社 内的な も

のは含 まれていない。企業発行に よる月刊 出版物

5件 は 日立(2種),東 芝(2種),富 士 通(1

種)で ある。

表3-4電 気 機 械 ・電 子 分 野 にfoけ る 月 刊 出版 物

の発行部数 ・発行所別 内訳

月刊出版物発行部数

q

部数
発行

～5,000 ～1ぴ000 ～2α000 2α000～

出 版 社

協 会 ・学 会

総 数

1

15

16

3

6

9

14

4

18

23

4

27

注1)雑 誌新 聞総かたろ ぐ(1979年 版)よ り作成

2)企 業 に よる出版物は含 まれていない,又,発 行部数を公表 しない ものがある

ため,月 刊 出版物の総数は前表の数字と一致 してい ない。

この こ とは 、 出 版 社 の 刊行 物 が商 業 ベ ース にの って い るの に比 べ、 工 業 界 ・

協会 ・学 会 か らの もの は会 員 配 布 な ど とい う よ、うに 流 通 が 限 られ て い る とい う

こ とに大 きな理 由が あろ う。 しか し、一 方 で は、 情 報 を売 る とい う観 点 か らす

る と、 出版 社 の 刊 行 物 が よ リニ ーズ に 密着 した もの で あ る とい う見 方 でで きる。

工業 界 ・協会 ・学会か らの刊行物の中には確かに会員 に限 って配 布する とい う
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もの もあ る には あ るが、 今 回 調査 した範 囲 で はそ うい う もの は ほん の 少数 で あ

った 。 無論 、販 売 部数 は宣 伝 の 有 無 に もか な りの程度 関 係 して くるで あ ろ う。

しか し、 電 気機 械 ・電 子 の分 野 では 特 にそ うで あ るが、 規 格 ・標 準 の 設 定 ・変

更 な どの 情 報 が重 要 な要 素 とな って い る。 従 って、 工業 会 ・協 会 ・学 会 な どか

らの いわ ゆる 発表 情 報 に は本 来 か な りの ニ ーズ が存 在す る と思 わ れ るが 、実 際

は そ うな って い な い。 こ こに、 読 者 の レベ ル に合 わせ た 二 次 情 報 、 つ ま り解 説

記 事 が 必要 とな り、 出版 社 の役 割 がそ こに あ る。 出版 社 は 、 ニ ー ズ を研 究 しそ

れ に 即 した形 で情 報 を 加工 す る こ とに よって、 工 業会 ・協 会 ・学 会 な どか らの

情 報 の"す きま"を 埋 め て い るの で は ない か。 この こ とが 、 つ ま りは 出版 社 に

よる活発 な 出版 活 動 こそ が 、 国 内 に お け る情 報 流 通 が効 率 的 に行 われ て い る大

き な原 因の ひ とつ で は な い だ ろ うか 。

単 純 化 した議 論 は危 険 で あ るが 、以 上の見 方 を裏 付 け る ひ とつ の例 が ある。

表3-4に 示 され て い る よ うに 、 発 行 部数20,000部 以 上 の 、 工業 会 ・協 会 ・

学会 に よる 月刊 誌 は4件 あ る。

電 気 学 会 雑 誌(発 行:電 気学 会 、22,000部 、単 価1,000円)

電 設 工 業(発 行:日 本 電設 工業 協 会 、35,000部 、単 価700円)

電 気 通信(発 行:電 気 通信 協 会 、27,000部 、単 価250円)

電 子 通 信学 会 誌(発 行:電 子 通信 学 会 、27,000部 、 単 価1,200円)

これ らの 月 刊誌 につ い て 、 記事 の 内容 調査 を行 った結 果 、 ひ とつ の 特 徴 と して 、

新 技 術 の動 向、 外 国 に お け る発 明 ・発 見 、 外 国 にお け る学 会 ・見本 市 な どに 対

す る解 説 記 事 ・講座 にか な り大 きな ス ペ ース を さい て い る。

上記4誌 の うち2つ の 学 会 誌 は 会 員 配 布 とい う形 式 を と って い るが 、 市販 の

雑 誌 と比 べ て も決 して安 価 とい う訳 で は な く、 高 い販 売 部数 を保 って い る大 き

な理 由は そ の 内 容 に よる と考 え られ る。 こ こで比 較 して い る 、販 売 部 数 は 出版

機 関 の公 表 に よる もの で あ る。 そ こに 多 少 の数 字上 の 疑 問 は あ る で あ ろ うが、

通 常、 工 業会 ・協 会 ・学 会 に よる 出版 物 は無 料配 布 の もの を も含 め て2,000

一95一



か ら5,000の 間 で あ る こ とを考 え る と、 や は り上 記4誌 は か な り成 功 して い

る例 と言 わ ね ば な らない。
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5.2規 格 ・特 許 情 報

近 年 、 日本 に お け る規格 ・特 許 情報 に つ いて の 海 外 か らの 問 合せ が急 増 して い

る。 ひ とつ に は 日本 の 技 術 に対 す る関 心 が 高 ま って い る証拠 で あ り、一 方 では 、

日本 の規 格 が 分 りに くいた め に、 製 品 輸 入 の 際の 非 関 税 障壁 と して 誤解 を 生 じる

ケ ース も出て きて い る。 規格 お よび特 許 は技 術 か'ら切 り離 して 考 え る こ との で き

ない もの で あ る。 各 種 の規 格 は集 合 体 と して ひ とつ の技 術 シス テ ムを 規 定 す る重

要 な要 素 で あ る し、 又、 一 方 で は、 日本 にお け る規 格 は 日本 の様 々 な実 情 を 反 映

して い る とい う意 味 で、'日本 の 技 術 の鏡 で あ る とさ え 言え る。 同様 に、 特 許 も日

本 の 技 術 の 現 状 を 示 す ひ とつ の 重 要 な尺度 で あ ろ う。:,、

ここで は 、 技 術 情 報 として の 規格 お よび特 許 に つ い て、 そ の 情 報流 通 体:制め 現

状 に つ いて み て ゆ きた い。:.,・'→

① 規 格 情 報 ∵ ・.'∴'・ ビ∴∵

技 術 という観 点 か らす る と、代 表 的 な規格 は 、.日本 工 業規 格CJrS)1で あsる。

これ以 外 に国 レ ベ ル の もの ど しては 、tt日本 農 業 規 格(JASI)が あ り、食 品 全 般

にわ た って安 全 、 内 容表 示 等 に つ いて 基 格 を 設 け てい る。.J・rSは 各 種 の部 品 、

製 品 に つ い て定 め られ てお り、規 格 を満 足 して い る部 品、製 品 はJI・Sマ 」ク を

付 け る こ とが で き6。 製 造 企 業 が 自社 の 製 品 にJI,Sマ ー クを付 け た い と考 え た

場 合 、 そ の製 品 の 製造 工 程 が 一 定 の基 準 を満 して い る か どうか に つ いて 、 国 の.検

査官 の 査 察 を 受 け な くて は な らない。 この 検 査 に合 格 しては じめ てJISマ ー・ク

をそ の 製 品 に つ け る こ とが で き る。

最 近 、 外 国 企業 が 日本 へ輸 入 す る製 品 にJISマ ー ク を付 け た い とい うケ ース

が増 え て きた。 そ の 裏 に は、 主 と して政 府 調達 の 際 にJIS製 品 で ある こ とが 条

件 に な って い る場 合 が 多 い とい う ことが あ る。 例 えば 、寛 々公社 は部 品、製 品 に

つ いて 独 自の 調 達 基 準 を設 け て い るが、 そ の 中に はJIS製 品 を条 件 に して い る

もの が 多 い と言 わ れ てい る。 製 品 そ の もの にはJISマ ー クを要 求 して い な くて

も、そ の 製 品 を 構 成 して い る部 品 の一 部 はJISに 限 ってい る とい う ケース もあ

る とき く。 政府 又 は 政 府 系機 関 に限 らず、 地 方 公 共 団 体 に も、 似 た よ うな基 準 を
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設 け て い る と ころが 多 い。

こ う した背 景 か ら、外 国 企 業 が 日本 へ 製 品 を 売 り込 む場 合 に は、JISマ ー ク

を取 った 方 が都 合 が 良 い とい う こ とに な る。 この点 に つ い ては 、 い わ ゆ る東 京 ラ

ウン ドに お け る ス タ ンダ ー ド ・コー ドとい う もの が あ り、 日本 は、 基 本 的 に合 意

を して い る。 現 在 、 関係 法 案 が国 会 にお いて 審議 され て お り、 年 内 に も批 準 の見

通 しで ある。 この 法 案 が成 立 す る と、 外 国企 業 の製 品 に もJISマ ー クが 付 け ら

れ る こ とに な る。 この場 合 、 国 内の 場 合 と同様 に、 日本 政府 の 検 査 官 を外 国企 業

の 工場 へ送 り、 製 造 工程 を検 査 す る。 そ して 、問 題 が無 い と認 め られ て 始 め てJ

IS製 品 とな る。 外 国企 業 か らのJISに 対 す る需 要 が増 加 す る で あ ろ う将来 は

別 と して 、 当面 は この 方法 が と られ る見 通 しで あ る。

さて 、規 格 に関 す る情 報 で あ る が、 外 国 企 業か ら見 た場 合 、 現状 は 満 足 の い く

もの とは言 え ない よ うだ。 規 格 につ い て 、 新 規 の もの 又 は変 更 に 関す る情 報 は ま

ず関係 省 庁の 広 報 に 掲載 され る。 こ う した規格 情 報 を 日本 貿 易 振 興 会(JETRO)

を通 して英 文 に す る とい う計 画 が あ るが 、 今 の と ころ実 現 の見 通 しは 立 って い な

い。 従 って、 外 国 企 業 に とって まず 日本 語 とい う壁 が存在 す る。 しか し、 そ れ以

上 に 問 題 に な る と思 われ るの が 、 ひ とつ の 規 格 に つ いて の背 景 を示 す 情 報 が極 め

て 手 に 入 りに くい とい う点 で あ る。

規格 を理 解 す るた め には 、 そ の 背 景 に な って い る技 術 と 日本 の事 情 に つ い て の

情 報 が 不可 欠 で あ る。例 え ば 、 あ る公 共 団体 が 、部 品 を 購入 す る 際 に ひ とつ の規

格 を示 した とす る。 そ の場 合 、 ど うい う理 由か らそ の 規格 が 必要 に な るの か が 非

常に 分 りに くい とい うこ とが 言 われ る。 実 際 に あ った例 で ある が、 ア メ リカの企

業 が 、 日本 の 地 方 公 共 団体 に水 道 の蛇 口 を売 り込 も う と した 際 に 、蛇 口の あ る部

分 の材 質 が 規 格 外 で ある こ とが分 った 。 日本 側か ら、 水 中 に有 毒成 分 が含 ま れ る

恐 れ が あ る とい う理 由が掲 げ られ た た め に、 そ の ア メ リカの企 業 は、 本 国 で1年

間 に わ た る試 験 を した。 そ の 結 果 、 絶 対 に安 全 であ る との確 証 を得 て 、 再 度 、 日

本 へ の売 り込 み を は か った 。 しか し、 日本 側 の返 答は 、 ア メ リカの 水 で安 全 で も、

そ の地 方の 水 は成 分 が違 うか ら危 険 か も知 れ ない とい う もの で あ った。 ア メ リカ

側 か ら証 拠 を求 め られ た時 の 日本 側 の 返 答 は 、 これ か ら実 験 を 始 め る、 とい う も
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θ

の で あ った。

この ケー ス な どは 極 端 な例 で ある が、 一 般一的 に言 って 、 規格 の背 景 に あ る 日本

の事 情 、 即 ち技 術 に つ いて の位 置付 け、 実 験 デ ー タ な どが 手 に入 りに くい。 日本

語 とい う壁 に加 え て 、 情 報 が体 系 だ って整 理 され て い な い た め に生 じる誤解 は 多

い と思 わ れ る。 これ は 、 日本 の規 格 とい うもの が あ くま で 内 を対 象 と して つ く ら

れて きた もの で あ り、 外 か ら眺 め る とい う観 点 が 無 か った た め で あ ろ う。

② 特 許 情 報

日本 にお け る特 許 、実 用新 案 、 意 匠、 商 標 の 出願 件 数 は 極 め て 高 い水 準 に あ る。

1977年 度 の数 字 で ある が、 特 許 庁 が受 理 した 出願 件 数 は 、特 許161,006

件 、実 用新 案179,702件 、 意 匠53143件 、 商 標130,218件 、 そ して

17,583件 の 審査 請 求が 出 され て い る。 今 ま で の統 計 で は 、特 許 と実 用 新 案 の

出願 の 約60%は 過 去 に特 許 や 登録 され た 発 明、 考 案 と同 じか 、 それ か ら容 易 に

推考 で き る もの と して拒 絶 さ れ て い る。 又 、 意匠 出願 の40%、 商 標 出願 の30

%は 同様 の理 由 な どで拒 絶 さ れ て い る。 しか し、 そ れ に して も、 か な りの 数 の特

許 、 実 用新 案 、 意 匠 、 商 標 が 毎年 生 み 出され て い る こ とは 間 違 い ない 。

特 許 、 実 用新 案 、 意 匠 、商 標 に関 す る過 去 の 出願 状況 を調 査 す る場合 の 情 報 源

と しては 、特 許庁 発 行 の各 種 公 報 が 最 も基 本 的 な もの で あ る。 これ に つ いて は 、

特許 庁 資 料 館 閲 覧 室 、 発 明協 会 本 支 部 、地 方 通商 産業 局 、各 地 の 主 要 図書 館 な ど

で 閲覧 で き る。 特 許 な どに関 す る情 報 に つい て は、 ほ か に 、 日本 特 許 協 会 、AIP

PI(国 際工 業 所 有 権 保 護 協 会)日 本 部 会 、そ して 、 日本 特 許 情 報 セ ン ター一(J

APATIC)な どが主 要 な流 通機 関 で あ る。 この うち前二 者 は 、 工 業 所有 権 保護

とい う一般 的 な立 場 か ら報 告会 、 セ ミナ ーの 開催 な どを 主 な活 動 と して お り、 特

許 情 報 の流 通 とい う面 で は 、 日本 特 許 情 報 セ ンタ ー(JAPATIC)が 最 も重 要 で

あろ う。以 下 に そ の概 要 を示 す 。

JAPATICで は コ ン ピューータ ーに よる特 許情 報検 索 サ ー ビス を行 ってfO・り、

日本 お よび ア メ リカの特 許 情 報 に つ い ての 検 索 を 行 うこ とが で きる。 検 索 の 内 容

と して は、 過 去 の特 許 に つ い て 、分 類 、 発 明者 、 出願人 、 代 理 人 、 発 明 の 名称 中
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の キ ー ワー ドな どを指 定 して 調 査 で きる ほか 、 現在 審 査 中 の もの に 対 してそ の経

過 に 関す る情 報 を得 る こ とが で きる。 更 に技 術 分 野別 の検 索 も可 能 で あ り、現 在 、

半 導 体、 自動 車 、合 成 繊 維 、 高 分 子 化 合 物 、磁 気 記 録、 金 属 圧 延 の6分 野 に つい

て シス テ ムが で き あが って お り、 電子 部 品、 内燃 機 関 、 電動 機 、 測 定、 メモ リな

どの 分 野 も加 わ る予 定 で あ る。 又 、 この 中 には 、特 許 情 報 の機 械 検 索 に 関す る国

際研究 で ある ア イ シ レパ ッ ト(ICIREPAT)にtev>て 開発 され た技 術 分 野別 シ

ス テ ム も入 って い る。 これ らには 、A-D変 換 器(開 発 国:オ ラ ンダ)、 積層 板

(開 発 国:オ ラン ダ)、 合 金(開 発 国:日 本)、 ステ ロ イ ド化 合 物(開 発 国:ア

・・メ リカ ・)があ る。"シ.

'い外 国 に お け る特 許 情 報 に つ い て は
、先 に 述べ た よ うに、 ア メ リカ特 許情 報 シ ス

ー
tテ ムが あ:りも19'7・1年 か'ら現 在 に 至 るデ ー タを蓄積 して い る。 そ れ 以 外 に、JA

→P'
ATICで は 、、世 界 知 的所 有 権 機 構(WIPO)';と オ」 ス トラ リァ政府 との 間 の協

・'定に 基 づ き ウ ィー ンに 設 立 され た 国 際特 許 情 報機 関 で あ るINPADOCの 代理 業

務 を行 っで い'る。tの サ ー一・:ビス で は 、㌧国際 特 許 分類CIPC)を 基 準 に して、1加

∴盟各 国の特 許 に つ い ての 情 報 を得 る.こ1とが で きる'。tt'`

以 上み て きた よ う'に、特 許 情 報 に グ いて は 、分 類 な どに お い て 国 際的 な協 調 が、

・.二ほか の分・野 に比 べて 、 進ん でい るた め に、＼情 報 流通 体 制 は 比 較 的 開 か れ だ もの に

な って い る と言 っで よい で あろ うこ 加 え て、 特 許 情報 そ の もの が ビ ジネス の対 象

に なるた め に 、国 内、 海 外 の 私 的 機 関 の 流通 活動 も活 発で あ る。 しか し1日 本 の

特 許情 報 流 通 ばs海 外 か らみ る とま だ まだ問 題 を残 して い る と思 われ る。 そ の大

吉 な原 因 と して 、 日本 の特 許情 報 流 通 体 制 が 、 主 と して 海 外 の 情 報 を 日本 へ流 す

とい うこ とに重 点 を 置 い で い'る とい うこ とが あ る。'言語 の 問 題 もさ る こ と なが ら、

この こ とが 、 日本 の 特 許 情 報 に 対 す る外 か らの ア クセ ス を困 難 に して い る面 が あ

る こ とは い1なめ ない。 規 格 情 報 の 場 合 と同 じよ うに 、 そ の情 報 の位 置 づ け 、 背景

な どの 明確 に す る とい う意 味 に お い て、 改 善 の 必要 が あ る と考 え られ る。
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5.5英 文 技 術 情 報

前節 ま では 、 主 と して 日本 国 内 に お け る技 術情 報 流 通の 現 状 をみ て きた が 、技

術移 転 とい う観 点 か ら考 え る と、 ど うして も英語 に よる海 外 へ 向け て の 技 術 情 報

に つ いて もみ て ゆ く必 要 が あ る。 もちろん 英 語 に 限 らず 、そ の他 の外 国 語 の情 報

も含 まれ る訳 で あ るが、 日本 に お い て は 、海 外 を対 象 と した 技 術 情報 は、 ほ とん

ど全 て 英語 を使 って い るb今 回 の 調 査 で も、 英語 以 外 の外 国 語 に よる技 術 関係 の

定 期 刊 行物 は ほ とん ど見 当 らなか った。 例 外 として 、JETROか らの 仏語 に よ る

刊行 物 、 そ して 向陽 社 か らの 中 国語 の 月刊 誌 が掲 げ られ る。

現 在 、一 般 的 に知 られ て い る英文 に よる技 術 情報 源 と して は 以 下 の よ うな もの

が あ る。

①JapanEconomicJourna1(発 行:日 本 経 済新 聞 社 、 週 刊)

日本 経 済 新 聞 の 記事 の英 語 訳 を 中心 に した 週 刊発 行 の もの で 、 経 済 分 野 の 記事

が多 い が 、技 術 の ペ ー ジが あ り、 研 究 開 発 の 動 向、 新 製 品の 紹 介 、 企 業 の 技 術 投

資 な どを知 る上 では か かせ な い情 報 源 で あ る といえ る。経 済 紙 で あ る関 係 上 、 技

術 の 内容 に つ いて の 詳 細 な記 事 は ない が 、新 技 術 ・新 製 品に つ い て は、 研 究 所 又

は 開発 した企 業 の連 絡 先 を載 せ て い る。 先端 技 術 に お け る 日本 の動 向 を全 般 的 に

つ か む た めに は 、最 も極 した 出 版 物 で あろ う。 英 文記 事 が 国 内発 表 か らほぼ 一 週

間以 内 に載 るた め に 、最 も 『速 い 』情 報 源 の ひ とつ とな って い る。 発 刊1963

年 、 発 行部 数34,・000、 年 間 購 読 料15,000円 。

②'Japan.Industrial&TechnologicalBulletin(発 行:JETRO、

月 刊)

日本 海 外貿 易振 興 会(JETRO)の 出版 物 で、機 械 部 が担 当 して い る。 英 語 版

のほ か に 仏語 版 もあ る。技 術 と'いう よ りも新 製 品 の紹 介 が 中心 で あ る が、 政 府 プ

ロ ジ ェグ トの進 展状 況 に関 す る レ ポ ー トな ど もあ る。 情 報 は分野 別 に 分類 され て

お り、 そ の項 目は毎 号 統 一 され て い る。 項 目 と しては 、 金属 、 機 械 工学 、化 学 ・

石 油 化 学 、 鉄鋼 ・非 鉄 、 コ ン ピ ュー タ ー、 エ ネ ル ギー ・熱工 学 、 交 通 、土 木 ・建
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設 、 医学 、 海 洋 工 学 とな って い る。 日本 に お け る新 技 術 ・新 製 品 の動 向 を追 うの

に適 した 情 報 源 で あ り、 世 界各 地 に あ るJETROの 出張 所 に 詳 細 に つい て 問い 合

わせ が で きる とい う利 点 もあ る。 但 し、 記 事そ の もの は 日本 の 製 品 の紹介 にか た

よりす ぎる き らい が あ り、 情 報 もそ れ ほ ど"速 い"も の で も又 、 詳 しい もの で も

な く、技 術 情 報 と して は 中途 半端 で あ る と も言 え る。 講読 無 料 、 但 し一 般配 布 は

して い な い、 発 行 部 数1,500。

③Technocrat(発 行:富 士外 国 市場 調 査株 式会 社 、 月刊)

英 文 技 術 情報 誌 と して は最 も名 前 が知 られ て い る もの の ひ とつ で ある。 産業 技

術 を中 心 に して、 日本 の新 技 術 ・新 製 品の 紹 介 を 行 って い る。 分 野 は、 基 礎産 業 、

機 械 産 業 、 電気 ・電 子産 業 、 化 学 産 業、 シス テ ム産 業 に分 け られ て い る。 技術 情

報の ほ か に 、経 済 政 策 、経 済 協 力に 関 す る レポ ー トも載せ て い る。 又、 毎 号特 集

記事 を組 み 、 ひ とつ の技 術分 野 に つ い て包 括 的 な解 説 を行 って お り、 これ が この

月 刊誌 の ひ とつ の特 徴 とな って い る。1973年 発 刊 、 発 行部 数 約20,000、

年 間購 読 料 約20,000円 。

④DigestofJapaneseIndusty&Technology(発 行:㈱ 通産 政 策

広 報 社 、 月 刊)

記事 の ほ とん どは 、 経 済 ・産 業 につ いて の もの で あ るが 、 各号 毎 にひ とづ の技

術 分野 につ い て 特 集 を組 ん で レポ ー トして い る。 そ のほ か 新 製 品 の紹 介 、 規格 ・

標 準 に 関す る情 報 も載 せ て い る。 但 し、 技 術 情報 とい う点 か らす る と、 あ くま で

ニ ュ・一ス性 に 重 点 がk・か れ て い る た め、 物 足 りなさ が残 る。 年 間購 読 料約7,500

円、 発行 部 数20,000。

以 上 の ほか に、 一 般 に知 られ て い る英 文 技 術 情 報 源 と しては 、 新技 術 開 発 事 業

団が 委託 開発 技 術 の紹 介 を して い るIndustriclTechnologyAvailable

fromJcpan(年 刊)、 日本 技 術 士協 会 が発 行 して い るJapansConsulting

Engineers(年 刊)、 そ して ア ジア 生産 性 本 部 がAPONews(月 刊)と
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AnnualReport(年 刊)を 出 して い る。 一 方 、 通 産 省 、科 学 技 術庁 な どの 政 府

省庁 か ら も、 白書 、 政府 研 究開 発 プ ロジ ェク トの 紹介 等 の英 文版 が 出 され て い る。

そ のほ か 、 国 立 研 究 所 、 大学 な どで 英文 の 年 次報 告 書 を 作成 して い る と ころ も少

くない。

以上は主 として技術全般 に関す る英文情報 であるが、分野別にみてみ る と、学

会、工業会、 出版社 な どか らそれぞれの分野におけ る英文技術情報誌が出版 され

ている。今回調査 で きた ものについて表3-5に 分野別の英文 出版物 リス トを示す

す。

表3-5英 文 技術 関連 情 報 出版 物 リス ト

(雑 誌新 聞総かたろ ぐ一1979年 版 より作成)

司
・

分 野 刊 行 物 名 発 行 部 数 季刊

農 林 水 産 SoilScienceandPlantNUtrition 日本土壌肥料

機 械 一 般 BulletinoftheJS皿 日本機械学会 12000 月 刊

自 動 車 JapanMbtorIndusty
㈱ ワ ール ド ・

プ レス
30,600 隔月刊

JAPIA
自動 車 部 品
編 集 部

年,2

回 刊

造 船 工 業 Zosen 東京 ニュース

通 信 社
7,450 月 刊

電気機械・電子 ToshibaR∋view 東芝 レ ビュー

編 集 室
5,000 隔月刊

HitachiReview オ ー ム 社 隔月刊

Volt
日 本 貿 易
出 版 社

30,000 月 刊

AEU/AsiaElectronicsUrlited 電波新 聞社 40,000 隔月刊

JEE/JournalofElectronics

Engineeri㎎ 電波新 聞社 65,000 月 刊

JEI/JoumaloftheElectronics
Industry 電 波新 聞社 108,000 月 刊

Trans.IECEJapa恥,Sec.E 電子通信学会 3,000 月 刊

Jipdecl偽port
日本情報処理
開 発 協 会 季 刊

金 属 ・鉱 業
TransactionoftheJapanInstitute

ofMbtals
日本 金属学会 2000 月 刊
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分 野 刊 行 物 名
,

発 行 部-数 季刊

SteelIndustryofJapan 日本鉄鋼連盟 年 刊

化 学 工 業 qEEk
化 学 経 済
研 究 所

23000 月 刊

JapanCh㎝icalAmual
化 学 工 業
日 報 社

15,932 年 刊

Japal1(hemical恥view
化 学 工 業
日 報 社

15,932 年 刊

JournalofCh㎝icalEngineeri㎎

ofJapcn
化学工学協会 aoOO 隔月刊

JapanPlastics婚
グ ラス テ ック ス
・ エ ー ジ 隔月刊

Petrole㎜Economist 石 油 評論 社, 50,000 月 刊

PlasticsIndhlstryN冊
㈱ ポ リマ ー
工 業 研 究 所

11,450 月 刊

PolymerJournal 高分子学 会 2,000 隔月刊

制 造 工 業 JapanTextileN鴎
㈱大 阪繊維
研 究 社

月 刊

ぬn・MadeFibresofJapan
■

日 本 化 学
繊 維 協 会

6,000 隔年刊

JapanPulpandPaper
㈱ 紙 業 タ
イ ム ス 社

5,000 季 刊

AsianPrinter
印 刷 学 会
出 版 部

5,000
年2
回 刊

OfliceE麺ipmentandProdllcts ㈱電波新聞社 55000 隔月刊

英 文 に よる技 術 情 報 につ い て 概 観 して ゆ く とま ず気 付 くの は 、公 的機 関か らの

もの が 多 い とい う こ とで あ る。 これ は 国 内 にお け る情 報 流 通 と比 べ て対 照 的 な現

象 と もい え る。 先 に も述 べ た よ うに 、 国 内 に おい て は、 協 会 ・学 会 な どの 公的 機

関に 対 して、 出版 社 に よる 刊行 物 が 量 的 に 圧倒 的 に 多 い。 これ は 、 需 要 の 掘 り起

こ しな どを含 めた 営 業 努 力 に お う と ころ が 大 きいで あろ う。 こ うい う点 か らみ る

と、 公 的機 関 に よる 出版 物 は 、 情 報 を一 方 的 に送 り出す とい う傾 向 が あ り、 利 用

者 の ご 一 ズに 必 ず し も うま く適 合 して い な い もの が多 い 。 国 内 の情 報 流通 にお い

て は、 公 的機 関 の情 報 の 足 りな い部 分 を 出版 社 な どの私 的機 関 か らの 情報 が、 結

果 と して補 う とい う形 に な って い る と思 われ る。、ところ が、 英 文 技 術 情 報 に おい

て は 、現 在 の ところ 公 的機 関 に よる 発 表 情報 が あ くま で 中心 とな って お り、 国 内

の 場 合 の よ うに私 的機 関 に よ る'手 の ゆ き とどいた"情 報 がそ れ を補 う とい うと

ころ まで い って い ない よ うで あ る。
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英 文技 術 情 報 誌 テ ク ノ ク ラー トの 編 集 長 へ の ヒア リン グに お い て も、 この 点 を

痛感 させ られ た 。 テ ク ノ ク ラー トの編 集 に 携 って きた 経 験か ら、 海 外 に お い て ど

の よ うな技術 情 報 が 日本 か ら'求め られ てい るの か を聞 くこ とが で き た。 テ ク ノ ク

ラー トの 出版 に あ た って は 、 求 め られ て い る もの を 提供 で き なけ れ ば、 そ れ は す

ぐに も販 売部 数 に 響 い て くる訳 で、 海外 へ の 日本 の技 術 情 報 流通 に 関す る経 験 は

大 変 に貴 重 な もの だ と思 われ る。

当 誌 の編 集長 に よ る と、 海 外 特 に発 展 途上 国で 求 め られ て い る技 術情 報 は 次 の

よ うな もの で あ る。

ひ とつは 、単 発 的 な情 報 では な く、 包括 的 ・体 系 的 な もの で あ る。 これ は例 え

ば、 ある技 術 に つ い て 、そ の基 礎 とな る技 術 、或 いは 応 用技 術 な どを同 時 に情 報

と して 与 え る とい うこ とを 意 味 す る。

二 番 目に、 先 端 技 術 に もそ れ な りの 関心 が持 た れ て い るが 、 一 方 で実 用技 術 に

対す るニ ーズが 高 い とい う点 で あ る。 この 場 合 も、 そ の 装置 な り技 術 な りを使 用

した 際の 経過 報 告 、補 修 技 術 、 各 製 品 にお け る比 較 な ど、そ の技 術 を と りま く情

報 も重 要 で あ る。

そ して 、三 番 目に 、 日本 独 自の 技 術 に つい て の情 報 で あ る。 これ に つ いて は 、

そ の も とに な った 技 術 、 日本 の 特 殊 事情 、 日本 で行 われ た 開 発 、そ して そ の 結 果

の 調査 まで含 ん で い る こ とが 望 ま しい。 つ ま り、 日本 にお け る技 術 の改 良努 力 に

対 す る関 心は 高 い が、 技 術 情 報 と して それ を海 外 に 向け て 示 す場 合 には 、 そ の 技

術 の 位置 づ け を含 め た周 囲 の 情 報 が必要 に な って くる とい うこ とで あ る。

以 上 の こ とか ら、 海 外 へ 向け て 日本 の技 術 情 報 を送 り出す 場 合 に は 、そ の 技 術

を とりま く情報 即 ち、 そ の 技 術 の 位置 づ け、 必 要 な周 囲の 技 術 情 報 、実 際の 操 作

に必要 な デ ー タな どが含 まれ て い る こ とが望 ま しい。 これ は 、 必 ず しも低 開発 国

の ニ ーズ とい うだけ では な く、恐 ら く、 先進 国 に お い て も同 じで あろ うと考 え ら

れ る。 つ ま り、 日本 の 技 術 に 関す る情 報 が絶 対 的 に不 足 して い るた め に 、単 発 の

情 報 では 、 しか もそ れ が 日本 人 の 基 準 で 記述 され て いれ ば なお さ ら、理 解 しが た

い とい うこ とに な る。 欧 米 との間 の 規格 等 が非 関 税 障壁 と して 問題 に な る場 合 に
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は 、 技術 情 報 の 量 的 不 足 と同 時 に 、情 報 が体 系化 され て い ない た めの 理 解 不足 が 、

大 き な原 因 の ひ とつ で あ る と考 え られ る。
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ろ.4技 術情 報 の 体 系化 の 重 要性

技 術 情 報 の流 通 体 制 に つ い て 、特 にそ れ を技 術 移 転 とい う観点 か ら眺 め た場 合

基 本 的 に二 つの 問 題 が あ る よ うに思 われ る。 ひ とつ は 、 日本 の技 術 を体 系的 に示

す とい う姿 勢 が と られ て い ない こ と、 次に 言語 の 問 題 、 即 ち英語 での 情 報 が極 め

て少 い とい う点 で あ ろ う。

こ こで 注意 を要 す る ど思 われ るの は 、 言 語 の問 題 に つ い て の過 大 評 価 で あ る。

つ ま り、技 術 を他 国 へ移 転 す る 際に 、 情 報 を英 語 或 い は 他 の外 国 語 で提供 す る こ

とは 、情 報 流 通 の 促 進要 因 に は違 い ない が 、 必ず し も本 質的 な こ とでは ない。 よ

り重 要 な こ とは 、 日本 の技 術 を体 系 的 に 示 す よ うな情 報 流通 体 制 が整 って い るか

ど うか 、 とい う点 で あ る。 外 国か ら 日本 の 技術 情 報 に ア プ ロー チす る場 合 、 或 い

は 逆 に、 日本 か ら技 術 情報 を 提供 す る際 に最 大 の 障 害 は この点 に あ る と考え られ

る。 これ に比 べ れ ば 、 翻訳 作 業 そ の もの は大 した 問題 で は な い。 た だ単 に 日本 語

を例 えば 英 語 に 直す だ け で、 外 部 か ら充 分 に理 解 可能 な、 つ ま り体 系的 な技 術 情

報が 提供 で きるの で あれ ば 、 とい う意味 で で ある。

これ は 何 も技 術 情 報 に限 らず 、 情 報一 般 につ い ての 日本 人 の 態度 にか か わ る問

題 で あろ う。 情 報 を 体系 的 に 整 え る とい う考 え 方 が基 本 的 に欠 落 して い る。 良 く

言 われ る よ うに 、 ひ とつ の 情 報 と次の 情 報 との 間は 、 い わ ゆる'自 明の理"と い

う もの で つ なげ られ て い るた め に、 外 か らの ア プ ロー チが 難 しい。 日本 の 国 内 に

お い て は何 ら説 明 の 必要 が 無 い 、 日本 人 に とっての'自 明 の理"と い うもの が、

外 国人 に と って は最 も説 明 を 要す る とい う場合 が多 い。

技 術 情 報 に つ い て も、 こ う した一般 論 が あては ま る よ うだ。 日本 の場 合 、 歴 史

的 に、 欧 米 の 技 術 体 系 を た ど りなが ら、 そ の過 程 で 様 々な 試行 錯 誤 を経 て改 良 ・

工夫 を行 い 独 自の 技 術体 系 を築 き上 げ る に 至 った 。 発 展途 上 国 が もし 日本 の 技 術

に何 か を求 め る とす れ ば、 正 に そ の改 良 ・工 夫 の経 験 で あ ろ う。欧 米 の 技 術体 系

に関 す る情 報 は 、 丁度 日本 が利 用 で きた よ うに、 少 く と も日本 語 よ りは ア クセ ス

しや す い 言語 で 存在 す る。 従 って 、 日本 が技 術情 報 を通 して 発 展途 上 国 に 貢献 で

きる とす れ ば 、欧 米 のそ れ とは違 う 日本 の 技 術体 系 を体 系的 に示 す とい う点 に尽

きる で あ ろ う。 ・,
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日本 人 に とって"分 り切 った こ と"が しば しば、 発 展 途上 国め 技 術 者 が 最 も知

りた が って い る情 報 と なる。 この 点 は 、 英 文技 術 誌"テ ク ノ ク ラー ト"の 編 集 者

か らの ヒ ア リング で も指 摘 され て い る。 実 際 、 日本 語 で の 情 報 も整 備 され て い な

い部 分 につ いて 、 英 語 で情 報 を作 り出す とい うの は大 変 な作業 で あ る。

日本 の 技 術 発 展 の過 程 に お い て、 日本 人 は欧 米 の技 術 的 体 系 を学 び、 比 較 しそ

して改 良 を加 え 日本 文 化 に 根づ いた 技 術 体 系 を つ くりあげ た 。欧 米 か ら 日本 へ の

技 術移 転 に お いて 、 欧 米 の体 系 的 な技 術 情 報 が 大 きな役 割 を果 した こ とは 疑 う余

地 が ない。 日本 か ら外 国 へ の技 術 移 転 を考 え る ときに 、 日本 の 技術 情 報 をそ の よ

うな方 向 で整 え る こ とが 極 め て重 要 とな る。 しか し、 日本 に とって これ は難 しい

問題 となろ う。 何 故 な らば 、"分 り切 った こ と"を 含 め て 、技 術 の 体 系 そ の もの

を記 録 して ゆ くとい う姿 勢 が 日本 に無 い 、 とい う よ り もこの点 につ い て は 欧米 の

ア プ ロー チを峻 拒 して きた よ うに さ え 見 え る。

日本 文 化 に は 強 固 な フ ィル タ ー作 用 が あ り、欧 米 文 化 を か な りの 程 度 取 り入 れ

た に もか か わ らず 、 ど う して も入 って こ なか っ た ものや 考 え 方 が あ る 、 とい う議

論 を き く。 技 術 情報 の体 系 化 がそ の よ うな フ ィル ターの 為 に 排 除 され て い る とは

思 え な い。 考 え得 る理 由 と して は 、 ひ とつ には 、技 術 導 入 ・消化 の プ ロセ ス にお

いて効 率 を求 め た 結 果 、 国 内 にお い ては そ れ ほ ど必 要 とされ なか った 、 情報 の体

系 化 とい う こ とに 、 注 意 を払 う余 裕 が な か った とい うこ とが あ ろ う。 この こ とは、

一 方 で
、 日本 人 が 自分 の 技術 に つ い て今 だ に客 観 的 に 眺 め るだ け の 眼 を 持 って い

ない とい うこ とを意 味 す る。 極 く最 近 ま で は、 この よ うな点 につ い て 考 え る必 要

もなか つた。 しか る に、 技 術移 転 に 限 らず 貿 易 障壁 に 関す る技 術 の 問 題 等 で 、 海

外か ら日本 の技 術 情 報 に対 す る要 望 が 高 ま るに つれ て 、 日本 の技 術 情 報 の 体 系 化

とい う問 題 は避 け られ な い もの とな って きた と思 われ る。

そ の 場 合 、 あ くま で海 外 へ 向 け て の もの で ある以 上 、 日本 独 自の 改 良 そ してそ

れ が必 要 とな った 日本 の特 殊 事 情 な どを含 む もので なけ れ ば な らな い。 つ ま り、

"す きま"が 埋
って い る必 要 が あ る。 これ を行 うた め には 、 言 うま で もな く、何

が独 自なの か 、 そ して 、何 が特 殊 なの か 、 とい う判 断 が明 確 に なさ れ なけ れ ば な

らな い。 そ して 、 そ れ らに つ いて ひ とつ の体 系 の 中で 、 しか るべ き位 置 づ け を与
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え な くて は な らない 。

そ の た め に は、 日本 独 自の 技 術 の 定 儀或 い は インデ ックス ・シス テ ムが必 要 に

な って くるか も知 れ な い。 検 索の 為 の項 目等 で 国際 的 に み て 共 通 で あ った方 が都

合 が 良 い とい う面 もあ る が、 何 よ り もま ず、最 も良 く日本 の 技 術 を説 明す る為 の

情 報 の体 系 化 が な され る必 要 が あ る。 もし、 こ う した 体 系 化 が 実 現 し、そ の イ ン

デ ソク ス ・シス テ ムが 広 く用 い られ る な らば 、 その 効 用 は 大 き な もの とな ろ う。

まず、 各 機 関 か ら出 され る様 々 な技 術 関連 情 報 に対 す る リフ ァレ ンス 情報 の 検 索

が容易 に な る。 例 え ば 、 各 種 規 格 の 設 定 ・変 更 等で 関 係 省 庁 が 通 達 を 出 した 場合

に、技 術 面 で の理 解 不 足 が誤 解 を生 み 、 それ が 非関 税 障 壁 と して 非 難 を呼 ぶ こ と

が ある。 こ う した ケー スは 防 ぎや す くなろ う。 又、 技 術 移 転 に お い て も、 同 様 に 、

企 業 が定 期 的 に 出版 して い る技 術 レ ポ ー トな どにそ の イ ンデ ックス ・シス テ ムを

適 用す れ ば 、 そ こに掲 載 され て い る記 事 につ い ての理 解 を助 け る こ とに なる。

日本 の 技 術情 報 の 体 系 化 は 、 ま ず 日本 語 で行 われ る必 要 が あ ろ う。 それ が 真 に

日本 の 技 術 を理 解 す る上 で役 に立 つ もの で ある こ とが 肝 要 で あ り、 英語 な どの 外

国語 にす る こ とは 先 に も述 べ た よ うに二 義的 な問題 で あ る。 但 し、外 国 を念 頭 に

置 いた 体 系 化 で あ る以 上 、 翻 訳 しや す い 明確 な 日本 語 が 望 ま しい の は 言 うまで も

なし(。

さて 、 この よ うに して、 日本 の 技 術体 系 が整 理 され 、 そ れ に基 づ い て各 種基 格

標準 等 が 位置 付 け され た とす る と、 どの よ うな こ とが 起 こ るで あろ うか 。 まず そ

れは 、欧 米 の体 系 に 比 較 した 場 合 の 、 日本 の技 術 体 系 の特 色 を 明 らか にす る こ と

に な る と考 え られ る。 そ の 中 に は 、 日本 の 技 術 に対す る 考 え 方 とい う もの が 色濃

く表 われ て くる で あろ う。 そ して 、そ うな って こそ、 海 外 に お け る 日本 の技 術 に

対 す る理 解 を深 め る こ とが で きる し、そ れ が で きては じめ て、 技 術 移 転 に 日本 の

技 術情 報 が ひ とつ の 役 割 を に な う こ とが で きる ことに な る。

日本 に おけ る技 術 情報 流 通 の現 状 を見 て ゆ く うち に、 以 上 の よ うな点 を痛 感 す

るに至 っ た。 先 に も述 べ た通 り、 一 方 で は欧 米 の技 術 体 系 に 基 づ い た 、木 に竹 を

継 い だ よ うな情 報 シス テ ムが あ り、 も う一 方 では、 各機 関 に よる種 々の系 統 だ っ

て い ない 情 報 が存 在 す る。 これ らを有機 的 に結 びつ け るに は 、 日本 の技 術 体 系 を
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明 らか にす る こ とが 不可 欠 で あ る。体 系 化 には か な りの時 間 と労 力 が必 要 に なる

と思わ れ る が、'技術 移 転 をは じめ 海 外か らの 日本 の 技 術 情 報 へ の 要望 に応 え て ゆ

くため に 、是 非 と も実 行 され な くて は な らない で あ ろ う。
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5.5情 報 シス テ ム 整備 の実 情

35.1情 報 システ ムの 効 用

(1)情 報 シス テ ムの 目的

技 術 移転 プ ロ ジ ェク トの 企 画 、実 施 に 必要 な情 報 は 多種 多 様 で相 手 国 に よ っ

て もさ ま ざま で あ る。 した が って 、情 報 が足 りなか った た め問 題 が生 じた 、 と

い う こ とが往 々 に して あ る。 しか し実 は 、情報 が あ るに もか か わ らず 整 備 さ れ

て い な いた め に利 用困難 で あ った とい う ケースが 多 い 。技 術 移 転 の た め の 情 報

シス テ ムは この よ うな問題 に 対 して 、技 術移 転 を 円滑 に、 か つ実 効 的 に 行 うた

め の支 援 シス テ ムで あ る。

(2)情 報 シス テ ムの イ メ ー ジ

技 術 移転 を実 効 的 に行 う、 とい った場 合2つ の見 方 が あ る。 つ ま り情 報 シス

テ ムの 利 用主 体 と して2つ が考 え られ る。

〔情報 システ ムの 利 用 主体 〕

① 技 術 供与 国 側

わが 国 が ある技 術 移 転 プ ロ ジ ェク トを海外 にお い て 実 施す る際 に相 手

国の 情 報 を知 りた い場 合 。

② 相 手 の政 府 あ る いは プ ラン ナ ー

相 手 国 が わ が国 の 技 術 を取 り入 れ るた め にそ の入 手 方 法 や技 術 情 報 な

どを知 りた い場 合 。

情 報 シス テ ムの あ り方 と して は これ ら2つ の 利 用主 体 い ずれ も重 要 で あ り、

双 方 の ニ ーズ を満 足 す る情 報 シス テ ムを検 討 して い くこ とが重 要 で あ る と考 え

られ る。

情 報 シス テ ム構 想 は これ ら双 方 の ニ ーズが ど こに あ るか とい った 、 い わ ゆ る

ニ ー ズ オ リエ ンテ ッ ドな ア プ ローチか ら生 まれ て こ なけれ ば な らな い。 当 シス

テ ム ズ1ア ナ リス ト ・ソサ イ エテ ィが数 年 前 に行 った 「技 術 移 転 実 態 調 査 」か

ら、 利 用主 体 ① の 情報 ニ ーズ の概 略 につ い ては と らえ る こ とが で き る。 た だ利

用主体 ② に つ い ての 情 報 ニ ーズの 調 査 は 、来 年 度 の計 画に 取 り入 れ て い る と こ
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ろ で あ る。

3.5.2技 術移 転 に 係 る情 報 ニ ー ズ

(1)技 術 供 与 国 の 情 報 ニ ー ズ

技 術供 与 側 が 必 要 とす る情 報 ニ ーズ を と りあげ て み よ う。

基 礎 的 な情 報

。気 候

。言語 ・宗 教

。習慣 ・民 族 性

間 接 的 な情 報

。社 会 構 造

。歴史

。伝統技術

。生物的能 力 ・基礎的能力

・・社 会 階 層 に よる格 差

・社会 階 層 の保 存

。社 会制 度

・行 政 組 織 の 弱体

・欧米 の社 会 制 度 の影 響

。教 育 制度

・基 礎 教 育

・技 術教 育

・職 業 訓 練

。イ ン フ ラス トラクチ ュア

・イ ン フ ラス トラクチ ュア

・医療 水 準 の低 さ

。資 材

・産業 発 展 の 阻害

・教 育 上 の 支 障

。労働 力 .

・技 術 者 の 管 理 者 の不 足
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・技 術者 の現 場 か らの 遊 離

直接 的 な情 報

。技 術 的 能 力

。マ ネ ー ジ メン ト能 力

。意 欲

(2)相 手 国 の 情 報 二]ズ

相 手 国 が 入 手 した い と思 われ る情 報 ニ ーズ を と りあげ て み よ う。

情 報 入 手 先

。官 庁.

。公 的機 関

。企 業

。大 学 ・学会 等

情 報 の 形 態

。技 術 紹 介 文 献

。雑 誌

。報 告 書

。特 許

。規 格

プ ロ ジ ェ ク ト情報

。分 野(企 業 力)

。内 容

Oカ ウ ン タ ・一パ ー ト

。関 与 した 国 際機 関

。資 金 カ ウ ン ター フ ァ ン ド

・期 間

。必 要 技術

。必 要 な人材

。発 生 した問 題
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関連技術情報

人物情報

。業種

。専問 分野

。実 績

そ の 他

(3)研 究 課 題

分散 して い る情 報 を体 系化 す る 前 に、 体 系 化 す る こ との メ リ ッ ト、 デ メ リッ

ト、 ま た そ の 必要 性 、 経 済 性 の評 価 等 を検 討 しなけ れ ば な らない。 移 転 分 野 に

よって は 情 報 シス テ ム化 が 不 可能 な もの 、 あ る いは そ の必 要 性 の ない もの が存

在 す るか も知 れ ない。 そ れ らを 明 らか に す る こ とが情 報 シス テ ムを 構 築 す る際

の キ ー ポ イ ン トで あ る。

3.53内 外 におけ る整備状況

技術移転 に関す る情報及び情報 システ ムの整備 を目指 した様 々な内外の動 きが

み られ る。そ れ らの概要を紹介す る。

① 科学 技術庁 の技術情報 ネ ッ トワーク

ア ジア科学協会連合(ASCA)加 盟15カ 国を対象 として、JICSTと の ネ

ソトワークを形成 し、技術情報を 提供す る構想で1980年 度 よリク リア リン

グ ファイルの英語版作成 、機関 デ ィレク トリ作成 を予定 している。

② 科学技術会議振興部会技術移転 分科会

科学技術会議は 「政府 の科学技術政 策の総合的 な推進 に資す るため」1959

年に 内閣総理大 臣の諮問機 関 として設置された。

技術移転分 科会 は 「技術移転に関す る政策を総合的に見直 し、科学技術情報

の流通、人材の養成 をは じめ とす る各種技術移転の イ ンフラス トラクチ ュアの

整備 をは じめ と して、研究成果 としての特許 ・ノウハ ウの移転 の促進、技術移

転 に促進、技術移転を専門 とす る機 関のあ り方、育成、援助 など、技術移転 に
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関す る諸問題 を検 討 し、技術移転の総合的な推進方策 を確立す る」事を 目的 と

して1979年7月 に第1回 会合 を開 き、以下の よ うな中間 報告書が とりま と

め られ ている。

討議内容は次の通 りで あるが、国際間の技術移転 に関連す る範囲 で取 りあげ

られてい る。

1
。

2

3

4

③

国有技 術、地方公設研究機関、大学所有技術の移転

民間技術

技術移転 における基盤整備(情 報、技術 コンサル タン ト、仲介機 関)

その他(国 外技術移転等)

開発のための国連科学技術会議

UNCSTD第1回 会 議 は1979年8月 ウ ィー ンで 開 催 され 、我 国 か らは 科

学技 術 庁 長 官 が 出 席 し、142カ 国 が 参 加 した 。

採 択 され た 内容 の うち 関連 事 項 は 次の 通 りで ある。

世界 的 国際 的 情 報 シス テ ムの設 立

(a)国 連 の フ ォー カル ポ イ ン トは 、 情報 提 供者 に関 す る情 報 を 各 国 の ナ シ

ョナ ル フ ォー カル ポ イ ン トに 提供 す る こ と。

情 報 依 頼者 は 、各 国 の ナ シ ・ナル フ ォー カル ポ イ ン トよ りこの 情 報 を

入 手 で きる こ と。

(b)情 報 依 頼者 は 、 自国 の ナ シ ョナル フ ォー カル ポ イ ン トに 限 らず に 他

国 の ナ シ ョナル フ ォー カル ポ イ ン トか ら も、 直接 的 に又 は 自国 の ナ シ ョ

ナ ル フ ォー カル ポ イ ン トを通 して 、 情報提 供 者 に 関す る情 報 又 は 情 報そ

の もの を入手 で き る こ と。

(c)国 連 の フ ォー カル ポ イ ン トは 、 情報 依頼者 が情 報 源 か ら必 要 とす る情

報 を得 る こ とが 困 難 な場合 には 、 そ の情 報 が得 られ る た めの 措 置を とる

べ き こ と。

④ ア ジ ア科学 協 力連 合(ASCA)

ア ジア諸 国 間 の 科学 技 術 協 力 を促 進 す るた め、1972年 に設 立 し、 わ が 国

は第1回 よ り参 加 して い る。
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活動 内 容 は年1回 の各 国 持 ち まわ りの 定期 会 議 の他 、 各 国科 学 技 術 活動 に関

す る情 報 交 換 、 各 国 共 通 問題 につ い ての セ ミナ ー開 催 等 で あ るが、 常設 事務 局

は ない 。

⑤TECHNONETASIA

東 南 ア ジア9カ 国(ス リ ラン カ、 タ イ、 バ ング ラデ シ ュ、 香 港 、 イ ン ドネ シ

ア、韓 国、 マ レー シア、 フ ィ リ ピン、 シ ンガポ ー ル)に お け る技 術普 及 員 が 骨

格 とな って 介 在 す る情 報 サ ー ビス ネ ソ トワー ク プ ロ ジ ェク トで あ り、 カナ ダの

IDRCが 資 金 援 助 を し、 事務 局 は シ ン ガポ ール に あ る。

⑥RCTT(RegionalCenterforTechnologyTransfer)

ESCAP加 盟 国 へ の技 術 移 転 を 目的 と して イ ン ド、 バ ン ガ ロー ルに設 立 され 、

1977年7月 よ り活 動 を 開始 した 。 そ の機 能 は 、 次 の よ うな もの で ある。

(a)ク リア リング

残 術 資 料 、技 術 契 約 の 情 報 、 科学 技 術 政 策 、 資 源 等 デ ー タバ ンク、 コ

ンサ ル タ ン ト ・エ ン ジニ ア リン グ企業 の 紹 介

(b)技 術 の 評 価

(c)ト レ ー ニ ン グ

(d)そ の 他
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第4章 今 後の課題

技 術 移転 に 関 す る研 究 に よって、 これ ま で 明 らか に され て きた点 を要 約 す る と;

(1)技 術 移転に必要 な情報は技術その ものばか りでな く、技術移転の当事者

を囲む、社会、経済、政治等の環境情 報 が必 要である。 、

(2)技 術移転に必要 な情報は技 術その ものに関する情報、技術移転のための

環境情報共に情報 としては多量に存在す るが体系化 されていないため、利

用が困難iである。 ・

(3)技 術移転情報の体系化 を進 めてい くには、技術移転に対 する動機付けが

希薄 であ り、かつ体系化の方法論 が出来上 っていない。

とい う3点 に な る。 従 って今 後 の 課 題 と して重 要 な こ とは、 技 術移 転 を行 う動 機

を探 る手 がか りを検 討 す る こ と、 技 術移 転 情報 を体 系 化す る枠 組 み を与 え る こ と

で あろ う。

第 一 の"動 機 付 け"に つ い ては 、 国 際 的 な政 治 、 経 済 の局 面 か ら、 南 北 問題 、

東 西 問 題 の 中 で技 術 移 転 を 考 え 直 して み た い と思 う。第 二 の"技 術移 転 情 報 の体

系 化"に つ い て は情 報 シス テ ムの イ メー ジ を撹 棄 して み た い と考 え て い る、 各れ

に して も、 既 に技 術 移 転 とい う言葉 は 云 い ふ る され れ て い る言葉 で あ りなが ら、

そ の 関 係は なか なか つ か め ず、 依然 と して 政 策 ら しい 政 策は 国 際 的 に も、 国 内 に

於 い て も出 さ れ て い ない 。 この技 術 移転 を 情報 問 題 と結 びつ け る こ とに よ って、

有 効 な技 術 移 転 政 策 が打 ち 出や るか ど うか が、 次年度 に持 越 さ れ る課 題 で ある。

4.1技 術移 転 と移 転 国 に おけ る位 置 付 け

4.1.1技 術 中立 性 の幻 想

工 業 、 農 業 の 両 部 門 で の技 術 移転 に つ い て調 査 を重 ねて い く うちに 、単 に 「技

術移 転 」 とい う広 い概 念 に よ って捉 え られ る現 象 が、 技 術 を移 転 す る側 、移 転 さ
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れ る 側 との間 に異 った 意味 を 持 つ こ とが わか って くる。 勿論 、 技 術 移 転す る側 に

した と ころ で、 そ の 主体 が政 府 か 、 民 間 企 業 や 民間 団 体 に よる もの か に より、 或

/い は 、研 究機 関、 行 政機 関、 企 業 とい った違 い に よ って 、 か な り異 った意 味 を も

って い る。

こ こで は、 こ う した技 術 移 転 の 当事 者 に 係 る技 術 移 転 に対 す る、 か な り自己本

位 な概 念規 定 か ら離 れ て、 可 能 な限 り純 粋 な技 術 を と り出す こ とに よ って 、 よ り

円滑 な技術 移 転 が行 われ る よ うな方 途 を探 るた め の調 査 研 究 を進 め て きた 。技 術

そ の もの は本 来 中立 な もの で あ る との 認識 か らで ある。 しか しなが ら、 原 子 力 問

題 を は じめ様 々 な歴 史 的 な現実 は 、 技 術 が 中立 で あ るに もか か わ らず、 技 術 そ の

もの を純 粋 に社会 か ら切 離 して取 出 す こ とが 出来 ない こ とを教 え て きた。 ベ ニス

の 商人 シ ャ ロ ックに して も、1ポ ン ドめ 肉を血 を流 さ ず に切 取 る こ とが 出来 なか

った よ うな もの で あ る。

中 間 報告(当 委 員 会 活動 の 前 身 と して の プ ロジ ェク トが年 に ま とめ た)で は、

そ れ で も限 られ た 範 囲 で、 技 術 を 中立 化 した うえ で、 技 術移 転 の 真 の 障 害 は何 か

とい うこ とを 明 らか に した。 特 定 の工 場 や 現 場 に 限 った 技 術移 転 につ いて は 、実

験室 で 行 うプ ロセ スの よ うに見 て い くこ とが可 能 で ある。 しか し、 実 験 室 の 成 功

が 国 と国 や 、'国際社 会 をベ ース に した場 面 での 成 功 に結 びつ くとは 限 らない 。 或

いは全 く異 質 の 問題 を 提起 す る。 今 回 の研 究 で、 改 め て技 術移 転 を広 義 に取 扱 う

こ とに した の は 、一 つ には 、 国 際社 会 の 急 激 な変 化 に よ って 、 技 術 移転 が持 つ意

味 が 国 際間 の 経 済 関係 に 直接係 わ りを もつ よ うに な った こ と、 二 つ に は実 験 室 的

な技 術 移 転 の成 功 の 為 に も、技 術移 転 の 全 体像 を把 握 して お きた か った 事 、そ し

て第 三 に、 情 報 問題 として技 術移 転 を検 討 の頚 上 に事 せ よ う とす る際 に は 、技 術

移転 問題 を広 義 に 扱 わ ざる を得 ない か らで あ る。 後述 す る が、 云 うま で もな く、

情 報 を 媒介 と して 技 術 移転 を考 え る こ とに なれ ば 、一 技 術者 と技 術 者 の 対 応 で は

な く、 多数 の技 術 者 と多 数の 技 術 者 が 時間 、 空 間 を超 え て係 りを もつ こ とに な り、

社 会 と社会 を結 ぶ 複 雑 な シス テ ム とな る。 社 会 の 内 外 に様 々な イ ンパ ク トを与 え

る こ とに なろ う。

そ れ で は技 術 移 転 が 如何 に国 際性 を もつ 問題 が、 この問 題 が単 に技 術 者 が 自 ら
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の技 術 の 周辺 で適 当 に扱 って い る よ うな問題 では ない こ とを 述 べ て い きた い。

4.1.2国 際社 会 の 中 で の技 術 移 転

日本 で もプ ラ ン ト輸 出 は 盛ん に行 われ て い る が、未 だ満 足 す べ き レベ ル に達 し

て い るわけ では な く政 府 と して も プ ラ ン ト輸 出の振 興 に 力 を入 れ て い る と ころで

ある。 と ころで 、 この プ ラ ン ト輸 出 が行 われ る際 、輸 入 国 側 で 最 近 なに よ り問題

にす るのは 技 術 移転 で あ る。 又最 近 、 途 上 国や 共産 国 の 一 部 で 盛ん に合 弁 企 業 を

先進 国 と作 りた が る国 が あ るが、 これ も狙 いは 技 術移 転 で あ る場 合 が極 め て多 い

と思 わ れ る。

プ ラン トを受 入 れ る国 と して も、 そ の プ ラ ン トを長 期 間 に わ た って稼 動 させ て

い くに は技 術 的 な蓄積 が どれ ほ ど必 要 か 身 に しみ て わか って きた よ うで あ る。 し

か も、 その プ ラン トに 限 った技 術 だけ で は 不足 で あ る こ と もわ か って きたの で、

技 術訓 練 学 校 を作 る とい った こ とま で要 求 して くる ケ ース も あ る と聞 く。 これ が、

今 回 調査 で も提 起 され た 、IndustrialCo㎜onSenseの レベ ル ま で 必要 だ と

す れ ば、 技 術 移転 の裾 野 は一 般 教 育 の 範 囲 に及 び、 途上 国 側 の 認識 が 高 ま った場

合 、 プ ラン ト輸 出1件 に付 加 され る技 術移 転 分 野は 極 め て大 き な もの に な りか ね

ない。

しか も重要 な こ とは 、 先進 国 と途 上 国 との 間 の技 術移 転 に つ いて 途 上 国 側は 技

術移 転 は 先進 国 の途 上 国 側 に対 す る義務 で あ り、 無 料 で技 術 移 転 を行 うべ し とい

う態度 を と って い る こ とで あ る。 勿論 、 個 々の契 約 に お いて 、 ロイヤ リテ ィそ の

他技 術 を 金額 で評 価 して い る もの に つ いて は 、そ れ な りに コス トの 回収 を行 うこ

とが 出来 る が、 そ れ 以 上 の 技 術移 転 を求 め られ る場 合 もあ る。特 に 、 日本 の よ う

に無 形 の技 術 や 、 情 報 を 売 買 の対 象 と して 考 え る習慣 の 無 い場 合 に は 、技 術 指 導

を無 料 で 行 う こ とが 多 い と考 え られ る。 技術 移 転 につ い て 先進 国 側 と して は 当然

無 償 で行 うぺ し とい った考 え 方は 論 外 で ある。 しか し、論 外 です る とい う極端 な

議論 が行 われ るの が、現 在 の 南北 問 題 で あ り国 際社 会 の 現 状 で あ る こ とを認識 し

て おか なけ れ ば な らな い。

南北 間 だ け で は な く、 東 西 間 に 於 い て も、 ス ロー ガ ン と して は 出 され て い な く
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て も、東側の国 々は西側 との技術格 差を強 く意識 してい る。先に述べた合弁 会社

を作 って合 法的 に技術 を盗 む とい う考え方 もあれば、西 側か らの借金を西側の輸

出 した プ ラン トか ら生産 され る製品で返済 しようとい うの も良 く考 えてみれば西

側の技術水準を確保す るための方策だ と云えな くもない。勿論 、東側に外貨が極

端に不足 してい るこ とが第一の理 由であることは わか ってい るが、東側が技術力

が劣 っていて、質の 良い製品が出来 ず、西側への製品 輸出が進 まない とい うこと

も事実で ある し、石油掘 さ く技術を始め、重要 な技術 の一部は なん として も西側

か ら入れ ない技術 である。一方、 中国が技術移転にかけ る情熱 は、その 「四つの

近代化 」で明示されてい る通 りで あり、 日本 は第一の標的 として、 あらゆる機会

を通 じて 日本の技術 を中国へ移転 させ ようと狙 っている。

この ように南北東西 と複雑 に絡み合 う国際社会の中で単 に善意 の技術移転 とい

う考え方が通用 しな くなって きてい るこ とは確かで あろ う。善 意で技術移転 した

技術に よって移 転 した側が殺されか ねない こ とは、想像 力の強い人 々だけの不安

では ない。国際社会 を力の 論理で考えてい る先進 国の 多 くは、技術移転 を技術者

の問題で ある とか、特殊 な国際全域のテ ーマだ と無 関心で済 ませて はい られ ない

ことを良 く知 ってい る、次に 日本 の立場を中心 に技術移転の政治性 について更 に

考えてい くこ とに しよう。

4.1.3技 術移転 の政治性 と日本

ドイツの ブ ラジルに対す る技術政策 を例に挙げて、5年 以 上 も前か ら日本 の技

術政策に対 して きたが、技術を媒介 とした 日本 の対外政策の基本 戦略 は未だ確立

されていない。技術立国 と言われ る日本 の政治感覚の欠如 には驚 くべ きものが あ

る。

個 々の技術移転 について、その政治的意味を考え るのは勿論で あるが、技術移

転全体の政治的 な意味を考えてお くことが必要で ある。 日本 で も馴 じみの深い コ

コムで も明 らか な ように東西関係 の中では米国の言語取 りに よって技術移転 に枠

がはめ られて きた経緯 はある。誰れ も技術をいつ まで も箱 の中に入れ て外に出さ

ない ことが出来 るとは思 っていないか ら、 こ うした制限的 な ものは時間的 に技術
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移転 を 遅 らせ る作 用 しか ない こ とは わか って い るが、 少 くと も技 術 の 持 つ 政 治 的

な意味 が如 何 に大 きいか を良 く知 って い る 国 のや る事 で あ る。 日米 関 係 で も、 米

国 側 に技 術 に強 い 関 心 を示 し、 両 国 の 首 脳会 議 で も米 国 側が言 及 す る場 合 が多 い

よ うで ある。 不 幸 な こ とに 、 日本 の新 聞 記 者が、 そ の重 要 性 に気 付 か ず十 分 に フ

ォ ロー して い な い と云 う こ と も聞 く。

技 術 移転 を遅 らせ る こ とが 良い とい うの で は無 論 な いの だ が 、 日本 に有 利 に な

る よ うに技 術 移 転 を行 うこ とが肝 要 で あ る。

こ こに 良い例 が あ る。 日本 の 工 業 規 格 と云 え ば誰 れ も良 く知 って い るJISが

す ぐに 思 い浮 ぶ 。 誰 れ もJISが 無 い 世 界 を 想像 す るのは 難 しい。 日本 の 隅 々迄 、

大 工 場 か ら家 庭 に至 る身 の回 わ りにJISが ある。 しか し、 この よ うな標 準 規 格

を持 た ない 国 は世 界 中に沢 山 あ る。 途 上 国 で は ネ ジ1つ 標 準 化 さ れ て い な いか ら、

工 業 化 を進 め よ う と して も非 常 に細 い とこ ろか ら障 害 が生 れ て くる。 ブ ラ ジル や

シン ガ ポ ール とい った 中進 国 は 今 や 自国 の 工 業規 格 を作 ろ う と して い る。 と ころ

が、 数 年 前 、 ア ル ジ ェ リアの 工 業 省 の 関 係 者 が や って来 た時 に 、 工業 規 格 を 作 っ

てお か なけ れ ば困 るの で は な いか と質 問 した ところ、そ れ は プ ラン トを 輸 出 しな

い国 が 考 え る こ とで 自分達 は 何 の 不 更 もない と云 って い た。 と ころ が 、各 国 に プ

ラン トを作 らせ て、 そ の プ ラン ト間 の イ ン タ ー フ ェース を とる こ とは大 変 な こ と

で あろ う。

ドイ ツは 、 途 上 国 に工 業 規 格 を作 らせ る こ とに熱心 の よ うで あ る。 これ は ドイ

ツのDIN規 格 を真 似 た規 格 が 出来 る と自国 の工 業 品 を輸 出す る の に便 利 だ か ら

で ある。 一 度 この よ うな規 格 が 出来 て しま え ぱ、 将来 に渡 って ドイ ツの 立 場 は 非

非 に有 利 に な る。 名 目は 技 術 協 力 で あ るが 、完 全 に 国家 戦略 で あ る。 ど うせ 技 術

移転 が進 行 して い くの な ら、 よ り有 利 な立場 に立 った考 え 方 を と って い くべ きで

あ ろ う。 国 際的 な動 きの 中に は 、 国 際標 準規 格 を作 って 世 界的 に 統 一 を考 え て い

る よ うだ が、 これ も米 国 や 、 欧 州 の規 格 が 世界 の大 勢 に な って しまえ ぱ 、 日本 の

立 場 は 更 に不 利 に なる。

日本 政府 が 、技 術 移 転 を 国 際外 交 上 の 政 治 的 な課 題 と して 真 剣 に取 組 む こ とを

望 み た い 。
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以上、技術 移転 が もつ重要な意味 を広義 に把え、今後の課題 が何処 にあるか を

述べた。次に、 この ような背景を もつ技術移転の展開に あた って、具体的 な施策

の1つ で ある技術移転情報 システ ムについて述べてい きたい。

4.2相 互的技術移転のための情報 の役割

4.21技 術移転 される側の 自覚

技術移転を行 う側にその政治的或いは経済的 な動機が 明確 であれば技術移転が進

展す る ことを述べて きた。その逆に技術移転 を受ける側に も、途上国の当然の権

利、先進 国の義務 としての技術移転 を叫ぶだけではなく、 技術を受け入れ る意味 を

正確 に促え、動機を 明確にする必要が あろ う。先進 国か ら途上国への技 術移転の

場合 、前述の通 り途上国側の論理が ある。つま り先進 国は途上国の犠牲の うえ に

高度 の技術 を発展 させ、それに よって更に利益 を得 ている とい う論理で ある。 勿

論、そ の ような考え方 もあろ うが、仮 に先進 国がその論現に従 って途上国側に技

術移転 を行 った として も、長期的には途上国に技 術が根付 くとは思われ ない。本

心か ら技術 を求 め るのであれば、国民の技術教育か ら始めなければな らない。手

っ取 り早 く技術 を ものに しよ うとい う気持は わか るが、 これは間違 ってい るよ う

に思われる。我 国は本心か ら技術 を求 めた国 として、 どの国に対 して も良い手本

となる。技術 を買 う為の金 もな く、他 の国か ら技術者を沢山連れて きて働かせる

だけの力 もな く、 とにか く自力で技術 開発 ができる力をつけて きた。確か に多 く

の外国の技術 を導 入 して きたが、導入 した技術 を 自国の技術 として吸収す る力を

もっていた。 日本 の技 術文化は接木文化 とい う人 もいるが、接木が出来 るこ とが

重要 なので ある。 目下、先端の技術の 中に、人工衛星である とか、原子力分野の

技術が ある。 この分野では米国である とか、 ある特別の国が先行 しているこ とは

わか ってい るか ら日本は独 自の開発を止めて、米国 な りの国でその技術が完成 し

た時に導入する こ とがで きれば開発費が節約で きる とい う意見 がある。 ところが

仮 に 日本がその技術 を独 自で完成 で きなか った として も、 自主 開発を して きた技

術的蓄積は、い ざ他国か ら技術移転 を受け る時に大 きな力を発揮す る。導入 した

技術 を 自らの ものにする ことので きる鍵は ここにある。
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日本の例 で もわか る通 り、技術移転を受ける側の環境作 りが あって、強 い技術

指向が ある場合 にのみ技術は移転す る筈である。

'

技術移転を行 う強い
動機、(政 治的、経
済的、その他)

〉

情
報
シ
ス
テ
ム

一(被 技術移転側)

技術移転を受けたい
強い動機、(政 治的
経済的、技術的)

途 上 国の 中に は 、 政 治 的 な 発言 で技 術 移転 を勝 ち取 ったつ も りで、結 局 、 ・一時 的 な

技 術移 転 を受 け た だけ で 自国 に技 術 が 根付 か ない 愚 を繰 返 す こ とに な る国 もあ る。

我 国 は、 あ らゆ る国 際 的 な場 で、 日本 が積 み 重 ね て きた努 力 を説 き、 途 上 国 に 失

敗 をさせ ない よ うにず るべ きで あ る。 技術 移 転 に 関 して 日本 が イニ シア チ ブを と

って、 移 転 側 、 被 移 転 側 の 調整 をす る最 も適 当 な立場 に あ る と考 え られ る。

しか し移 転 側 と被 移転 側 との間 に 立 つ に して も、我 国 の 場 合 、政 治 的 な力 を 使

って調 整 す る こ とに なか なか難 しい 。 そ こで、 こ こま で再 度 触 れ て きた 「情報 」

の 活 用に よって 、 この 役割 を果 して い く こ とを 考 え た い。

4.22技 術移 転 情 報 シス テ ムの イ メー ジ

技 術 移転 を 行 う側 、 受 け る側 共 に十 分 な意欲 が あ って も、 これ まで 述 べ て きた

通 り、 技術 移 転 を 円滑 に行 うには全 くの 障 害 が あ る。 この 障害 を取 除 くた め には 、

双方 が 更 に努 力す る こ とが必 要 で あ る。 特 に被 技 術移 転 側 は 前節 で述 べ た よ うに 、

接木 の 出来 る状 態 に技 術 的 レベ ル を上 げ 、技 術 的 ポテ ン シ ァ リテ ィを上 げ て お く

必要 が ある。 技 術 移 転 側 の 政 治的 、 経 済 的 思惑 を避 け よ う とす る な らば、 ロイヤ

リテ ィを払 って 技 術 を導 入 し、そ の 技 術 を もの に して しまえ ば よい。 技 術 に 対 す

る対価 を支 払 え ぱ 、 そ の 段 階 で両 者 の 関係 は対 等 と なる。

本 来 技 術 移 転 を 受 け よ う とす る側 で は、 必 要 な技 術 を 自 由に ア ク セ ス して情 報

と し受 け 入 れ るの が好 ま しい。 叉 情 報化 され た技 術 を十 分 に 活 用 で き る こ とが、
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被 技 術移 転 側 の レベ ル と して最 低 限 望 ま しい レベ ル で ある。 この情 報の 中身 は 、

あ る場合 には 図面 で あ り、数 値 で あ り、 文 章 で あ り形 態 は 様 々で あ るが 、 少 く と

も、 こ う した情 報 の 形 で利 用 で きる こ とが 条 件 で あ る。 技 術移 転 側、 被 技 術 移転

側 共 に この情 報 を共有 す る シ ス テ ムを考 え る。

以 上 、技 術 移 転 を 受 け る 側の 自主 的 な技 術 力 向上 を前 提 と して3つ の技 術 移転

情報 シス テ ムを 提示 して、 今 後 の 検 討 の糸 口に したい 。

(1)ア ジア地域 に 於 け る情 報 セ ン ター(図4.1参 照)

① 科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー

② 特 許 情 報 セ ンタ ー

③ 標 準規 格 情 報 セ ン タ ー

技 術 に 関 す る情 報 を収 集 し又 提供 す る シス テ ムは 既 に我 国 に於 いて も推進

され て い るが 、 国 際的 な もの を含 めて 更 に数 多 く設置 して い くこ とが 必要

と なろ う。何 よ りも、 多 くの人 々 が利 用で きる よ うに 考 え て い か なけ れ ば

な らな い。 又 情 報 セ ン ター 同 志 が相 互 に或 いは 、 多 元 的 に 利 用 し合 い、補

完 し合 え る よ うに す る こ とが 重要 で あ る。 この点 に つ いて は 、 ア ジア地 域

で 日本 が どの よ うな役 割 を果 す べ きか は 明 らか で、 しか も比 較 的 技 術 力の

無 い北 東 、 東 南 ア ジアの 諸 国 と連 携 を とる こ とに よ って、 他 の地 域 に 先 が

け て、 「ア ジア技 術 情 報 網 」 を作 る こ とが可 能 で あ る。

(2)技 術 移転 の た め の環 境 情報 セ ン ター(図4.2参 照)

本 情報 セ ン タ ーに収 集 さ れ る情報 の 内容 に 関 して は 、 気 候 、 風土 に始 ま

って 相 当数 の 項 目を列挙 して きた通 りで あ る。 これ は 現 在 ア ジア経 済研 究

所 の シス テ ム に あ る投 資 環 境 の 情 報 シス テ ムや、 各 種 の他 の 用途 向け の シ

ス テ ムか ら必 要 な情 報 を抜 き 出 して 再 編成 す る こ とに よ って得 られ る と考

え られ る。 従 って この セ ン ターは 場 合 に よ って は 独 自の ファ イル を もつ こ

とは な く、幾 つ か の情 報 シス テ ムを結 ん で、 情 報 を 取 出す と とが 出来 る機

能 を もつだ け で よい か も知 れ ない。 この ジス テ ムは 日本 の 中 に早 急 に作 る

べ き もの で あ ろ う。
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(3)情 報 機 器 利 用 に よる技 術 移 転 シス テ ム(図4.3参 照)

コ ン ピ ュー タ ー、 映 像機 器 、通 信 機 器 等 あ らゆ るハ ー ドを利 用 して 、 日

本 か ら直接 、 海 外へ 技 術 移 転 を 行 う方式 で あ る。 い わ ば リキ ー ト ・コ ン ト

ロール に よる技 術 移転 で あ る。

これ も、既 に電 話 及 び テ レ ックスの 利 用 に よって部 分 的 に は 行 われ て い

る。 国 に よ っては ↓ この場 合 の通 信 費 用を 援助 ベ ース に乗 せ て い る と も聞

く。 日本 で も当然 援 助 ベ ース に乗 せ て特 定 の国 とは技 術 移 転 援 助 通 信 シス

テ ムの 契 約 を行 って も良 い と思 う。 出来 る こ とな ら、 この た め の 通 信 衛 星

を打 上 げ る こ とを考 え て も良 い の では ない だ ろ うか。 通 信 費 用の 問 題 を除

け ば、 技術 的 な問 題 で解 決 で きる の では ないか と思 われ る。

技 術 移 転 情 報 の 体 系化 に つ い て は 、 内容 か らで は な く形態 か ら以 上 に述 べ て き

た よ うに3つ に分 類 出来 る。 即 ち、

(1)技 術 情報
}一 般 情報

(2)技 術移 転 環 境 情 報

(3)技 術 移転 情 報}個 別 情 報

で あ り、 一 般 情 報 の拡 充 、 調整 を進 め て い く一 方 、個 別 情報 は 実 施 主 体 が 企 業 ベ

ース に な る こ とも多 い ため 、 ハ ー ド面 の機 能 の整 備、 ソフ トと して 制 度 化 、 援 助

ペ ースへ の 組 み込 み の努 力 を 推進 して い くこ とが肝 要 で ある。
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図4.1ア ジア地 域 に お け る情 報 セ ン タ ー

図別情報センター

地理学

情報 センター.

人類学、民族学

情報 センター

@技 撒 セ…

⑳ 国賊 情一

投資経済情報センター

済 協力情報 センター

珍 技鱗 櫟 報セ・・一

図4.2技 術 移転 の ため の 環 境 情 報 セ ン ター

ス テー シ ョン

日 本

一 ① 技術教育プ・グラム

② トラブル ・シューティング

③ 検 査

図4.3情 報 機 器 利 用 に よる技 術 移転 シス テ ム
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資料1発 展 途 上 国 に お け る開 発 プ ロジ ェク トの分野 と課 題

(1)工 業 と農 業 の バ ラ ンス

発 展途 上 国 の理 想的 な経 済 発 展 方 式 は 、農 業 と工 業 の バ ランス の とれ た成

長 に あ る。 抽 象 的 に い うな ら、 発 展 途 上 国 の国 内市 場 の成長 の 指 標 に、 工 業

発 展 が 使 われ るた め に は 、農 業 生 産 力が 増大 して 、 工業 成 長 に補 完 的 に農 業

経 済 力 が機 能 し うる態 勢 に なけれ ば な らない。 なぜ な ら、 農 業 部 門 の低 成 長

は 、 発 展 途上 国 に あ って は 、例 外 な く工 業 製 品市 場 の拡 大 の 障 害 とな って い

る と同 時 に、 食 料 自給 は 出来 ず食 料 を輸 入 に頼 る構 造 を生 ん で い るか らで あ

る。 資本 面 での 流 出 を防 ぎ工 業 生 産 に余 力 をむ け るに は 、農 業 生 産 効 率 を高

め て、 食 料 自給 に導 び くこ とが 、低 開 発国 の 開発 プ ロジ ェク トを実 施 す る上

での まず第1歩 なの で あ る。

しか し、 発展 途 上 国 のGDPが 農 業 生産 に よ って支 え られ て い る構 造 で あ

って も、 徐 々に で も、 工 業 比 率 を上 昇 させ 、最 適 な比 率 バ ラ ンス ま で も って

い くこ とが 、重 要 で あ る こ とに 違 い は ない 。 低 開発 国 へ の技 術 移 転 プ ロ ジ ェ

ク トの 企 画 、実 施 の 局 面 で は 、 技 術移 転 を行 う側 も、 受 け とる側 も、 常 に 当

該 国の 農 工 業 の ア ン バ ラ ンス の 現実 を理 解 し、 バ ラ ンスの とれ た 状 態 を念 頭

に置 き なが ら実 施 す る こ とが 肝 要 なの で あ る。

② 資源 とバ ー ターの 開 発 プ ロジ ェ ク ト

発 展 途 上 国 が 資源 を保 有 す る場 合 、合 理 的 で 、均 衡 の とれ た経 済 発 展政 策

を とるた め には 、 自国 内の 諸 資 源 を有 効 に活 用 して 、先 進 国の 農 工 業 技 術 を

導 入 し、 これ を 国 内 に根 づ か せ な くて は な らない。 この 際 の障 害 とな るの は 、

劣 悪 な地 理 的条 件 、 気 候 条 件 な どや 、教 育 水 準、 言 語 、 宗教 的 風 俗 習慣 の 相

違 な どで あ る。 社 会 基 盤 の整 備 に 、 多大 の 労 力 と費 用 を投下 して 、 まず この

障 害 を克服 せ ねば な らない 。 結 局 、 発 展途 上 国は 、み ず か らの 努 力 で、 この

ハ ンデ ィを乗 り越 え ね ば な らな い。 先進 国 よ りの技 術 援 助 にの み 依存 す るだ

け では 、成 果 の 蓄 積 は 困 難 で あ る。 自国 の 諸 資源 が 、 枯 渇す るま え に、 技 術

導 入 を 完 了 させ る宿 願 が 、 発 展途 上 国 に 常 に つ きま とってい るが 、 諸 資 源 と

バ ー タ ーで実 施 さ れ る こ との 多 い技 術 移 転 プ ロ ジ ェク トの実 施 は 、 発 展 途 上
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国 と先 進 国 の ギ ャ ップ故 に、 性 急 に 、 高度 な技 術 を、 自国 の経 済 利益 のみ を

追 求 す る姿 勢 を改 め るぺ きで あ ろ う。

(3)こ れ ま での 開 発 プ ロジ ェ ク トの 結末

60年 代 まで の 欧 米 主 導 に よる、 発 展途 上 国 へ の技 術 輸 出体制 は 、60年

代 の終 りか ら退 潮 をは じめ 、73年 の 石油 シ ョ ックを契 機 に、 問題 点 が浮 き

彫 りに され て きた。 そ れ は 債務 超 過 国 と中進 国 の格 差 問題 、 産油 国 な どの有

資 源 国 と非 資 源 国 の国 際的 発言 力 の格 差 問題 な どに具 体 化 して い る。60年

代 の 工業 開 発 と、補 完 す る農 業 開 発 とが、 発 展 途 上 国 内 の利 権 主 義 に基 づ き

立 案 さ れ た結 果 、著 しい経 済 停 滞 、 失業 、 イ ン フレ な どを 惹起 した 国 と、 農

業 開 発 を 中 心 と した総 合的 な プ ロジ ェ ク トの 実 施 に成 功 した こ とに 加 え、 国

際 競 争 力 の あ る農 工業 生 産品 の 開 発 に 注 力 した 国 との格 差 で ある。 例 え ば 、

トル コ、 ユ ー ゴ、 チ リ、 ア ルゼ ンチ ン な どの 国 々 や、 ア フ リカの非 産 油諸 国

が 前者 で あ り、 韓 国 、 シ ン ガポ ー ル、 台 湾 、 メキ シ コな どの 中進 諸 国 が 後者

で あ る。

、73年 以 降 、石 油 コス トの 上 昇 に よ り、 放 漫 経 営 の 前 者の 国 々は 、莫 大 な

債務 国 とな り財 政 は破 た ん し、経 済 的 自力回 復の 余 力 が 、全 くない ま での 打

撃 を被 った。

自国 内 に 、諸 資 源 を もた ぬ これ らの 国 々では 、 農 工 業 開 発 の プ ロジ ェ ク ト

の遂 行 に も支 障 を きた し始 め てい る。 つ ま り、欧 米 主 導 型 の技 術 開 発 プ ロ ジ

ェク トでは 、 欧 米 諸 国 の政 府 レベ ルの 保 証 に よる。 民 間銀 行団 か らの 借 入 に

よ って 実 施 され て きた た め 、単 に石 油 コス トの上 昇 に よる イ ン フ レ不 況 の 発

生 のみ に と どま らず 、 債 務返 済 の 不 能 とい う形 を と って、 問 題 を根 の深 い も

の に して い る。80年 代 前 半 に は、 これ ら諸 国 の 、 破 産 が宣 告 され る事 態 も

予 想 さ れ て い る。 従 って 、農 工 業技 術 開発 プ ロ ジ ェク トに何 らか の 見 直 しの

時 期 が 訪 れ る こ とは 明 白 で あ り、 そ の結 果 、・経 済 的 自力発 展 を促 す 、 プ ロジ

ェク ト本 来 の成 果 を見 届 け る こ とは お ろ か、 投 資の 政 府 保 証 も危 ない 悲 惨 な

結 末 とな る恐 れ が あ る。

80年 代 の 開 発 プ ロジ ェク トでは 、60年 代 の 開 発 プ ロ ジェ ク トの 失 敗 の
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つけ が 、 先進欧 米 諸 国 に も回 って くる とい う環 境 の なか で 、実 施 され る事 で

あ ろ う。

(4)欧 米 主 導 型 プ ロジ ェク トとわ が国

60年 代 の 欧 米 主導 型 の プ ロジ ェク トは 、 どれ もが発 展 途 上 国の 資 源 め あ

て の、 資 源 加 工 型 の工 業 技 術 で あ った り、 自国 の農 工業 生 産 物 の供 給 市場 づ

く りの た め に な され る一 方 的 技 術 援助 で あ った 。 しか し一 定 の成 果 を納 め て

きた背 景 は 、 主 と して 、歴 史 的 な沿革 に よる面 が 、 濃 厚 で あ る。 しか し、 長

い植 民 地 経 営 の 実 績 を もつ欧 米 諸 国 に よって 、 独 占的 に推 め られ て きた 、 先

進 国技 術 輸 出は 確 固 た る地 位 を保 って い る。 わ が 国 の農 工 業 技 術は 、 決 して 、

世 界 に ひけ を とる もの で は ないが 、何 故 か 、技 術 力 を 必要 とす る農 工 業 開 発

の実 施 段 階 では 、 わが 国 に入 札 権 す ら与え られ ぬ ケ ース が 多 い。

しか し、 欧 州 諸 国 主 導 型 の プ ロジ ェ ク トの 失 敗 例 の 多 発 や、 社 会主 義 低 開

発 国 の 出現 と と もに、 中 東 、東 南 ア ジア諸 国 中 に、 穏 健 な わ が国技 術 導 入 を

要 望す る声 が 高 ま って きて い る こ とは 、特 筆 す べ き傾 向 で あ る。

(5)技 術 移 転 プ ロ ジ ェク ト推進 の課 題

開発 プ ロ ジ ェ ク トの 、 実 施 と稼 動 に 、有 効 な技 術 の 移転 を行 うた め には 、

移転 を 必要 とす る、 当 事 国 の 固有 の 開 発 ニ ー ズ の把 握 が 重 要 で ある。 この ニ

ーズ の誤 解 こそ が
、 今 日の 技術 移 転 プ ロ ジ ェク トの 数 々の 失敗(技 術 が根 づ

か なか った とい う意 味 で)の 原 因 で あ る と言 って過 言 で は ない。技 術 移 転 プ

ロ ジ ェク トに お け る フ ィジ ピ リテ ィス タデ ィの段 階 で、 先進 国側 は、 発 展 途

上 国 の技 術 ニ ー ズの精 確 な把 握 が必 要 で ある。

80年 代 の プ ロ ジ ェク ト推進 には 、 前述 した 債務 超 過 問題 と、 従来 の 欧 米

主導 型 で な い わ が 国独 自の 技術 移 転 プ ロ グ ラ ムの 作 成 とい う2大 課 題 の 克 服

が 必要 で あ る。 そ の ため には、 技 術 移転 相 手 国 の 、 社会 、 文化 、気 候 風土 な

どの諸 情 報 の体 系 的 整 理 が 急務 で あ る。 この 基 礎 的 情 報整 備 を行 わず 、 表 面

的 な欧 米 模 倣型 で進 ん で きた のが 、 我 国 の農 工 業 そ の 他 の 先進 技術 の 発 展 途

上 国 への 移 転 の実 態 で あ った。

我 々が 、 開 発 プ ロ ジ ェク トに技 術 を も って 関 与 した 諸 氏か らの ヒア リン グ
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を通 じて 感 じた 問題 は、 ま さ に この 点 に集 中 して い た。

我 国 の、 分 散 し、縦 割 りで行 われ て い る相 手 国 、 情報 の管 理 、植 民地 等 の

歴 史 を持 た ない 故 の相 手 国 に対 す る政 治 的発 言 力 の 弱 さ 等、 相 手 国 の 社会 、

風 土 に深'〈根 出 した 、農 工業 開発 の ニ ーズ把 握 の た め の 、数 々の ハ ンデ ィの

なか で 、民 間 ベ ー スの プ ロジ ェ ク トが 多 い とい う現 実 をみ る と き、 プ ロジ ェ

ク ド実施 の最 大 の 課 題 は 、 わ が 国 と、低 開 発 国 との 情 報 ギ ャ ップの克 服 が 先

決 で あ る。

,
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資 料 皿 わ が 国 の技 術 移転 形 態 の分 析

今 回 の研 究 は 発 展途 上 国 への 技 術 移転 を主 要 な対 象 と して い るが 、 それ は 最

近 わが 国 の対 外 政 策上 、 特 に大 き な問題 とな って い るか らで あ る。 一 方 この よ

うな研 究 の ベ ース と して、 も う少 しマ ク ロ的 見 地 か らの分 析 を と らえ て お くこ

と も必 要 で あ る。 わ が 国 か らの技 術 移 転 を今 回の テ ー マ と して い るが 、 そ の 前

に、 わ が 国は 技 術 を 海 外か ら どの よ うに取 り入 れ 、 ある い は 自己 開発 技 術 を ど

の よ うに 熟成 し、 そ して どの よ う な技 術 を 海外 に 出 した か 、実 態 と して 把 握 し

て おか ね ば な らない 。 ま た 、単 に 発展 途 上 国 のみ な らず 、他 の諸 国 との 技 術 を

とりま く関係 に つ いて も知 る必 要 が あろ う。

こ こで の分 析 は 様 々 なデ ー タを基 盤 に して解 析 した 、馳技 術移 転 の一 側面 と し

て と らえ る こ とが で き る。

竜

皿.1技 術 と産 業 との 関連

(1)わ が 国の 技 術 の特 徴

技術 と産 業 を ダ イナ ミ ックに と らえ る と技 術 輸 入 ・研 究 開発 投 資→ 生 産

→ 製 品輸 出 ・海 外 投 資 ・技 術 輸 出 とい った プ ロセス が 考 え られ る。 この 一

連 の プ ロセス は 図1の よ うに表 わす こ とが で き る。

図1海 外 と国 内 との 技 術 の連 関

国内 システム

懲
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この 図 を ベ ース に、 技 術 輸 入、 研 究 開 発 投 資 、 生産 、 製品 輸 出、 海 外 投

資 、技 術 輸 出 の6つ の 分 野 に つ いて デ ー タを収 集 し、相 互 比 較 をす る こ と

に よ って産 業 分 野 での 技 術 の特 徴 を抽 出す る こ とが で きる。

図2は わ が 国 に 関す る6つ の分 野 の デ ー タか ら各 産業 別 の 構成 比 を算 出

し、比 較 した もの で あ る。 この 図 よ り見 出す こ との で きる各 種 の特 徴は以

下 の通 りで あ る。

%
0 10

図2業 種 別 構 成 比 の 比 較

20 30 40 50 60 70 80 90 1

技 術 輸 入

研究開発投資

工 業 生 産

製 品 輸 出

海 外 投 資

技 術 輸 出
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① 食料品工業

技術への投入意欲 は低 いが生産額は多い。

最近は海外 への投資意欲 が高い。

② 繊維工業

最近では国内技術への投 入意欲は低 下 し、逆に成果物を海外 へ志向す

る傾向に ある。

③ 化学工業

技術輸入、研 究投 資は盛んで あり、わが国の化学工業技術の高い由縁

となってい る。

海外に も志向 してお り、技術輸出り半分近 くが化学工業技術 である。

④ 鉄鋼 ・金属工業

繊維工業 に似た傾 向を示 している。

⑤ 一般機械 ・電気機械工業

生産物の国内消費 とい うより、技術 を導入 ・開発 して製品を海外 へ と

い う方 向にある。

⑥ 輸送機械工業

技術への投入意欲 も高 く、製品の 自国 内消 費 も盛ん で、 さ らに海外へ

の製品輸 出が盛ん である。

⑦ 精密機 械工業

技術の導入は盛ん であるがわが国の技術 を海外へ移転す ることは ない。

(2)技 術輸入 ・輸出の特 徴

次に6つ の分野の相互 の関連 を分析 してみ よう。

① 技 術輸入 と研 究開発投資の関連

まず技術輸入 と研究開発投資の各業種の構成比はほぼ直線 に相関 して

お り、海外 か らの技術の導入分野に関 しては各産業で もやは り研究開発

へ力を注いでいる ことがわかる。つま り技術導入は研究開発の一環 とみ

ることがで きる。
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図3技 術輸入 と研究 開発投資の類似性

国 内 シ ス テ ム

7

同様 な分野に投入

② 技術輸入 と生産 との 関係

技 術輸入 と生産 との関連 では繊維工業、金属工業等の技 術は、わが国

では比較的達成 されてい るため技 術への力の注入が少 ない割に生産額 は

多い。一方電気機械工業 では、まだまだ海外か らの技術の導入が多い。

しか し従来 より存在す る比較的熟成 した技術分野 を除けば、ほぼ産業へ

の インプッ トとしての技 術 と、 ア ウ トプ ッ トとしての生産額 との関連は

量的に も相 関がある。

図4海 外 技 術 の 依 存

国 内 シ ス テ ム

海外

○_. 艶
熟成 した技術を

除けば量的に影響を与 えてい る

③ 技術輸入 と製品輸 出 との関連

技術輸入 と製品輸出 との関連では繊維 、鉄鋼等の工業では技術の輸入

は少 ない ものの輸出意欲 は盛ん である。一方化学工業や電気機械工業は
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その逆で、海外か ら技術 を導入(但 し研究開発投資 も盛ん)し 、製品は

比較的 自国 内で消費す る とい う面が表 われている。

図5輸 出 産 業 の 技 術

逗17ヨ ン ス ア ム

T

s

⑳
㌻
賓
S 熟成技術関連産業製品

④ 技術輸入 と技術輸 出の関連

技術輸入 と技術輸 出の 関連での特徴は繊維、鉄鋼 、化学 の各工業 につ

いての技術 は海外へ積極的 に出 していることである。特 に化学工業技術

はその傾向が著 しい。製 品輸 出が盛んでないに もかかわ らず技術の輸 出

が盛んで あるのは、化学 工業技術への投入 が盛んで あ りその世界的 な力

も先行 しているか らと言 える。一方精密機械技術は、まだ海外依存型 で、

技術 を積極 的に海外 に輸 出す るには至っていない。

図6技 術 の 導 入 と輸 出

国 内 シス テ ム

7

皿.2

(1)

海 外 諸 国 との技 術 の 関係

技 術 輸 出 ・入 の パ タ ー ン

わが 国 の地 域 別 ・品 目別 対 外 貿 易(輸 出 ・輸 入)と 対 外 技 術 貿 易(輸 出 ・
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輸 入)か ら、 海 外 諸 国 との技 術 に係 わ る 関係 の 分 析 を試 み た。 特 徴 は以 下

の よ うな パ ター ン と して表 わす こ とが で きる。

① ア メ リカ との関 係

ア メ リカ との関 係 につ い て は わが 国 が一 方的 に技 術 を輸 入 して い る。

この こ とは 貿 易 に お け るわ が 国の 対米 収 支 が 黒字 とい う面 とは全 く逆 と

な って い る。

図7対 米 との産業 ・技術の関係

原料輸入
一
技術導入

製 品 碧 出

「

②ECと の 関 係

ECと の 関 係 に つ い て もや は り技 術 を導 入 し、 製 品 を 輸 出す る とい う

傾 向 が あ る。 しか しア メ リカの 場合 と異 な る の はECか らの貿 易 に よ る

輸 入 では 工 業 製 品 が 圧倒 的 に多 い こ とで あ る。

図8対ECと の 産業 ・技 術 の 関係

製 品輸入

技 術導入
{

③ 東 南ア ジア との関係

東南ア ジアへは最 も盛んに技術 を輸 出 してい る。特 に化学工業、電気
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機械工業等の技術 の輸出が盛んで ある。一方製品輸 出に関 しては他地域

に比べ て繊維品、鉄鋼等の熟成 した技術に関連 した製品の輸 出が多い。'

図9対 東 南 ア ジア との 産 業 ・技 術 の 関係

原 料 輸 入

も

イヒ学 ・鉄 鋼 技 術

④ 中近 東 との関係

中近 東 との貿易関係 はわが国は原油 を輸入す るとい う一方的 な関係で

ある。技術貿易の関係 は非常 に少 ないが、強 いてあげれば、最近工業化

に よる 自立 を 目指 している産油国がわが国か ら化学工業、鉄鋼業、技術

の導入 を図 ってい る。

図10対 中近 東 との産 業 ・技 術 の 関係

原 油 絵 入

(2)日 本 とア メ リカの比 較

技 術 の 交 流 に注 目す る と、 わが 国 の場 合 は ア メ リカ と ヨー ロ ッパ諸 国か

ら技 術 を導 入 し、 そ して東 南 ア ジアへ 輸 出す る とい った パ タ ー ン と な って

い る。 そ れ に 対 しア メ リカは わ が 国 とは か な り違 った パ タ ー ンを示 して い

る。
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図11わ が 国 の技 術移 転 の パ タ ーン

先 端

技 術 導 入

末端技術の輸出(政 府中心)

山勘
発 展 途 上 国

図12ア メ リカの技 術 移転 の パ ター ン

技術導入

民間による技術移転

66.6
発 装 ≡ 上 田 ●

(3)技 術移転に伴 う問題

最近 発展途上国は過去の植 民地主義的 な結びつきを脱却 し、経済 的 自立

へ歩み始め、連合 とい う形 を とって追 い上げの状況に ある。 ア メリカの よ

うに多国籍企業 と軍事先導 で発展途上国 どの関係 を保 った り、 あるいは フ

ランス、 イギ リスの ように旧植民地 との政治、経済的 な連 携を維持 してい

る場合 には比較的ス ムーズ な技術移転 が行われ る と思われ るが、基盤 がな

いために主に 自由貿易に よって発展途上国の市場 を開拓 したわが国の場合
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には 、 さ ま ざま な問題 点 が 発 生 す る可 能 性 は 高 い。

技 術 が市 場 メカ三 ズ ムだけ で果 して動 くこ とがで きる で あろ うか 。 そ こ

で 問題 に なるの は わ が 国 で は企 業 が 自由市場 の 中で 利益 を得 よ う とす るの

に 対 して 、発 展 途 上 国 側 は利 益 を 目的 と して 国 が コ ン トロール して お り、

そ れ ら両者 の コ ン フ リク ト(紛 争)が 生 じて い る点 で あ る。 そ れ だ け では'

な く、 わ が 国 内 にお いて も企業 の戦 略 と政 府 の 政策(た とえ ば種 々規 制)

に ギ ャ ップが生 じて きて い る。 ・

この よ うなさ ま ざ ま な問 題 が これ か ら も起 こ る と予 想 され るの で 、海 外

の進 出に つ い て は相 手 国 の 信 頼 を 得 る こ とは も とよ り、 進 出後 の イ ンパ ク

トが どの よ うな形 で はね 返 って くるか を予 測 す る とと もに、 わ が 国 内 部 で

の産 業 間 、 企 業 間 、政 府 間の 調 整 が 必要 に な って くる と思 われ る。

、
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